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藩　は。あに

　グ雛一バ夢ゼーシ灘ンの進行によ馨経済の不均等癸展とともに生活穣式跨均質化解進ん

でいるといわれる。しかし縫方では、そういった嚢病のもたらす購題点解感じ取られるな

かで、難域に霧有な資源の再発見・見直し・再評儀や、地域のアイデンティティの確立を

求める轟きも闘詩に登場している．そういった運褻の一濃として、織勃（テキスタイル）

生産の分聾における古代姦（苦姦、董呆希〉復興跨試み解存在する．地元素馨の再評儀の

企てについては、「食3の分野や「住圭の分野については．多くの幾心が払われている淋．

広義の「衣遷にかかわる旛生産の分野にかんしては．少なくとも社会学的な見地にもとづ

く離心は騒ずしも強いとはいえな籍と患われる。しかし．現在でこそ天然繊維素韓として

纒承されているものは．ほぼ絹、麻、木鶴に醸定されている解、かつては、曄蜘をはじ

め匿藤ま、嚇蚕．「霧雲、「舞ま．ギ芭蕉ま等々の素馨解存在してお獅．今韓酸めて．そうい

った素材を難域露有の資瀬として再評侵する試みも存在している2。

　本稿では、そういった素馨のなかでも．苧麻書の伝統復興を簸域アイデンティティ形成

のひとつの柱に据える篠島羅大沼鄭紹撫付に潅韓する。その嶽、嚢本響内の飽の苧麻織勤

生産地の現溌を参照することで．その特鐵を霧らかにすることを試みたい．麗在．苧麻の

羅内生産雛は本粥における聡撫材のほか、宮古・八重撫地方とされている。属地は．苧麻

を驚いた、蓉活量箒・入董轟呈蕃の産地でもある．また、霧藤村の苧麻は転読的に轟鑛羅

ふ

姦の原料として盤給され、現在でも塩沢・小千谷地方への原麻盤絵解続いている．これら

の鑓域の麗献を踏まえることで、嚢本羅内における苧麻後輿の試みの見取警霞を撞くこと

解できると考えられる4。

　秦韓纏面でのゼ本編革命ま、技徳の面でのギ産業革命ま、さらには「化学織維革命」をも

経た今韓．それらの変化によっていわば駆逐された静周遊化さ轟た馨した素轡を改めて評

慰しようとする運嚢であるからして、ボ産業釣縄こは葬常に厳しい壁に直面していることは

懇懐に難くな輪．とはいえ．逆にいえばそのことは、これまでの縫会のあ警ようにたいす

る難い返しや．あらたなライフスタイルの模索といった要素越そこに伏在していることを

も含意していよう．まずは擾い手の現状と企ての課題を瞬らかにし、装義のゼ産業蓋譲の

範雛に鍍まらず．よ警纏広く文化的意義をさぐることを、本醗究の課題とする．

驚　宮吉轟に灘ける上布生産

鷺一等　地壌の擬溌よ騒葵麟経舞

宮吉諸島は．宮古島の飽．漣閥島．来鵜島．鐸良藻島、多良離島からなる。宮古島．池



開島、綱島1磁行政単位として、臨（鞘蔚瞬（、蟻町．1勝論、髄鋤蒋

在したが、嚢鍵§年3月に．醤良舞舞をもあわせて宮吉島市へと合辞することが決定した。

宮古島の人癖ま、第蔓罎の国勢調査（欝欝年構点では約蔭，窪韓人であったぷ．黛㈱年時

点では．駈，器璽人、高齢化率は鍛．蓋鵯となっている。観光業、製藷業、かつおぶしの生

産．漁業、農業（さとうきび．葉タバ識、野菜．畜産、果樹、花き〉撚主要な産業であるS。

　苧麻を旋つた織勃馨俸の歴史は古代にさかのぼるともいわれる解、高綴姦として鍵外的

に認知さ為た鐵来事としては．欝欝年の穰石の敏事伝承〈琉蕪王に緩繋布（績翻を献上

した〉購知ら轟ている。鯵盤紀末には．琉球政府によって人頭税麟諜され．女難1こは貢納

姦の義務解諜さ蕊た。さらにその後、欝盤紀初頭に始まる薩灘支離のもとで、上納来§覆灘

蕎の代納贔として、潅盛灘．砂縫とともに、上姦の貢納購求！められることとなった．とく

に上線贔については、ゼ貢姦塵壽から反薦の織璽渉村役入の手によって渡され．村の女性の

うち適当な者淋選ばれ．その者は翌年の藷慧課を免じられる代わ鑓こ番1舞に詰めて上姦を

織る義務解課されたという6。さらに．この上奮生産1こは厳密な藻質験査が諜されること

となった．薩巌藩は、宮古には主として藍染め羅響の士籍を．八重幽には主として白上姦

を求め、納付されたと蕊を、ゼ薩摩上旛蚕の名で大賑・窟都で簸発した。この薩摩支翫のも

とでの上姦盗産が、蟻域的分業7と叢徳的洗練を撫遠したとみること麟できよう。

　蓬摩支離の終焉ののち．上露は貢麟藻の撫から解敏され、生産者による叛売辮可龍とな

ったゆ瞬治鎗年代よ鯵．寄留商人たちの注舞を集誇るようにな穆．上；霧仲買商も登場し

た、しかし、貢露塵による品質験査解糖くな蓼、生産・簸売とも白雲化されたた誇．なか

には糧靉靆透する者も登場した．そこで、繕繕を確保するたあに、蓋鶏頭瞬治鋳》年に生産

者を麓織し、翌年度よ蓼縷査員による縷査鍵痩を導入することとなった．さらに、欝欝｛大

藍建〉年には、原糸生産者をも藤えギ宮古灘織鞠講業懇合まを績成し．糸の検査．藍染の

色の幾擦乾、文穣選案の京藪地方からの取蓼寄せ．機轄機の導入等を行った窓．講懇合は．

欝欝（霧藤蓋爵年には、嚢工懇合法にもとづき、ゼ宮古上篇工業経金港へと薮鰹された．

　戦中鶏紅は、ド重要鞠産統麟法頁欝鎗年〉によ酪上庵の製造販売は禁並されたぶ、戦後．

欝欝（紹旛滋》年には菱宮古織鞠業縫合雲淋結成された、欝欝（昭撫諺〉年に．生産・

賑発墨鈴減少による事業不擾を選壷に疑縫合はいったん解激する解、翌年、琉艦政府蕪助

金を活繕し「宮古織麹事業綴合圭解再結成されるζ鯉合員蕊名．鐵資霞数麗？翼。一糞

瘻詳ル欝セント1§．

　欝？蟹昭融感灘年の寒土復帰後、鰺？薮躍秘墨継年には．鐵々な工芸分野において沖縄漂

による伝統工芸最捲定のラッシ講を邊える瀞、宮古上窩も羅織にその欝象と蒙った．翌

欝驚（確報鵜〉年には、通産省のゼ伝統工萎贔まの捲定をうけ、欝簿（昭撫騒〉年には、

漂のギ無形文化財まの指建を受け、縫合の生産鎚点として菱宮古暈縫工芸贔センターま解

建設された。さらに欝欝｛躍藤驚〉年1こは．文化庁の「重要文化賄に捲定され、行政

黛



による二系欝の伝統保護の麟象となった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすぞぢお
　ギ伝統工芸最ま捲定率講当時の麗孫考数は、栽培・手績み3毅戸鰺懸人〉、麟案績締撫

工業諺戸総名〉、染色業黛戸総名〉、機織業壷鐙戸（欝馨人〉、洗濯業翻戸（琶人〉．産地綾定

業L名の講墨議騒戸縫§§人〉と記されている麟

　生産高の推移についてそめ機要をみると、欝欝年代（瞬治欝年～〉暑こは年聡欝総皮から

諺総馨反の生産高であったが、瞬治時代後辛1こは、董㈱万反弱に達し．大蕉年鷺には．

繕艇欝反を越える年もあらわれる．欝欝（大豊鴛〉年には、上藷鍵作の演習を力夢キュ

ラムに懇み込んだ、「平良町立女子実業補習学校葺が設立される鱒。とくに第i次灘罪大

戦の戦争景気にあおられた時蟻には、上旛儀格も高騰したという。欝欝（霧報鋤年頃、

宮古におけるギ高給取鞠の月給解離～韓欝であった時禦に．上審の織蓼子の稼ぐ賃金

はそれを上遜る霧合麟あった（着尺毒離鑓～捻蓼無反〉という記録もある（哲内灘弱齢。

戦争中の生産中断をはさみ、戦後は盆㈱反をピークとして、とくに総覧（確秘硲年

よ警暮蟹1反強と生産麟激減する。さらに年産蓋㏄反を舞るの都欝器（平成萄年からで

あ蓼、ついに露蟹欝年代撫頭垂こは、緩緩上姦については年産欝反台にまでおちこんだ麟H、

鷺盤套年には鱒反台に蟹復した鐙。

窯一変　罫儀綾櫨の議定義

　　先に述べたように．宮古上姦はボ伝統－芸蜘と『重要文化賄との漢方の捲定をう

けている。いずれも．ギ転蜘の線護・継承を鐸的とした行政上のオーソライズである淋、

その内容は緯一ではない．重要文化財慧も伝統工芸品錘も、素馨をゼ手績み苧麻糸遷（す

塗わち、機械紡績の衆議ラミーを認めない〉という点では共選している淋．文穣およびそ

のつけ方につ赫て、前者は、匿繕文擦をつける場合には3．ゼ手話警とする茎とし、後者は駢

文穣圭のみを認めそのつけ方については彰手播警あるいは機i織としている．つま墾、文

鞍のあ警ようについては．耕以外の縞文織・無蟻をも認めるギ重要文化財誰の定義のほう

解ゆるやかであ鯵．文穣のつけかたについては、機繍に鰻足しない「伝統工芸贔遷のほう

麟麟るやかな定義となっている．晦淋転統か壌という闘いについて一義的な解は存在しな

かったこと解わかるし慧．また、綾割箸行政の与えた影響をみてとることも驚能だろう懇。

さらに、いずれの場合でも、藍染以外の草木染は、髪上葡とはみなさ細ることはなかった、

そのこと麟、『宮古上灘のあ警方を長らくせばめてきたと考えられる。

　薩摩貢薦への措定以麟には、さ叢ざまな草木をもちいた染の伝統購あったこと溺知ら轟

ている。穰村は、くちなし．ウ濃ン、驫木．紅露（クール〉、藤木〈そぼく。南洋産で島内

では入手撰難〉などの染料の記録を紹介した上で孜のように違べている．嬉吉上姦は．こ

諺



うした原料、各色の醗合によってできた色上葎で、模様も縞や繕を絹い．嚢浅で大麗な意

羅漢凝らされている購、薩摩貢薦に指定されるようになって．その嗜聾に適するように絵

璽を与えられ．これによって製聾したので、意匠も精緻とな警、贔質も海上した解．その

白雲奔放な発達は鰯鰻を受けた・染色法においても薩摩の嗜蜂によって藍染一色とな蓼、

各色を舞醗合した韓轟牲は失われるようになった遷。魏

　こういつた釈溌において．手績み苧麻糸を素材とすることにこだわ警つつも草木染の魅

力を追及する女性の織警手たちが、欝鐡（昭融弱年にゼあだんの会蚕を結成する。き

っかけは．饗本鶏藝協会の蔓擬学校が織年に宮古島で露縫されたことであった。その揚で

御鏡孝氏麟．「薩摩への貢納姦以前の伝統を見直してはどうかまと提案したことに、すでに

羅上帯だけではなく、草本染の奮をも織っていた騒飛氏ら若い盛代淋励まされ．織警手を

中心にそれ以外の憂欝者をも超えてつくられたの解ζあだんの会」である．瞬会は．展示

会・ファッシ欝ンシ3一・難発会などを灘催していった。璽弱毒（平成瞬年1こは、高機の

ぶ子氏原作の小説謬サ華ンス灘一ノ遍潜巌盤でドラマ化さ蕊たのをきっかけに、商工会

議湧の主縫で、岡会も参撫して展示会を露鬱し．それを機に．それまでヂ宮古交灘等と

呼ばれていた．経糸にラミー（機械続綾の麻糸〉、緯糸に手績み苧麻糸を驚いた織麹を、ギ宮

古織墨と疑う呼称に統一した。

　蓋㈱〈平成蓋蓋〉年に、懇合の毒手と運営方法の開題点解瞬らかにな鯵．理事長解交飛

した後．纏合の俸趨麟大きく変化した〈持ち株灘から会費灘へ〉．その諜に．草本染に携わ

ってきた織警手たち解初めて縫合に無人し、鐡氏も理事に選鐵さ轟た。籔嬉（平成欝〉

年になっては膿めて、縫合は．緯綾上姦とは異なるカテゴ婆として．嘩木染宮吉上姦墨を

設けるにいたった。建

窯一3　靉靆鉢・後議餐欝議事嚢

櫨畜畿麹事業絶念垂

　蕎宮憲織勃事業癒合誰の縫合員は．慧蟹懇年議月現在で驚名であ雛、その居住醜は．平

良霧だけではなく宮古島全壊にわたっている。懲資金はひと警董万聾となっておむ、簾入

事し込み解あれば理事会で検討し承認する手続きをとる．縫合では．緯糸、ラミーについ

ては一般に販売している麟．手績みの苧蘇糸の販売は．鯉合員に醗定している。メンバー

の講談は．駒単数は織麹盤産に聡与していない墾タイアした高齢者や、もともとの灘資者

などを含む．純韓紅鍵事者にメンバーを鞭定するという案もあ誓うる．ただし、その場合、

かつての畿資分の返済撃必要となる溝、復爆以前の欝ル建てでの墨資の霞摸算という手競

き解必要とな箏．現在、専轡家に綾討を鼓頬しているという．
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　懸想合では、伝産法（事伝統工芸品産業の振興に間する法律」欝騒年徳行〉にもとづく

補豹金によ箏、後纒者育成事業を行っている。欝欝（平成元〉年から欝磐（率成i④年

産までの韓年聡の記録によると、織の醗修を受けた者は延べ毅名．うち実数は襲名で

あ警、醗修修了後、織姦こ健事した者は馨名（羅修生実数の臆％〉となっている．欝欝（平

成笠簸年1こは、総合執行部解交代したことを受けて、選考を厳しくし．志験者憩名中巻

名を選鼓したという鐙。

　縫合の後継者育成事業においては．現在、基本的に地元墨身者優先の方欝ぶとられてい

る。定住して繕続できる考を求めているためであるという。以前は、島外の入が観光に来

て、あるいは．雑誌等での紹介記事をみて、醗修生を希望するというケースも多く受け入

れてきた潜．ギそういった人は皆、本土へ矯っていっ灘という。島で織を纒繞していきた

いというよ警も．ぎまずは隻反織むあげてみたい」という感覚の人群多く．i反織警上げ

ると矯ってしまう。後纒着育成を嚢的とする補助事業として受入轟ているのに後纒着購育

たないのは主鷺に反するということで、弱年度よ警選考を厳しくしたという．とはいえ、

本土からの残ターン壌希望者もいるので、意思確認をしたうえで、霧合によっては受け

入れている．後にみる昭秘村の場合は、蟻元畿身者を鉾線するわけではない潜、積極的に

舛離からの俸験生を募集する態勢麟とられている．この点に臠しては．宮吉島の場合には．

入籍そのものの遜疎化藩籬題姦こはなっていないこと解離提となっているのだろう、

　そのようななか、近年の継難域鐵身の羅鰺生鮮は、灘護年度鷺名（轟梨集、鹿売島察》、

灘簸年度黛名〈長綺県、広島察〉、難偲年度隻名（千葉銀〉、鱒縫年度蓋名（福岡環〉

となっている．嚢騰豊穣年度の醗鯵i生のうち露名は．醗鵜考の転勤ある墾は纏婚を機に島を

離れて疑る．

ゼ竃吉上叢繰縛懇韓ま

　これは．馨の重要無形文飽財の薄象となった装術保持者の掻体である。灘珍〈平成紛

年度に会員は鱒名であった解、その後．会員の死去によ蓼人数は減少している。鑓懇体

では．茎欝馨（平成欝）年から後継者育成事業を行ってお警、盛秘は諺爵年の予定であっ

た麟鷺総難年度も羅綾されている．予算は年闘灘万欝で、綻途は主として講麟の謝金であ

る．工程のうち．とくに鼓徳者解不疑している部分虻ついての養成漢縫的で、紡ぎ手鷺名．

　　　　　　　　　　　　　　　き　ゑう手抵馨慧名、染色童名．織蓉2名．砧打ち露名藩鱈象となった．

　工程のなかでも．偉力を要することから転蕊的に男性の職とされてきた砧打ち（洗濯〉

は人誘不足麟著しい．というのも、生産反数ぷ減少している釈混では．反甕警決め賃金で

仕事を請け負う講職は．職業として成警立ちにく華からである。また、重量のある砧を璽

反につ巻鷺万羅以上振るうという偉力解必要な上に．織蓉あ解った姦を破かないように酌
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確に打つという纏心さも求められるとあって、ハードル麟高い。とくに弱年には．最後

のひと警となった砧舞ち職人麟入院し．急遽、父義解瞬職人であ箏仕事の織子を見て育っ

た麩氏（退織した元高絞教員〉解就業を求められることになった。現在では麩氏の後

継として．鋳銭男鑑と壷んで、保持醗体の育成事業で技術修得した韓代男性藩．農業を

営むかたわら従事している雛．

　　　ぶ　　　ん　み
塘叢苧蘇鑛み藻霧金離

　上露の原耕料である苧麻から糸を績む仕事は、主として高齢の女雛たちによって撞われ

てきた．子どもたちも、糧母たちの手伝いとして見よう見真麟で学習するという、いわ緩

難域文化的な繕承基盤解存在した．かつては．糸績みのrゆい震幅嶺（互助集懸〉も趣壌

につくられていたという．上姦の糸は、豊本？麟翫搬の糸を鱒本で盤鷲とする．蓋反に

懸要な糸は．経緯あわせて欝聾で、取導1は懇算単粒で行われる。しかし、ひと警で懇

算績むのには時辮解かかる。そこで．各霧の績んだ糸を類書にひと警のもとに集約し．定

離的な現金鮫人の確保を行ったの解、この糸績みのぎゆいま一る」である．

　しかし．次第に糸を績む者解減少し、かつ．とくに上露の経糸として矯いる細く強い糸

解入手欝難とな警、そのことに多くの総懸者解危機慈を麹駐ていた。それをうけて．平良

市では嚢鎗蔓（平成慧〉年度に文化庁め撰穣補攣　によ謬糸績み伝承事業を実施し、経時に．

文化庁の無形文駕欝欝象跨事業（菱ふるさと文化再興事業茎．暮年瞬〉の薄象霧俸として、

平良霧以秀の下地簿．城辺町友秘地匡にも捜徳操存会解結威され、こ轟らの蟹難解蟹窺

（平成至心年度に「宮古苧麻糸連籍協議会垂を結成した．露鱒騒《平成蓋萄年．匿苧麻糸績

みま解馨の「選定保存妓籍」鷺に捲定されることにな鯵．麟鶴議会麟受け難欝体として、

　　　ぶ　　　ん
ゼ宮古苧麻績み保存会まと酸称した．緯保存会は．各蟻で糸績みの鼓徳講習会を灘鬱して

お警、とくに灘．毅代の女性のあ魅だでゼ糸績みブーム雄藩みられるという．欝経年

欝簿と嚢蟹轟年窪層に．騒鷺氏の工募と懇合（ゼ転読工芸品ゼンター鐘〉で実施されている

糸績み講習会を見学した溝．ときに雑談を交わしな解ら灘やかな雰雛気で糸淋績まれてい

た、高齢となっても小遣い穣ぎを薄龍とする妓籍の修霧という鍵面．転統鼓徳の録存への

籔与のもたらす寛実感といった灘癒に簾え．一種の羅交の麹として窪〉綴癒もあるよう

に思われる、

　懸お、実嶽に鐵荷している糸盤産者数である潜．縫合に簸発して継る生産者は．平良南

艶名．下難欝欝名．機透欝欝名．轡良部町童名の謙騒名となって疑る器．ほ嶽鴇歳

以上であ警、平均すると鱒歳代であるという麟。その飽にも、工房や窪宅で織っている

癈人に直接簸売して継る生産者もお蓼、実数の掘握は羅難と思われる。
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鐵撃手欝

　宮古上姦の場合には、苧麻栽培と糸の生産は高齢女性．（綾の霧合の〉霞案と猛瞬ま男性、

織鱗ま女性購、砧打ち・洗濯は男性、聡還との取撰も男性と、工程解分化し、かつ、握い

手の煙霧毒婁はっき鬱していた．欝7黛（躍撫騨〉年の琉猿政癖の調査報篶書には、窪人の洗

濯擾当着癖糠人の産麹買継商（童名は洗濯麺当者と、豊名は轡案鐘当者と緯一人駒。この盆

名は大震模な工房を営んでもいた〉との交渉を槌い、ギ織工解直接産地買維商との懇紅鮭段

の交渉を行うことまはなく．しかも織警賃は藪夷顔み愛／議と決められていること、ボ織工

は無格の決定に難して不満をもってお瞬．縫合の積極的な嚢格設定と販売の窓舞一本化を

望んでいるまこと溝誕さ轟ている欝。上露麟大量に生産されギ産業遷として成立していた

縫製1こは．生産・流通遍程の要溺は．大幾模工房を営む男性によって占められていたわけ

である器。

　箋在．第一線で活躍している織撃手のなかにも、このような工房で最舞の修業を績んだ

者毒舞いる。しかし・そういった工房では、決められた霧案の維綾上霧を織ること藩定めら

轟ていたため．轡分でデザインした上姦や草木染の上姦を織むたいと考えた女性たちは、

嶽宅で．あるいは露分の小縄穫な工房で織鱗こ縫事することになった器．

　しかし．工房を営む上嶺の織警手は．宮古島全俸で難名とその数は多くはない。聴き取

箸を遜難てわかるのは．趣蕪ではなく職業として工房を立てていくとなると、まず課題と

なるのは、菱分業鍵係墨を窪力で穣築・維持していかなければならないという点である、と

くに．原料鉄絵者である糸緩み建事者との縫係と．賑発着である雛屋との縫孫ぶもつ重要

性は高い。島外から移住して現在は工携を購える灘氏は．最携、ゼどこで誰解糸をつく

っているのか凄わからず苦労したと輪う．さらに、量産・育昇等で織蓼を林註している時

蟻も、いったん糸を買い取る縫孫をつくった糸績みのゼおばあさんまたちとの獲1係を誰持

羅綾するために、夫の経済的援豹を得て糸を購入し続けたと遠べる．また欝身地の近勝で

一房を営む＄鷺氏は．糸績みのギおばあさん匪たちが績んだ糸で織った作品を展示する瞭

宅展遷を雛鬱し．ゼおばあさん墨たちを招いて律晶を鑑賞してもらっている。きっか毒ナは．

雛分の績んだ糸解どんな織鞠になっているのか一度見てみたい遷という声であったとい

う．通常、糸の生産者はその行く末を欝にすること解ない．これは一度「産業壌として確

立するまでにいたった宮古における分業棒麟のもたらした轄果であろう。繊氏は、この

試みによって．ギおばあさん墨たちにいっそうやる気を離してもらえればと語る．またこの

試み潜いっそう良好な縫係の薙持にむすびつくことは懇巌に難くない．さらに講氏は、今

後の後難者《ここでは懸代以降を意喋する〉を確保するために、鍵代鰐象の糸績み講習

会を積趣的紅サぷ一トしている．このように、鰭域歓会における縫係を構築しそれをたえ

ず誰持する努力と濃ミュニケーシ霧ン縫方と辮、窪宣した工房を購える織撃手には求めら
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れている。

　第灘こ、闘渥とみ襲係麟できたとして、その注文に慈ずるための生産量と速度を傑つに

は．織警手は露分ひと警だけでは足蓼ない。工房で醗修生を受け入蜘養成した穆、鐵機を

確保する必要潜ある．そうなると、ひと警の織警手としての鐸標を追求するだけではなく

ボ経営霊的な嚢蔑むも求められることになる。とき1こは露分はギ織警手なのか経営者なのか」

というジレンマに直面することもある。いずれにせよ、畷高の職人圭という構えでは．工

房として察立することは購難となっている。第3に、宮吉のばあい、甕宣した織警手とし

て活躍している女性たちは．直接会うこと麟できたかぎむでは、いずれもその活動の基礎

に．一種の家族的生活基盤を持っていた。それは．羅居による居住の確保や、上遠の事鱗

にあるように．ライフ灘一ス上の休養時嬬における経済的サ瀧一トである場合もあるし、

さらには．実謙の作業工程における鶴力を含む場合もある．こういつた．縫粋に技徳鼓態

的な綴藏にかぎらない条件もまた、麗在の織警手たちの就業を支える要遜をなしていると

考えられよう。

諺　鞍櫃姦にお鯵る蓼八重塗上叢書叢産

　八重出土康解宮古上篇と講嶺に貢納の歴史をもち．そのなかで緯上蓆の宮古にたいする

露上奮の生産難として粒置づけられたことは羨遠の通警である．貢納品の翻から解散され

た八重轟土竜の生産においては．その後．大藍～躍灘鰺年代携頭に、磐の別宅で直接糸

に染料を羅勢込む藤塾墨の手法解取離入れられた。そのことによって量産麟藩籬となる

とともに、その質的縫下麟捲縫されもした．八重海溝詑鐵の艇露（グール、サルト婆イバ

ラ）溝捺染を薄髭をしたという事椿もあったという騒騒．その捜術にあわせて．機の方も．

糸の捺染を驚能とする楽車〈綾頭．あやつぶる〉を縫み込んだ形に改良された．その後．

捺染染色解八重縫上奮のイメージとして露建艦・一般化した状溌解義くなか、欝欝年代に

懸って薦氏によって、忘れられた手播蓼染色による上旛潜ギ再発見まされることになる髄。

これ・によって．多権な染料をもちいた輻広い染色デザインの八重海上奮解復活することに

なる．

　石櫃轟では．戦後一時講パイナップル産業解隆盛をきわめたため．その蒔幾に麓労矯を

逢えた年齢穰の構に、いわばゼ織経験の空費糞代遷瀞盗まれた。その空白を埋め合わせる

た轟に．ギ石垣毒織鞠事業共舞縫合頁欝欝紹報灘〉年〉設立とあわせて後纒着育成事業溝蓬

式に雛始された。さらに．欝欝《平成元〉年に．八重霧上露と八重撫ミンサー（縞織鞠〉解

通産省の伝統工芸品に捲定さ細たことを受けて．前者について暮冬、後者について碁名の
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養成が麺常的に行われている。蓋舞3時縫、謙豊欝欝翼の課程となってお警、上姦につい

ては．初年度は、捺染染色の上篇をまず学ぶことになる。そのほ一スの修了者解翫名程度

になると、その年は緩染めを修得する圭巖澱一ス解離催され．擁蔽隷一スは麗穫されない．

上綴ほ一スの醐難は、ほぼ3年に夏痩の頻度となっている．醒案以下み工程のすべてぶ醗

修の懸象となる．縫合員は、全員織警手であ蓼、灘遙年度時点で鐡名である．そのうち、

箆鷺的に上露を生産しているのは．鴛名程度であ撃．年聡の生産量は．灘～鶴反である

という．

　後継者書成事業への参簾希望者は．黛鱒馨年代携頭には年総名程度であったが．ここ数

年は懸名程度であ警、面接による選考で選鼓されている。憲望嚢機としては、八重磯上

諸鐙穣特の暴合いの縁か．「デザインから織蓼まですべてをひと警で行舅という一貫性、

完結性麟上げられること麟多いとのことである．島外からの志望音溝多い解．織馨を縫続

しうる者を育成するという趣濤からすると、雛元からの応募者で、（軌遠にのる濠での軒先

蕎投資遷を確保するため1家族の経済的援融解得ら熱る、ある鮎・は子育て解一段落してい

るなど鈴条件を充たす等．定住可能性の高い音溝優先されることにならざるをえないとい

う鎗。ただし、島外からの希望者のなかには、瞬確で強い意志を蠢いている者もみられる

ため．選考のさいの見極めには考慮を要するとのことであった。

　縫合の講習以磐の工房での醗修については、麗在では、羅氈の工携で豊名、総髭の

工房で垂名受け入れている。酪氏は、島外からの希望者からに薄しては、まず『なぜ嶽

分めいる難域め織警を継承しな鯵のか？まと縫うという。嚢分の趣壌の伝統を癸擬すれば

それ解大きなアドヴァンテージとなるということに羅をむけさせるためだという。しかし、

それでもなお、島磐からの醗修生を受け入細る理由としては．いずれ島を離れることにな

ったとしても、講壇という鱗域で学んだことを略難に発嬉してほしい遷からだと逮ぺて

いる⑪

　手績みの講習会については、遜驚縫、嚢時閥X鎗襲で、懇名程痩の定員で行われてい

る．糸の績み手は轟轟に約難名いる麟、そのうち．恒常釣に経合に簸売する者は欝名程

度とのことで．糸の確保は石癒において．宮古よ警いっそうの露難さを増して継る．数年

離から繍繰合員辮苧麻蟻を栽培し、メ勢取磐・苧瞬き叢で行い．緩み手に原簿を提欝する

ことも灘嬉して疑る総

　なお、石垣では．縫合の糸騒を購入して織ったも薪〉は懇合を通して簸発すること解原則

と捻ってお滲．宮古と銘して縫合と織警手との結びつきはよ警強い．とはいえ、羨遠のと

お警生産遜程については鰻入一貫工程をとっているたあ．たとえば懇織化されることによ

って染盤やデザイン麟藤一化されるといった顛海はないという．

§



4　醗穣村におけるゼからむしi駒蓑興事業

購一壌　簸蟻鋤擬溌と騒甕麟経緯

　大沼轟招魂村は、欝欝《羅秘跡年、野尻村と大芦替の合併によ警成立した。福島羅会

津難方のほぼ中心に位置する高冷跳であ警．周舞を購舜搬綴の海々に澱まれている．替

の人癖ま．第i翻の蟹勢講査〈欝欝年〉時点では約警，魂鍵人であった麟、欝欝（躍麹講〉年の

壌，＄憩人をゼークに減少し、とくに醸藤馨年代の前半に馨韓人強．後半に？韓人強減少

した蕊．黛蟹縫年度時点の繕嚢帯数は？捻戸、入舞は欝馨人（男性簿＄、女鑑§憩〉．高

齢化率は灘％弱であ轡．福島漂で最も高い（ギ平成欝年度福島擬人嚢動態の概要捧。この

醐、会津薮下霧．擁津舞、三島町、金幽欝．昭舞材の暴隣村での合爵解縷説さ轟た解．新

毒庁舎の設置場癬等で見解解一致せず．露綴羅年嚢月に合鎌協議会は解散した．

　戦灘こは水穰．からむし．大麻などの栽培解農業生産の中心であった。欝欝（昭秘露〉

年に葉タバ灘の栽培解導入さ轟、躍撫鶴年代には灘短を越える栽培藤穣に達した藩．現

在、生産者はき名にとどまる．代わ鱗こ花き、葭葺栽培への転換麟進み、とくに「かすみ

そ磐の栽培面積は全馨一に達してお蓼．栽培農家は綺驚戸．年生産額は約暮臆響とな

っている雛．

　聡撫養で苧麻の生産麟盛んになったのは．越後庸の原料を鋲給するようになった落懸驚

磯ことであるという．越後では．古代よ警邏元産の苧麻をもちいてお警．鍵養誌の原料盤

給趣ともなった解、上杉氏の会津移封をひとつのきっか蕃ナに、霧原料の供給を会津麹方

《繋葦攣〉と織形擬の拳触難方・置靉靆方〈辮輩〉に綾存することとなった。躍麟村で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　な　ぢ緯．越後上旛の原料として苧麻を塗産しっっ、織時に．義装解や経常着、悸業者．蚊襲踏

などを織る儀続落定着していった．鰺繋｛瞬治鴛）年には．作付鱒盤、畿の原蘇の生産

を記録している、

　越後上姦の生産は、需要の隷小や総生産への転換によって欧第に議少していった溝総、

灘離村では残馨少な輪舞料鍵給地として生産解織続さ轟ていった．戦時寧は、食料増産の

た誇苧麻栽培は休豊された青鷺鐙、義援改めて生産潜露始された、鰺賢（紹報蕪〉年に農

協にギからむし生産翻会塵藻結成された麟、これは．越後からの賢款蕎による穣懸取群藩

籬整の不安定さをもたらしていたのに僻して、農協を窓碁としての一抵顯売を行うためで

あった、欝欝（昭穣麗〉年には．農臨に工芸諜解設置さ細る．これは．原料繰給にとど

まらず村内で付糠無纏をつけた製品簸売壷ねらったものであった。しかし．苧麻に鰻駕す

ることはなく、農協溺事業主体とな警．綴織勧の盤産斡旋をも請け負っていた。一時は融

融に欝～驚人の織蓼手解存在したといわ轟ている鱒。その後、からむし生産は獣第に観

護壷縷摩していくこととなった．

欝



　そういった状混のもと．昭秘鍵年代になって、村内の若手を含む有志解、村の伝統の

再発見と纒承をテーマに．記録験錘rからむしと麻まの作成や、調査醸究にと軽くんだ。

後者の講査醗究は．植生講査、気儂等の定点観灘から、羅具の保存、村の古老たちへの綿

密かつ貴重な聴き取鯵記録を含む、重厚なものである．駁当時、村内にはギからむし栽培

妓籍は村外不紬といった考えもあ蓉．盛時の村当局よ警記録公雛の差し止めが要請され

るといったこともあったそうである解、この時点でのこういった伝統の見直しの動き解．

今韓の取む緩みの下鰭を形成したことは闘違いないだろう。

4一変　ゼ熱らむし縷琴緯験壷・欝鰹盤遺事桑

　欝齢〈羅秘騒〉年に新羅撫からむし織鵜解賑の重要無形文化財措定（保持懸俸は蓼から

むし織繰存会達〉に、翌年にはピからむし栽培技勧解集の選定保存妓籍に、さらに翌欝瓢

（軍威慧年〉にはrからむし（苧麻〉生産・拳轟も戯潜馨の選定保存綾纂（保持醗俸は

ギからむし生産技衛繰春協会ま擁こ撰定され、伝蕊綾籍にたいする管政上のオーソライズ解

なされた。しかし、前途のように．樗の高齢難・遍疎化藩進行し、若年の繕承書誤不達し

ていた。そこで、鰺騒（平成嚇年度よ蓼9からむし織の勤織筋俸験生事業善を灘始

することとなった．

　事業立ち上げにいたる経遍は、次のようなものであったという．襲爵露（平成鯨～蓋静養

（平成鱗年に東京のデパート等各遜の韓藍展を遷嬢し、からむし織製墨（ネクタイや名

襲入れなどの小駒等〉の簸売を擾当していた産業譲職員は．からむしの知名度の抵さを痛

感した．カラムシと替う語の音で蓼唐の蜘を想鬱する客も多く、ギどんな虫なんですか？ま

という縫い解後を経たなかったという．縫分たちの認議と一般の認知の縫には大毒な落差

解存在することを実感したこの経験藩．韓の必要性を強く嚢覚する契機となった．そこ

で、韓内の縫連舞署・騒鉢〈産業課．公浅館、商工会、農協〉に呼びかけて議論を重ねる

努力を重ねた。そ磯なかで、広く蓼体験生唾を募集するという案麟浮上することとなった．

難元紙・全蟹緩の記者を招き、募集の紹介記事を書いてもらうと．聡華合わ廷潜窟鍵盤．

慈募は騒名にの嶽つた。そのうち．書類選考（志望動機を記した雄文等〉を経たのち鱒

人に面接し、欝名の受入れが決まった．

　撫年度隷、本一ムステイによる受入為を行ない．月額諺万湾を添一ムステイ先に町予算

から支鉱うこととした。その飽．原料代など羅修にかかる費矯を警麟負捜し．さらに体験

生には、薦額誉万霧を支給し羅修申の生法線証とした．庫一ムステイ先の確保には苦労し

た瀞．食事も普通の食事で、稼の子どもにするつも蓼でジ娘形帰ってきたと患ってま受

入れて慧しいと要請し、§戸の農家の了承を得た（蓋名分は、登葉者である役場の職員麟

麓



責任をとって瞬き受けることとなった〉．

　とはいえ、受け入れ先にとってもは慧めてみ試みであ鯵、試行錯誤も多かったという。

とくに、苧麻織勃生産にかかわる『技術修得まという、その譲善では醗確に鰻定された乗

替羅的をもつ俸験生と．よその子どもをわ落子のようにあづかることになったという感覚

でいわばトータルな（全人格的な〉驚係をもとめる受入れ蔑家とのあいだの．封入雛係に

おける磯童離感釜の違いという溝題は大きかった．いいかえると、韓験生にとって磯子

渤と受け取られるケースも存在した。撞当者の書を借滲ると、ゼ受入れ擁は絡分の娘の

よ賛難接しようとする溺、体験生は囎人として主材にやってくる」。結局、鱗年度の経

験を踏まえて、次年度からは村内林羅施設の体験生へ紛難敵、一般の鑑家の紹介へと方鍔

を変えることとなった．このように、当撫の糞分たちの麗離感垂を反省的にとらえなお

し、迂遠に方舞の転換を懇み込んだ点は、その後の事業羅綾を薄髭とした大きな要遜であ

ると患われる。

　その後も、受入れ麟度にはいくつか変更趨蟹どこされている。当携はボ蕊歳獄下の女愚

という年鶴上醸と鑑懸の醸定潜設けら轟ていた麟．馨擬よ警年齢についてr購歳以ま纏と

して上鞍を廃し、呂難よ滲男性も受け入混ることとなった鱒。また§幾よ警ギ鋒：験生遷に

たいする生活費補跡を打ち隣るとと麟こ騒、元韓験生らの要望を受けて俸験生修了後の隻

年灘の瞬鯵生麟度を設け．こちらには醗修費を支給することとした。さらに、鬱鬱生懸

度は、7蟻よむ黛年聡に麺長された。窓難よ警麟：修の罷始を馨月から碁舞に早め靉靆を麺

長した。生産部面を最秘（燐焼き〉から偉験するためである．さらに．鷺幾よ蕗、募集・

選考の時難を窪～魂蜷から鰺～叢薄に皐めることとした．こういつた変更は、年々、俸験

生の要望を難きな撃らそれを反駿さ量る形で実行さ轟たと静う．

　羅の擾当者によると．この麟度のねらいは．縫〉難壌のからむしを知ってもらう．韓を

離轟ても．そこでからむし織の存在を広めてもらう、《跡生産勃のデザインなど．馨民だ

けではアイディアに鞭鼻溝あるので．飽の懸竣から来た人の感覚を毅敬したい．（3〉誉の

人々の意識変革をめざす．俸験生を受け入れることで．鬢長解、縫替の転統を見直すきっ

かけをつく撃たい、といったものであった。来轡者からゼ（結局のところ〉お嫁さんの募集

なのでしょ淘といわれたこともあ轡、また実藤にもゼ結婚による定住墨という事擁も存

在する麟、あくまでそれ捻一つの結果であ穆．実灘のねらいは上遠のようによ馨広いもの

であると疑う。実蝶に受け入轟を醗始してみると、載海遠から長講にいたるまで広鐘な蟻

域の欝欝者麟糧で暮らすこととなった俵窪参照》．鰹の苧麻織勃生産難解ゼ定住する織警

手の育碗という特定された舞鶴のもと、趣元鐵身者優先という原辮で後繕者育成事業を

進めて貼るのに薄して、末羅減少という条件のもとで．これから織勃生産の分野をさらに

醗擁することもめざす躍秘村においては、広く外離鐵身者を受け入れること潜求められて

いたのであろう．さらに．餐のイベントにも参撫してもらうこと等を契機に、さまざまな
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交流藩生まれてお磐．材浅鵜罫よそもの達に欝する認識も徐々に変化していった、体験生

の中には．轡ないしは近隣町村に定住する者も登場している（表曝参照〉藤．体験生・醗

修生への聞き皺むからも．（蓋〉当秘は赫蔑め灘に戸惑斎嚇慰むられた解、徐々に贖れた遷

受け入れ態度越形成されていったこと、（鐙体験生の髄もまた．時として違穣感を感じな

淋らも、それまでのみずからの経験した環擁とは異なる生活蒙境に適応していったこと解

わかる。また、（3〉『からむしまやボものづく鞠といった、いわばくテーマの莫有＞瀞、新

たな鐵会いや親しい交流をも生み饑していった事擁もみてとれる（露き取穆資料蓬資料擁

を参照〉．

　縫方．近年、外離の観点溝地域資頼み再評簸へとつな解る事擁が鞭告されている解・贈

離村の事擁でも縁穣に、村民の灘にも麟激を受けて苧麻栽培を薄霞する者や、鶴代．灘

代の女性で新たに織蓼を始める者も増撫したという．今後は、製品雛発や講査講究につい

ても．偉験生・醗筑豊のセンスをいっそう生かすこと撃課題であるとされている憾、

　苧麻栽培農家の狸氏によると．氏窪身．年齢を理霞に、縫え替えの時幾を機に．栽培

を懸念しようとした解、元体験生の励ましと勝方を得て、栽培を纒繞することを決意した

という。また・驚総3年の記録では、栽培農家御のうち、馨名越、謙惣名の醗修生・元爾

鯵生による駒方を得ているという．体験生・醗修生を経て．材を離れたのちも、蟻焼きや

苧引きの人手潜求めら熱る時擬には．新たに就いた仕事を偉んでかけつける者もいる．材

の擾当者によると．継々の捧験生・醗鯵生解すぺて定住するのではなく　（それは舞人の選

撰によるため．強要できないしすべきことでもない〉とも．定蟻酌に外部から人淋やって

くると籍うことも大きな意礫をもち．この点では嚇度解後纒着誰となっているという．

轟一＄　俸験生・欝鯵叢藤志望難縫

　俸験生・醗修塗の後纒者育成事業への参撫志望動機銘は．狭義の鼓徳修得という麗嚢だ

けに鰻建さ轟ていない場合麟多い。むろん、饑えば偉験事業への参簾以繭に．染織にかか

わる妓籍を奪繕学較・短大・大学・醗修辮等で学び．そのうえで．尊霧的な観点から．素

赫・鼓徳の点で苧麻を選釈したという者も一定数存産する．しかし、飽方では（あるいは

専轡叢衛の修得者においてもまた〉、それと合わ慧て．聡舎暮らしの魅力圭といった生活

面での魅力も語られて華た．馨市での染織とは直接慧ぴつかな継職業生活を一定靉靆経験

したうえで．あらためて、露分のライフスタイルを聡い直し、その過程で．昭撫付の鍵鍼

歓会に魅力をみいだすと恥うケースも多いようである。そういった場合には．先立つ職業

生活で蓄えた生活費を基盤に新たな生活をは£めることになる．宮吉島においては．飲食

農等のサーヴィス業に鍵事しっっ織警を学ぶ醗修生鮮．縫合でも麟人工房でも多いという．

鰺



その点では．織琴を学ぶため㊧経済基盤を韓とか確保できるような就労先解ないわけでは

ない．しかし、アルバイ訴と織馨との二重生活跨もたらすハ一瞬レの高さも語られていた．

躍灘誉においては、基本的な生活費の安さと農産輪の麹給の藩籬盤渉ある轄とはいえ、い

わ睡るドアルバイト先まには恵まれているとは言い難いようである．村でも、体験生・醗

修生の終了後の麓労先として、振興公縫・博勃館等、からむし灘連鐙業務に携わる麟託職

員・醗究員の職や．小学較の臨時教員、公罠館職員等、当人の資格や希望に感じた職の癸

羅・提僕に尽力している．しかしいずれにせよ、織を職業として生活していくにいたる道

は、宮吉島にせよ紹秘村にせよ．決して平選なものではない。いいかえるならば、ゼそれに

もかかわらず」携戦する人々に、伝統工芸妓籍跨伝承麟託さ轟ているの解現状なのである、

難　壕沢・小筆谷における置上霧・綻奄薩生産

　最後に、醸撫付の原糸の僕給先としての歴史をもつ小千谷・塩沢蟻区における苧麻織鞠

盤産と後纒考育成事業の箋浅をみておくこととする．越後編薦は．な麟らく冬難闘の女難

による農家醜業として営まれて潅た歴史をもつ．絹織鞠の歴史も古く．昭秘鎗年代には．

纏ブームもあずかって、絹專跨に転業する織元もあらわれた撃、現在にいたるまで．ゼ絹織

麹の無益をつぎこんでで煽纒承しょうとする織元の努力によって脇．苧麻を原料とする

上；帯・i纏霧灘の生産解纒承さ蕊ている．

　苧麻を原料とする織鞠にかかわる縫織としては、藏謹呈蕃・拳手巻羅希妓籍探春協会達

解ある、会員数は霧名（うち小千谷難名〉であ蓼、内談は、ボ製維者茎（織元の経営者〉

欝名〈講前婆名〉、ギ苧績みま魏名編議窪名〉．臥織鱗繊名《舞鶴難名》となってお鯵、そ

の難、罫講修遷、密製舞・設謙ま．蓼縦揺鱗、ゼ染色誰というように、越後上露・小千谷轄薙生

産の分業体鍵を反聾した権威をなしている。

　重要文化財としての越後上露・小千谷縮窟の場合．櫨の上露とくらべて認定要件に織機

麟ギ懸敷であることとの一項購あるため．その慮での織鞍手への要請度解高い．その人

材育成のため、ζいざ警織蓼ξ雛機董講習ま解欝？誕昭藤磐》年よ滲聡縷されている、現在

では．塩沢地籔違名．小千谷難区驚名の枠解設けられている解．ただし鱈購の織元の経済

的食糧藩ある場合には、その分の邊撫人数も認められている．慧韓誉年度は．塩沢地区で難

名．小千谷矯区で襲名の醗修生蕃参撫している．鬱鬱盤は、高機での織滲について経験解

あること華条件とされ．羅修擬濁は、欝欝下旬からき月上旬の董蟹瞬縫で、これを懸年

経遷しては慧あて．醗修の修了となる．騒年懇という長い靉靆は．修了後．仕事を敏頬す

る織髭紅とっての一種のゼ轟きわめ靉靆盗としての意蝶をももっているという．基本的に

は纏縫できる鰺い手の吉成ということで．地元鐵身者優先としている藩．鰹羅からの醗修

鍾



生も存在する貌．

　ギ苧績み講翻についても．鰺§？紹撫鋤年には務まる長い歴史をもち、§難区におい

て各§名程度．計鎗名の枠で毎年実施されている．現在、糸績みにたずさわる者の圧欝

的多くは驚歳代の女難である溺．中には．韓代の女雛もみうけられる．糸績みに従事す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　こ　しる者は．晦懸部の簸域に多く、小千谷では霧吉志雛琶に隣接した地籔の績み手解．中越蟻

震で住居解全壊し遊難生潅を余儀なくされた後も、仮設住宅で継続しているという．

　麗在昭撫材からは．鼓籍保存会解年闘馨貫の糸を購入しているが、それではまかないき

蜘ず、各織充の在罐をもとに封籍しているの藻現献であるという認．良質の原麻の生産が

求めら轟ている状混麟ここでもみてとれる。

　そ轟とあわせて、これは以上でみてきた産麹全般に共通していえることである麟、原麻

を糸に仕立て上げる績み手の不建藩、今韓．いっそうの燐邉慈を増している。織蓼そのも

のにつ継ては一各産地ではその擾い手のゼ定着遷率め抵さ藩語られるとはいえ一．ゼ繹品ま

に託して趨己表現したいという欲求をいだく志験者はあとをたたな赫．しかし．糸績みは．

織られた後にはその作警手鐙痕誌を残さないうえに．途方もなく地連な手仕事である騒、

転統的な纒承文化の体系解くずれた誌現段鱈では、輩来は織薦をその業務としてきた石璽

爵．新潟の縫合でも、栽篶や苧績みの重要性解強請されていた。また、聡撫材みょうに、

織警を憲海する当人に苧麻生産や糸績みを経験する霧を提盤する試みや、宮吉の餓氏ら

のような、完成搾品を績み手に提示し鐸品化の喜びを共有する試みのような、生産工程の

握い手たちを連結する試み潜、いっそう求められることになると考えられる。

§　おわ撃に

　かつて韓本経済史醗究において、越後縷霧《小千谷縮を含む）生産に「近量靉靆屋麟家

内工業の展開をみる見解もあった．こ轟にたいして．晃玉や護辺は．苧藤織鋤鷲絹織

勃・縞織勃の発展の方海とはその鞍擦を異に墨してお警．あく叢で雪に閉ざされた冬季灘

に営まれる農村家内工業の範繋にとどまったこと幌玉欝？懸盤〉、強請して替えぱ塒

購と譲算の綾岸ま（漢透欝？欝鍵〉における営みであ穆．そ溺ゆえ、時代解変わると容易

に繕織勅業や飽の麓労に代替される牲轄をもっていたことを旛擁した。そのような駿溌で

は．難域紛伝統妓籍は、箪纏によ撃優鎧1な選択駁撃ない遷ということを蔚提として、継承さ

れていったといえる脅

　しかし今難、苧麻を素麟とする織勃妓籍の継承は．ぎやむなく邊なされているわけではな

い、飽にも就業や装籍修得の霧能性は喜在するにもかかわらず．あえて．癈人の選譲によ

って選びとられているのである．

　そして．そういった選嬢は．捜纂を身につけ．具鯵的な轄晶を通して自己表現・薩己確

欝



証したいという欲求にもとづいてなされるものである潜・換えて、都毒での嚢労生落跨あ

警方や、生産と饗撃離された溝費生活にたいする疑念や、飽の生活穣式の模索にも裏打ち

されたものである。斎場をみすえた幾率化に抗する畝ローライフ」という理念とも翼一

の流轟に韓差す選択であると考えられよう．

　ただし、ギスローな饑き方まとは．欝中らも強調するように、けっして（怠けた）楽な生

き方であるわけでもなければ、市場の効率化の圧力から完全に窪露な生活を意蝶するわけ

でもない・またそれをな滲たたせるために時として・r普選にま生きているよむもゼ八一欝

な墨努力潜必要とされることもある（蟹中・杉村簾矯。今羅の事擁についていえば、織

鱗こ麗わろうとする人々は．その技衛を修得しな解ら．欝分の生活を成馨立たせ、その中

でさらに．つちかった鼓癒を将棄的にいかせる窪分の羅場勝を欝築するという課題に直面

慧ざるをえないのである。むろんそ鐙プロセスには麟では得ら細ない喜び藩あるにち解い

ないのではある麟、将叢の見通しについて．磯々語れる悪戦と形容した昭穣村の偉験生

の言葉麟葎象的であった。

　趣壌の伝統鼓術として、あるいは家業として．いわば麹麟的に纒承麟なさ細ていること

解禁待できず、またそう雛つた蟻待褻体溺もつ縫題も垂分譲議さ轟ている今舞では．以上

のよう癒懸難「にもかかわらず」装徳繕承の練に連ならんとする人たちの手によって．総

渡滲のようなあやうさを遜鯵鼓けて秘めて、伝蕊は再生されざるをえな継。そういった後

纒着を育てようとする難壌の試み解．経済麟にすぐさま欝覚しい熱果をもたらすことは、

蟻持し難墾かもしれない．だぶそう勝った試みによってはむめて．人糞漢歴史爵に灘麗し

伝承して選た素材と援纂の多横縫淋維持されている紛である．

噸瞬欝鷺無爵簿．遠藤欝鷲．永源驚総巻。擁霧國勇は、薪水鶴以蕪の事まにお継て、本編

の優位性を、駆触警・操艦牲・染色の容易さ等、霧そのものの鍵穰懸盤によって特織づけ

て諮る（擁欝欝鷺撫欝欝〉。永原慶二は、鬱鬱の捲簸を踏まえたうえで、まず本編普澱に

おける軍事秘欝の先行巻確認しっっ．革嚢と本鶴における縫会縫分業の展灘の度合い瀞異

なる嶽癒強議している．激原によれば．苧蘇の場合も．童舞時代以降には糸績みと織姦の
遍程とのあ騨だに分業溺進む麟（盤素韓としての罫書華i墨の流通〉．分業はそれ以圭二には進

まなかった．永原は．苧麻から本編への主要織麹素韓の転摸に．窪籍経済から蕎晶経済へ

の転換壷もたらした駆嚢力をみてとっている（承原盤欝馨．

琶吉岡幸離離蟹1禽本韓告でと蓼あげる事擁め纏かぎシナ蕊圭再興運動の耀介については佐々

木肇蟹鰺蕎、ぷらっとふお一む黛雛壌を参黙．礁蕉霧鐸こついては．平良敏子欝欝を参蕪。

諺苧麻（ちょま、からむし、Cぬ畿嚢膿欝，灘睡窮）は．イラク牽科の多年草で多くの亜

種解東アジアに霞生する淋、織維素馨とするに適擁なのはそのうちの一蕪であるという。

ちなみに．亜蘇《欝灘、糸や薦は睡難〉、大麻綴纒麟．黄蘇（ぬ癩、洋麻（翼磯㎡1等

は一年草である．こ轟らはいずれも．茎の内灘の木質藻と表庚の縫の蔀分から繊雑を採取

する〈繧藤替からむし工芸館嚢韓藍〉．苧購は穣特の癒合駆をもつとともに、麻に銘しても軽

欝



量で強度潤たかいという特鐵をもち、β常生活矯轟に使罵されるとともに、奉燈～返縫に

かけて星羅の筏籐素耕として欝いられた。奈良懸、越後上旛・小千谷縮旛、宮古上姦．八

重霧上職等潜知られる．

垂辮象麹域の大郷構成・縫帯については叢叢を参黙。

聾沖縄察宮古支庁露雛窪

§揺村総覧：3鋳
7宮古と八重舞の旛色の板違以外に宮古島内でも、経糸は下地町と上野替で、緯糸は磯辺

鱗（の菱織集落〉で績まれるという地域的分業解現在でも続継ている．賛内によれ賦こ

れも罫貢納品書であった時代に作業が難域的分業化されていた名残璽であるという（哲

内蓋弱翻：盤赫。

霧穰村欝鷺：嘆欝嶢茎董

9磯球政簸通轟産業縁欝鴛
欝修業年鍛は慧年で．校長以下職員墨名、生経定員は璽総名．修身、醜語．算簿のゼ普

通科熱のほか．機織．裁縫、作法というゼ女子必須科鋤潜設けら轟ていた（穏材鰺？婁鎗毒．

疑雛においては．女子高等教育も．苧麻織勅生産をテほに灘始されたこと燐みてと為る．

簸ただし、この数字は維綾上霧についての数鑓であむ、鯉合を経聾せず墨荷される箪木

染上薦は含まれていない点にも留意する必要溝ある．露鰻年度の草木染宮古上篇の生産高

は、5盤碁邊叉婁こ達している（ζ平良市工芸講査まによる〉窃

鴛宮古織鞠事業縫合欝鍵、平良市経済部蟹灘蓋、謬沖縄タイムス聖韓馨年墨欝豊韓、嚢蟹鍛

年捻層雲鐸。
怨　疹小千谷紬も欝弱年に重要無形文化財の指定を受けている。手績みの苧麻糸を綻聡

し．鱗模様をつける場合には手抵警とする点は共通している購、仕上げ工程に湯もみ．雪

麟し麟挙げられ，ている烹．及び．機毒茸華ざ警磯豆鑓機．よ警一般的にはギ後欝機短磁鍼盤蓼

藍離離懸登と捲定されている煮解異なっている．1轡幾は腰で経糸の張警を調整するため鼓徳

麟1こは高機よ警も難度解高く、逆にその分．経糸の強度については．許容度ぷ高》、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てぎザが麺この縁か、先染めの平織蓼であること．繰糸の打ち込みに手授舞を矯いることも要件

とされている。

欝憲ブズ購一ムらはぜ伝競の灘造蚕　という語で．ナシ慧ナ墾ズム形成を支えるギ転轍

形成（しばしば恣意的なものであ鯵．それ癖え訳者はときに臨驚雛艦に薩造墨鐙訳語
をあてている〉の実態を描いた嬢轟轟縦樋，艶聡麓欝雛鑑欝盤》．く転統罵善〉．く伝統の見

直し業無議場によいこと〉といった遜式を蟻封駕するという慮で、この著作には多くを学

んだ．ただし．本蕪で鉄下と撃あげる事擁における転蕊の再離見墨ゼ再定義講は、鐘壌支

離伝統についての支醗的穣．嚢瞬幾された定義にたいする、その時点での若者麟のアンチ

テーゼをも含むものであ警、憲ブズ潔一ムらとは．露語の文繰を一にしていない．

欝芋講織勃の措定要件については表慶を参黙軸素材については経緯手績み苧麻糸．経糸

はラミー（機織紡績〉で緯のみ手績み苧麻糸．経緯ともにラミーと纏解あ警織機について

も難機鞭定の場合とそうでない場合と淋あ警．いずれ1こ慧よ伝統文化の定義には輻解ある。

長い時聡をかけて進化してきた蓼渡れ誰としての文臨を、特定時点でみら轟た蓼鼓擬謹を

縫露に醗定するために．こういつた事態麟生りたものと考えられる。経糸にラミーを綾矯

した織掬ぶ重要文化財．伝統工芸品として認められてい癒い題域では．産麹における独轟

認定としてその種懸を設定している（表費鯨。産難全体としての織麹生産の翻llと量とを

拡大するための方策であると考えられる．

叢了蕪討賢敷鰺鷺：錐嚢壌職神編集の無形文化鍵措定に先立つ調査鞍告書（囎舞馨年度

宮古圭二霧指定鞍告書垂〉の要鷺をまとめたメモ（鐸昭藤盤年度宮古上姦捲定鞍告書ま澱び

捲定にかかる賦灘平成欝年度§月．平良霞選書館資料〉によると、講鞭告書にも瞬

鷲



在の宮古上姦菱鶯機縁織綾）は伝統的な手法ではないというの解定説墨との記載解あると

遠べられている。ただし、先にも述べたように、当該の伝統文化それ霞俸解変化の中にあ

ったことをも護憲するのであれば．機織緯鱗をも伝騎の一鶴をなすとみなす方瀞妥当であ

ろう。

欝ただし、草木染の織滲手解緯綾上奮に否定的であるわけというわけではない．みずか

ら織る者も．あるいは．今後織って見たいと語る者もいる．開題はそれのみにボ伝翻解

縷定されることにあったとみるべきであろう．

露平良南海工観光課慧鱒蓋、欝総綾
艶⑭宮古では、癒合藩修生驚名、工跨での麟修生露・名の話を癬うこと解できた解．うちき

名は．かつての就労によって皺めた資金をもとに．飲食業で跨アルバイトや農業の手伝い

を緩み合わせて生計をたてているとのことであった窃

雛この聴打ち墨工程の分業上の必要性は、藍染の宮古上露生産に蒋有の事構である、

当難では．大証～紹撫秘難の時代の繕上露を集め、砧打ちによって再生し．場合によって

はバッグ等に再舞飛する試みもなされている《YY氏からの麗容取箸による〉。八重撫上姦

鈴場台にも砧舞ちはなされる解．木製の蕩に巻いた霧を3～屡驚欝つにとどまるため、織

警手みずから撃行うこと麟薄態であるという．

灘　菱無影文化難に羅する工蓑妓籍は、それ嚢体の錘斐上文は芸徳上の籍纏まによ蓼
摺足されるのに離して．『文乾財の保存のために欠くこと鐙できないもの」という観点から

措定されるの解蓼選定保存技衡である。この認定麟度は欝驚年に新設された《文化庁

鱒綴：総1ゆ

脇縫合資料「苧購糸生産者ま墾ス纏こよる．
鱗欝鷺年時点でめ職球綾癒調査によると平均年齢は縫歳とある。それだけこΦ羅高齢

化藩進んだこと解わかる。
％淋縄の織警手たちの作贔繧介としては．糞鵡嵐の会繕鷺蟹隈を参蕪．

雛ただし男性の織警手潜まつたく存在しなかったわけではなく、近年まで繕綾上姦を織

って墾た男性も蔓名存在していた．

盤繕譲奮書にはあわせて．ゼこれは吉験縷習によるものである溝．舞合理的であるという

以羨の難題まとの評極麟認されている。

欝擁えぱ．そのひと滲である欝籔氏は．欝簸（聡治越〉年生まれ嬢綴縷年没）である解．

欝歳で綾結び工場に鶴子入馨し．碁年後に麟宣し．麟案の考案に多大な募綾を残す．聡

年に転蕊工芸士として認定される。蓋鰯年に長男の住むi駆覇に移住し一線を退く　ぼ縛縄

タイムス滋黛鱒嘆年鷺鳶§縫》蝉

欝宮古では．欝暮冬の織警手の議をうか購うこと瀞できた。鷺氏《欝馨年生〉は糞宅・

近舞の人寿から織を学ぴっっ．年下の兄弟を養うたあに織鱗こ縫事し．詰婚後も継続して

疑る．慧鷺氏《欝磐年生〉は暮年懇の鶴空会縫での幾務を経て．＄籔氏纏工房で舞年強修業

した後．糖分の織蓬髪するため麟立した．欝麓氏《欝欝年生》も慧籔氏の工房で§年縫修業

後、首星の工房で織鯵を学び麹宣した．懸氏（欝欝年生1は．結婚・鑓産後、縫合の醗鯵

を経て麟宣した．以上の方禽はいず轟も難元の畿身である、墾灘氏《欝欝年磐は．石垣鐵

身で．難工芸捲導薩・駆覇の工房で絹織麟を学んだのち．宮古島で鏡立した．短籍時類に．

嚢宅、大規模工房．縫合・その健の醗鯵機灘と綾繕伝承を担う蓼麹溝変化していったこ
と辮．駿女たちの経歴からうか解えよう麟なお、誉名率慧名の醗購者は．善び栽培・畜産

に縫毒する兼業農業者である．

き昏澤蟻蟹綴織鍵婆：欝§

雛懇氏｛欝蕪年生〉は．高卒後．年下の兄弟を養うた誇に．懸歳濠で簿つの職場を経験

し．その後．藻覇の工業試験場で観修を受けたのち．懸島し．難髭工携に入るも暮ヶ最で

欝



や誇独立する。擁宗税氏の灘レクシ翼ンを元とした残本昆藝館に足を運び、また古文書に

残される記録にあたるなどの醗究を重ね．捺染染色以羨の北嶺を復元した。璽在羅いられ

ている揺警技術も稜女の考案したものである。当無は、麹元の織警手たちからすら．ヂ本島

の模敏ドこれは上窩ではないまとの詳細をうけ、伝統忘舞の深さを痛感したという。現在．

転続工芸最としての八重海上姦は．経糸についてはラミーの健購解認められている解、氏

は、経緯苧麻糸を驚いた上1藩をも製作している．

鑓黛韓轟年度は上線翼一ス露縫の年度となった溺、碁名すべて解島内在控者であ警．鎗代

蓬蓬名、齢名撰i名であったという。御緩コースの修了が条件であるから、島外護身者ぶ

いなかったのは当然であるといえるかもしれない。
総　ゼ繕令嬢まの矯模は韓鐙坪とのことであった倉躍撫付では年茎．慧罎の採取となる解．

沖縄では年墨～暮躍の採取が可能とのことで．栽培面積についてはこの点も勘案する必要

解ある。宮古島における琉藻大学片岡淳氏の懸き取参事鱗では．苧麻の栽培場癒は、家の

南東、すなわち、誌織を受けにくく．β難解十分である場携解選ばれ、面積は広いところ

で鶯綴ほどであるという．この面積は．平均年碁羅ほど較穫できること、さらにメ騨取

った苧麻の外度をそ紛鐡こすぺて取箸去らなけ轟ぱならないことによ撃、自ずと決まって
くる（平良斎経済部蕎工観光課嚢鍵盤：盤〉．

騒ラミーについては製糸会縫から、年給箋鍵㎏程度購入している。

鋳　蟹羅梅村赫政要覧潅による。

誌　賭穰カスミソウ遷の場合も苧麻の場合と瞬穣に．厚く積もる雪溝冬季の低温から縷

を保護する効果をもつという．

欝経糸に麻、緯糸に苧麻を驚いた、カタヤマと辱ばれる袴がつくられた．苧麻を栽培する

麟《ある躰は苧麻の轟醗〉に麻を栽培するという葬付捧系を生かしてお鯵、かつ．・麻のみ

で織った場合よ警も軽量であるという特徴をもつという、
総総撫付でも西陣織の織下請けを請け負う事擁解存在した（農業雛究センター欝麗〉。

総それでも敷戸は戦時率も栽培を続けていたという《生産農家置氏による〉．

韓鰺鍵（羅藤§鯨年時点での赫内の織麹鑓事者の釈浅については．農業暴究をンタ一籌騰

およびそ轟をもとに難成した表§を参難．

殿曙撫付生活文化羅究会董㈱．宮古や石櫃では先にみたように、若手の織警手たち（現

在．第玉人者となっている糞代〉による転統の再発見解なされ．今欝に至っている蝋紹

撫養でも、当時の若者綴購、生産者たちの記憶をたど管弦をひきだし．意義を見直し。そ

の記録をとるという形で、転統の纒承麟企遜さ簸たと験える。この企醗は、ギ工芸簸を基

盤としての．修験生・醗修生およびその経験者たちによる苧麻に灘わる醗究・講査活動と

して受け纒麟細ていっている．菅家鰍濾．大久保籔簸を参照．
鑛　藍革灘趨は．苧麻の幹から織維藻分をと警だす難業である．なお．躍秘韓では．苧

麻はその生育具合浄ら．麟藩主．ゼ酸鼻蓬．ギワタクシ」に区緊さ轟る．もっとも良質な無分

は陰苧であ弩．ワタクシは農荷製品にならないものをさす修苧難き解離域文化として存在

していた時蟻には．子どもたちはワタクシで練習したという、宮古島の事鍵では．鍵代の

方の霧合の．碁～暮才から糸馨警をは鴛誇たという者解もっとも早く．小学生の頃毒こは皆で

糸誓轡をしてから遊びにでかけた翫憶も語られているという（平良毒経済部藏工鰻光諜

慧騰慧毒：欝）

総これまでの男性鉢験隻は暮霧生の童名である。なお慧鱒藝年度の壕沢での多いざ警織

講習墨にも漂内撰身の男性童名解参撫している．

樋捧験生については．からむし織を俸験する場を提供するという建直づけ．鬱鬱生につ

いては．一定の妓籍習得を繭提として、赫の鼓徳の維承・保存事業㊧一翼を錘ってもらう

という紘置づけからこの変更解行われたという．なお．体験生についても．生活費擁雛は

警ち饗つたぶ．樗内藤羅施設を宿舎として鍵盤し（光熱費は窪る負握〉、藩修にかかる経費

を負鐙し、修了時1こは機を離している。

欝



蕪表毒中の村内定住者のうち、村内男柱と結婚したものは馨名であるという。

鶴このように、醗修事業と、嚢贔灘発．原簿生産等の諸部面に灘わる人々の連携を麟る
ために、黛総駁平成欝＞年墨月に菱からむし生き生き醗究会ま解設立されている。設立当時

の会員数は綿名となっている．
紹栽培農家は、「からむし生産妓籍録存鶴会達を形成している．会員は豹菊名で、各家

i～撫程度の苧麻蟻に簾えて、協会としての欝畿の直営嬢をもち．苧麻の栽培、苧引きを

行っている。現在．赫内全体では苧麻栽培は約姦綾．であ撃．生産者は約鎗名（平均年齢

は鷺歳〉．喚会津振興公縫圭雛弱§年度設立。村、農協、藩王会の鐵資による〉買取量は

鎗貫強となっている纏家構費分は縫かれる1．栽培面積は．躍秘欝年には栽培面積鋳鉱

生産者艶名、公縫買取量驚貫にまで減少したが、現在その時点から復興して継ったこと

潜みてと細る．

銘霧撫付では．黛綴鍛年から欝編年にかけて讃欝名の俸験生・元韓験生の藷を飼うこ

と藩できた。その聴き取瞬こもとづ継ている。

⑬　菱織嬉蜘といわ熱る体験生矯の嬢で農業俸験も袴能な点藩．馨毒鐵身者からは魅力

のひとつとして語られていた。
総轄葎の披癒を繕織鞠に慈駕した寝沢継、小千谷軸麟．伝統工芸品に旛定されている。野

地においては、苧購織鞠の纒承は．飽の絹織勃と差響1裏化するための暗極（瓢シン潔ル〉

としての意練をももっている．

縫糸に強露（し1のをかけたもの藩縮姦．それ嚢外溝上霧とされる。

翻鴻騰年度時点で、小千谷の醗鯵生は盛名とも麹元鎧身考だ解．塩沢の醗修生のうち鷺

名は雛束難方を含む飽黙鐵身者である、飽舞から単身やってきた藩鯵生は、夏の織鯵醗鯵

のない靉靆のアルバイ精こよって生誕を支えているという。

　技纂録蕎協会での難き取鱗こよると、かつては、家庭内での重代鐸の伝承（みようみま

ね｝で装術藩転えられた藩、そういった伝承基盤はなく、系統的・綴織的に学習の場瞬を

鍵盤する必要麟あるという．また．かつてのよう癒罫生活のた覇という理趣よ警も「蜂

きだから雲という理壷華継続のもっとも根本にある。生誕をたてるということだけであれ

ば．鰹の選毅鮫溝存在するからである．

総簸鞠牲鐵雑の絹と難して、雛靭性織綾の苧麻については繰存藩籬難解轟華ため。こ細

藩薄髭となっているという．なお、曙藤村からの購入量の推移をみると躍融鎗年歳の
平均入蕎は駒繋貫であった麟、躍灘鐙年代には齢貫から鱒貫を翻るにいたる。昭撫馨

ゑらの入荷撃壌沢・小千谷での需要量（隻産反の貫匁から算鐵した魑〉を下蟹るのは。羅

勲経年である（入荷灘貫にたいして需要騒婁1。その後．羅藤憩年代末には。入荷量
は懇貫となっている《越後上姦・小千谷縮姦鼓徳保存協会蓋弱毒：欝〉。

騒越後綾窟蓋反！に要する糸の分量は．亙欝～露韓匁とされている（霧井貞子鷺綴纏壌気疲

遜三省欝マ隻）。蓋匁撫鼠？毎で換算すると馨韓～驚鬱鬱の重量の糸解懸要だと華うことにな

る．欝欝年時点での永源の聴き取箸では．高綴なま二衛罵の糸の場合。一韓に驚匁程度し

か績むこと解できないとされる縁原慶二驚韓鍬欝？麟．鱒弱年の繰き取鯵でも。練達し

た考で一欝憩響鶉、通常は暮～鞠漢酸度とのことであった・

蕊伝統麟に農赫の高鶴女性解子守や留守番をしな墾ら餐事するといったあ警方や。高齢

飽し機を降警た元織善手解．ゼお還し達とレて後競の織警手のための糸を績むといった纒承

藤体系を．ここでは念鑛においている．

鱒



表肇　薄象地域の人嚢擬溌

昭舞村
小千谷

ﾅ
塩沢

ｬ
石櫃霧

平良

s
上野

ｺ
磯辺

ｬ
下地

ｬ
総入舞 豊，7鍵 墨欝37 2縫鰺 蕗7繕 3総勢 32認 7§鴨 3鐙麟

糧帯数 7繍 i22灘 灘鮪 欝欝婆 蓋3§鷺 i2欝 2欝7 稔32

男性 8欝 2難路 鰺鑓蓋 22総監 貿373 露盤 3雛§ 鶴3§

女性 警欝 2韓2豊 欝3欝 228縫 欝7i7 欝馨董 誌蔦 騰雛

§襲縫才 馨7 2§蕊 鷲？3 臆弱 欝欝 至難 躯2 欝8

鴨一握才 2麗 鍵懸 i2臆 欝欝 亙磐蓋 登簿 §露 蓋欝

7襲謄才 2薦 22駐 蓋33蓋 欝2壌 藍37マ 鰺8 暮弱 欝2

雛才以上 2蔦 3総7 i鑓3 2縫亙 欝灘 2露 騰§ 3鎗

籠才以上

W率
蓼．§ §．2§ 麟．騰 馨．欝 嚢．欝 馨．23 警．33 §．27

鴇才以上

n率
§、畷 癖．欝 §．2i §．i2 §．欝 §．欝 馨．欝 馨．艶

※平成欝年住民基本台襲盤帯数、年齢懸人醸藩士地理院露倉馨戯こよる。

　単位は（人＞（縫帯については（戸）〉．
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表黛

窯一蓋

華藤織霧の捲定要幹等

量婆文駕購・伝統工芸轟

名秣 認定年 素材（苧麻糸〉 織機

越後上姦・小千谷縮（重文〉 繋蕊 経緯手績み 地機

小千谷縮（転工〉 雄篇 経緯ラミー 高機

宮古上蓆1重文〉 欝欝 経緯手績み 高機

宮古上旛（伝工） 欝驚 経緯手績み 高機

八重霧上布（仏工｝ 欝欝 経ラミー、織手績み 高機

鷺一豊　そ鯵弛轟捲建等

名称 認定年 素赫〈苧麻糸〉 織機

寿小千谷縷（小千省露文鉱鋤 懲鶉 経ラミー、緯手績み 高機

古代越後上露牲産着ブラン誇
一 経ラミー、薄手績み 高機

宮古苧麻織（縫合認定） 嚢総碁 経ラミー．緯手績み 高機

宮古麻斎（縫合認定〉 黛韓碁 経緯ラミー 高機

※　欝1き取馨によ琴作成

盤



表諺　露報耕・体験生の轟轟地溺採羅数

琶分 豊類 馨購 3幾 羅擬 器蟻 6難 7類 8難 §幾 緯擬 簸擬 鴛擬 誹

年度懸 疑｛垂 蕪㌘ 峯鷺 登§ 難馨 琶簸 餐鴛 鷲捻 蓑難 翼勝 難鶴 蕪欝

龍海道 愛 董 露

青森桑 玉 豊 嚢

繕手察 豊 董

窟簸鑑 蔓 罫 重 豊 蓋 碁

嶽形難 董 玉

橿島祭 驚 董豊 2 至 董 2 2 2 欝

茨織膿 蓋 重 黛

新潟織 i 豊

灘馬織 愛 重

埼玉擬 i 蓋 蓋 窯 蓋 i 豊 璽 警

千葉県 蓋 蓋

東寮藻 蓬 罎 蓋 2 笠 鰺

紳奈舞察 2 隻 蔓 翌 謬

静灘県 董 董

嚢知集 2 豊 3

鞍阜娯 墨 至

』京毒癒 夏 董

大鰻癒 2 2

兵庫集 董 i 2

香舞燥 蔓 箋

宮醗難 i 玉

長鋳県 蓋 蓋

誹 鰺 ？ 暮 轟 慕 7 § § § 墨 壌 唾 鑓

歯は村窪控者よ警鈴癖募・操矯

　　韓簿籟醤露蟹》暮壌よ穆鐸成〉

購



表購躍秘村・体験生⑳慈募・採矯・修了状溌

年度雛 難合意件数 応募人数 採絹人数 修了人数 在住献瀧

寧歳6年度 盆難件 縫 欝 § 会津懸薮嘆、うち村内2

率成7年度 欝馨緯 鎗 ㌘ 7 会津鱗藝魂、うち村内喚

平繍＄年度 雛件 騒 § § 会津鰭琶3、うち樗内蓋

平成§年度 鎗件 欝 碁 碁 会津叢区2

寧歳欝年度 鑛韓 露 碁 暮

寧歳鍛年痩 3暮件 捻 ？ §

寧歳鴛年度 難件 鍛 轟 魂 会津幾麩董、うち耕海里

平成慧年度 麗件 鎗 § § 会津纏麺警、うち村内羅

寧歳錘年度 鍵韓 総 § 碁 会津懸麺3．うち材海2

平成鱒年度 鎗件 播 嵯 遵 会津雛覆2、うち讐海豊

平威欝年度 鍵件 騒 壕 填 会津縫藝窯．うち材海霧

孚戚鷲年農 難件 総 垂

講 麗§ 鎗マ 醗 鍵名 会津纏藝1麗、うち掃海費

（紹藤奉書黛蟹濾3〉
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表碁　躍秘耕・欝欝（躍鵜灘〉隼時点で鈴村携織鞠餐事者の状溌

驚代～ 鎗代 鶴代 灘代 鎗代～ 計

（苧轟栽培〉 轡 禽 禽 歯 働 （鋤

（苧蘇糸づく嚇 槽 甲 一 層
（慧〉 （麟

苧麻（雛機〉 甲 一 い 』 § 暮

絹紬（高機〉 ‘ 欝 鎗 欝 』 蕊

絹帯（高機〉 7 驚 き 甲 静 雛

織警手講 ？ 3暮 総 欝 露 艶

（農業羅究センター欝舗：鴛表嚢をもとに趨筆・撫工。歯は詳細不覊〉

※　上表中囎継」は、新潟漂十巽町へ羅修生3名を灘還し．技術習得したうえで．ゼ会津郷

曇転職邊として商標登録した織麹である。「覇帯聾ま、欝暮蟹羅職蕊〉年に、西陣へ馨内の若者（男

盛違名、女性3名〉を灘遣し．藩修の上．織蓼工程を下請けしたものである儂業醗究センター

欝麗：i鯨．

　この時点では、ダ男女高齢者解からむし織．中年女性麟紬織．若年女権解絹帯織というおおよ

その分握になっている」（翼羨：欝と指摘されている．繕鞭告書では．絹帯解駿纒者づく喫こ

連なる墨との位置づけを与えられてお讐．苧麻織勃をしかも外蕪からの皓手の〉棒験・醗修

生を招いて．村内織勃の機軸に位置づけるという方鎌形、その後の大きなゼ発想の転換まを意

味したことがうか越える．

驚



補講i

苧麻工業について

　苧麻の織雑素秘としての活用斐については、永原による歴蔓醗究等に多くを学んだ。た

だし、さらにその後の工業乾がなされた時幾についても確認しておく必要を．本講究の途

上で痛感することともなった。苧麻を原料とした繊縫工業は．瞬治時代後半から大釜時代

に隆盛し、多くの起業解なされ、中には、その後も紡績産業として継続していった企業も

みられる（鐘ヶ灘紡績籔カネ麟ウ3、東洋麻糸紡績瞥ス鱗など）ぶ、多くはその後．転廃業

していったようである。また．擁響麟男は．曜木纏以前の事選において．ゼイラ戸いぬから

むしまについて罫この填入のよくいうラミーと瞬羅である圭と、機械綾績によってつくら

轟た苧麻姦の生活場面への湧時代における普及に言及しているく御籤國男欝鍛畷雛§：盤雑

誌襖鐵は欝簸糊治轡年麟蔀。

　ごういつた献混の懸かで、と警あげた諸地域における生産現混はどうであったのか、今

羅の醗究では巌々な麟釣上、譲べ撰行き羅かなかった．今後のさらなる硬究のために。資

料的に分かった隆雛のことを記録として以下にしるしておくことにする。

　離職村に臠する調査報告書においては、ゼ大盃以後のわ解国母紡績工業の発達に伴う苧麻

生産は．原料の大魚分を甲羅からの輸入に依存していた．昭秘に人離．馨蘇精嚢解緊迫し

てからは蟹策によって蟹内生産溝奨励された淋、越後．会津撃主産地になった時代はなく、

馨麟は九辮鑓方麟産し、躍勲爵年には全撰で§，雛騒騒、推定蝿取量は碁，総翫に達した…

つま穆越後・会津は近代麻紡績業の原料を供給した実績はなく、伝統的な高綴秘醸需要に

癒えるのにとどまったのである。もちろん．聡灘村はその申にあった。圭（農業醗究センタ

ー欝欝：劔と遠べられている．この「蟹蝶情勢の緊迫達とは、いうまでもなく，鰐申戦争

の灘始以降の事態をさす。このr緊遠遷釈溌を反験した台湾総督府外事部発行の調査韓告

書溺ある。そこでは苧麻生産の状浅について．経界的一大生産国は支藻あるのみにして。

支離の生産品は盤界に於ける原料の供給を掌蓼、毯界の苧旛市場を独占するの盛混な駄

獣に繕知られたるは羅本内鑓．台湾な警．朝鮮、仏蟹、瑛笈、アルゼ夢ア、臨度等の諸撰

にも縮当栽壊せらるるも、その飽の諸蟹は気躾．又は労銀の縫係上萎微として振はず。強

熱．鹸旛彌誰聾、英．米．鱒徽米各麟苧紅業界鞭てはそ畷声灘た魏

のあるも．銘等諸馨の原料は櫓んど支藻に盤給を蔀ぐの現混にして、生産馨ならざるな鱗

（台湾総督癬外事蔀欝鱗：蟹嫁濡者麟一灘漢字を新字韓に愛糞しルビを麗した）との認識のもと。

罫支藻事変婁来需要の激増、支藻よ警の輸入激減は蟹内生産費給の必要に追られ、駿府は

鋭意之購拡充に努力奮励しまていると違べられている。その場合の轡内の状溌についての

欝



掘握をみると、歴史的産地としては蓼会津．米沢等まにも書及があ畷疑前13醗、「今の徳島

県会津若松地方一帯は苦縛の苧麻栽培地の中心な瞬き藷との絶し書きもみられるが（羅

前1認〉、当時の国内主要産地としての綾羅づ毒擁まなされていない。むしろ．曙藤村では．戦

争中には．食料増産のために生産を禁じられても、数麺の栽培農家がこれを継承していっ

たことが語られている。ごれは．宮吉、八重毒地方についても疑籔であむ、九辮、沖縄地

方は、苧麻国内生産地として重複されているのであるが、瞬賑宮吉．八重織の講欝島は有

名なる先島上葎の産地なるに拘わらず、原料苧麻は金離は…詫谷．読谷講地方に鬱ぎつつ

あ鱗（属前：鋤との誕違潜みられる。こうしてみると．場在でも栽培が継承されている鑓

蟻は、大正時代における工業化および戦時擬における覆策による栽培鑑進のターゲットに

ならなかった亀城であったこと解薙灘できる。

欝



補論2

ジンメルゼよそ者論塵からみた昭融村ゼ織姫ま

i．羅題の勝在

本講萱において事例講究の一つである福島県大沼蔀紹撫材のからむし織振興事業の企蚕の

中心に．新からむし織鯵緯験生・醗修生」事業解ある。通称罫織趣といわれる体験生．醗修生のな

かには福島集外轟身者も多い（嚢婁参購．昭瀦村の人々にとって鞍女らはいわぱギよそ者」であ

鯵．織簸たちへの難き取鱗こおいて、（轡わけ勧繁の俸験生たちのなかには頁最務は宇宙人をみ

るような羅でみられた姥いったことを議してくれる人もいた（豊難生．埼玉鐵身、本稿基節を参照）。

猿女ら藩ギ飽翫からきた比いう事実は．曙秘村の人々にとって少なからぬ心理的影響を与えたの

である。

本章ではギ補論襲として職難舜落よそ考まであるとはどのような縫会的影響力ももちうるのかとい

う煮について、古典的歓会学者、ゲオルク・ジンメルのギよそ者蓋論をて解か鱗こ縫え直してみた

い鋒

量．ジンメルゼよそ者圭論の盤置づけ

　いう裏でもなくゲオルク・ジンメル（総灘一欝欝〉は．マックス・ウェーバー、エミー

ル・デェルケームと壷ぴ魯される琶会学成立鱗の古典的社会学者である。と鯵わけ鞍の〈相

互蕪罵論豹縫会鶴〉は、後に主にアメ夢力で展麗される軒シンポ夢ック縮豊作灘議まなど

の理論的基礎を与えたとされる。

　噛互轄融という基本穣念からも推察されるように、縫会学者としての稜の開題縫心

は、〈人と人と麟轟会い、灘孫を持つこと自体にとって生じる様々な後会的影響をとらえ薩

すこと〉にあるといってよい。一見すると見通ごしてしまい解ちなく白絹な縫鎌の繕の醤〉

に新たな光をあてることによって．社会と鰻人のつな爵韓のあやういバランスを浮き彫琴

にしている。

　窪身淋ユダヤ人である、ということも隠れた大きな動機として考えられる解．稜の論考

の中に罫よそ者1講§する補説解ある．被の主著穿歓会学選莚鶉暮年）の第§章「空聞と

歓会の空離離秩序壌の補講として鞍あられているこの議考は、のちのアメ墾力の縫会学に

おいてゼシカゴ学灘第一縫代潅と称される人々によって．欝繋年代に移渓の街シカゴの縫

会分析を始めた轟初から、移昆義人による念達な都市化の鷺題に見舞われたシカゴにおけ

る駿ミ講ニケーシ鍵ン開題を考えるためのゼ基礎縄角圭として早くから重要糧されていた．
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臨欝欝によ蕊ぱ．経紀の転換幾のドイツの歓会学者ゲオルク・ジンメルによる，曝郷人

（銑盤馨鍵、よそ者）の独麟的な機念化まぶ絵ミュニケーシ書ン覆究における隷々な擾

念に重要な影響を与えたまとされる（恥欝欝，鐙弱，夢．聡〉．

　ゼ異文化穰識ミュケーシ講ン論3のいわば吉典的論考であるジンメルのギよそ者圭は、

本譜査で事携として験討した菱織簸まと紹零麟鞍〉人々との関わ瞬かたを考える基礎視角を

も提供していると考えら蕊る。

騒．ジンメル蓼よそ者謹誇の特嶺

　ジンメルによれば、被淋意味するrよそ考量は吟β来て、霧縫去って行く」放演者（諜

蕨入舞を意味しているのではない。そうではなく．ゼ今欝来て、競鐸とどまる人、いわば

潜在的放浪者まというの麟．ジンメルのよそ者の定義である。

　　ゼよそ者は一定の空聡領域一ないし空縫と娯たような形で境界が定められている領域

　一の内翻につなぎとあられている。しかし、よそ者は、はりめからそこに瞬属していた

　わけではない。そして、こみ地で育ったものでもない、膏つことのあ奪えないさまざま

　な盤質をこの地にもちこんでいる。このこと麟．この領域でのよそ者の地位を本質的に

　規定しているま（＄。聡欝壌とジンメルは述べる。

　　　寒　以下、「よそ者についての補説1からの撰矯は、ズーアカンプ絶版露ジンメル全

　　　　　集（｛琵鑛聡＄麺搬縫磁暮錨捻繋§曲磨，撮叢，）からの引馬ページのみを記す．

　こうしたゼよそ者まの本質的特鐵をジンメルは．ギ近さと遠さく遠選擁ないし距離ま

という凝念で鱗確化する．

　どんなに親しいと思う人との闘係でも私たちは時として、その人の知らない綴面に気づ

かされることぶある．こうした事態をジンメルはぎ身近な人が遠い存在だということを意

瞭するμ末羅鱒係跨肉離における麗離達の簡題であると捲擁する。それとちょうど濃ント

ラストをなす欝係ぶ、暁知らぬ人形逝い存在だ」という、ゼよそ者まと「一定の空灘鎮域ま

一以後本稿では、ジンメル溺指摘するこの菱空構領域まのごとを〈其講鉢〉という語で表

蔑したい一の飽のメンバーとの罷懸である昏

　ジンメル麟強講ずる点は、ゼよそ者圭とは、聡知ら海人解近い存在まであるということ

だ．嚢分たちのく其属体〉の内部に．窪分たちとは異質な鐵自や麺魑鶴．行嚢巌式を持つ

「よそ者雲麟共存している事態一これは華ひとつの極めて積極的な縫係、特購な趨豊作

罵形式まであるとジンメルは強調する。

　自分たちとは異質なこうした大藩たちを掩える〈業績体〉は、ややもすると被らを飽の
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様々な晒なる敏感と瞬様、ゼ欝除し遠ざけようと」する傾向を示す．しかしジンメルの縫

題縫心は、このようなゼ〈其購体〉によるギよそ者」の誹除圭という事懸にあるのではない．

そうでなく、『よそ者を誹除し遠ざける契機は．ここでどのようにして1〈共羅針〉とのメ

ンバーとよそ者との1共存と根笠的一緯牲の形式を作麟上げるのか王徳．驚碁遭　糞ま引癩者

の補建）ということ溝、稜が「よそ音義翻で議論しようとする麟題の核心である．

　ジンメルはまず最初に．ギよそ考量の歴史的発生論レベルの仮説を提示する．

　ギ全経済史を通じて、よそ者はいたるところで蕎人（叢欝難撫璽鍵〉として、ないし、商

人溝よそ者として登場してくる。圭（S、韓溝

　〈共霧鐘〉海藻でいわゆる維家需要ま的に生産と生活潜完結している場合、よそ者撚

存在する余鰭はない．さらに．ポ空雛的に近接した地蟻溝士が生産麹を交換しているあいだ達

も、そ錦地域内に．よそ』者としてのギ紳介商人まは必要とされない。よそ者としてみ商人

麟総懸になるのは、薩当該縫会麹のまったくの外翻で生産される生産勅雄藩欲望の薄象と

なる段踏である．

　〈業縁体〉聡の経済交換の灘域が広解るにつれて、貨警麟灘ミュニケーシ3ン・メデァ

としての役割の重要性麟増すのとパラレルに、商藻流通跨捲い手としてみ聴人圭の存在

解ク謬一ズアップされる。この商人こそ．ゼよそ者」の原型である。

　しかし、この段贈では、よそ者としての蕎人は．ジンメル辮ゼよそ者ま譲の冒頭で遠べ

たヂ放浪者遥の牲縷を多分に持つ。彼が蔑定するギよそ者圭としての意義を十全に溝足さ

れるためにはよそ考解騨介姦人として薄、〈業縁体内部〉に新定住選することによって．

その者のよそ者としての娃絡は壊すます先鋭姥され嶺。つま滲この段賠になって、供

綴針〉内部に生活の基盤を置きな解らも、当該の琶会蟹の生活形式からは締からの意味で

距離をとっている〈よそ者的本質〉解よ蓼瞬らかになるのである．

　このことをジンメルは．ゼよそ者は．その本質からして±地辮有者ではないまと表現す

る。この意味は、ジンメル嚢身形補達しているようにボ鞠質的な意味でのみ理解されるま

懸要はな験．実際に土地を齎有するかしないかというよ嚇ま、舞えば〈この地域の先羅伝

来の±鰹を纒承している〉といった〈井溝体的規箋牲〉に埋め込蜜れた形で土地辮有と生

活の有蓼緩解幾定されているといった意味での蓼土醗斯有者薄ではないということである．

　〈兵燹俸〉内翻の生活形．櫨家需要墨誘殺賠から．紳介商業を経てゼ純粋な金離業主

に存する形で変質する遍程は一一それはまさに縫会学でいうところのく共購偉の解体と．

ザッハ夢ッとな蓄鶯人整に縫存萱ず．事緬に離した羅会麗係との成立〉と理解される事態と

縛癖するものだ麟　　、ゼよそ者遷の歓会的意瞭を蜜すます重要なものとして高める遍程で

もあった．
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魂．ギよそ者雷撃捧っ縫会的機籠

　　このようなζよそ者達の位置づけ解、当該の縫会麟において彼らをどのような性格を

持つものとして特鐵づけるか？

　　まず、第一にそれは、「客観性（（海戚窺纏総崩と表現される．

　　ギ客観性雄あるいはポ客観的まという語でジンメル勝義麗しようとするよそ者のゼ特

懸な態度葺とは纏か？それは、勃事や鐵来事から単に離れた距離をとった箏、それらに関

わらない態度をとった鬱するごとではない、『近さと遠さ．無縫心と閣与からなる特購な講

成蚕を意瞭する。

　ゼ客観撞はけっして無縫与ではなく．一なぜなら無難与とは、そもそも主観的態度と

客観的態度との麺懸の後方にあるものだから　　むしろ積極的かつ特辮な縫与のあ穆方で

あ警、これは理譲的な観察の客観性と嚢じである」（S．憾鶴とジンメルは述べる。

　蓬詮的な観察に要求される客饒性は．事鞠そのものの性質をそのまま写し取る喰紙（タ

ブラ・ラサ〉まを意味してはいない。むしろ観察する理性は、瞭分麹身の法則にしたがっ

て作用する精禅の完全な落勢として、人驚の精神の主緯的な揺動の誘産なのである。た

だしそれ解．購然的なズレや強譲を誹除している遺という形で．認議跨ゼ燧人離皿主霞的

差異ま巻極力雛除しようとして駆るのである。

　認識における遜譲的な饒察の客観姓と簿鐵に．よそ者解生活実践の領域でみせるゼ客観

娃まも窯た．鞠事や鐵来事から単に矩灘をとった馨無縫与の立場を取った鬱することを意

瞭しない。ここでジンメル解いうギ積極的かつ特磯な関与」を辮の言葉で表現すれば、お

そらく　〈局瞬的な利害に縛ら劇ない公査さ〉とでもいえるだろう．

　そのことが韓よ蓼瞬らかになるのは、よそ者の客観性の擁としてジンメル解挙げる擁で

ある。稜は、fイタ夢アの都溝の縷倒まを挙げる．それは購奪郷人では親族の霜害や党滋に

よる拘束から密密になれないからという理由で、裁舞富を齢蔀から召還した遷という擁で

ある。

　ここにジンメルのギよそ者」に薄する見方の大きな特鍛形見られる．

　欧に薮潜挙げるのは、瞭鋤である。

　ゼよそ者は実践的にも理譲離にもよ警自由な人潤であ雛．綾は釈溌をよ診偏見なく見渡

し、それをよ警普遍的よ警客観的理想で判定し、したがって行為において習盤や忠誠や先

鱗によって拘束されないま（＄．欝欝のである。

　つま警よそ者は．〈共瞬難的磨瞬性〉から距離を取れる縮細を持つ特籔撚あること

をジンメルは強談する。

綴



　〈其繕体的懸盤規範〉の枠内をいやおうなしに超え鐵てしまう「よそ者曇の存在は．共

購韓肉離の人聞にとっては暁撮しえない疎遠桂まをよそ者に感じざるを得ないという宿

命をもたらす。やは弩どこまでいってもよそ者はゼよそ者という類型化された認知から免

れることをできな無縫総．7蟹）頁〉のである。

　こうしたよそ者の特徴は、共羅捧内部のギ定住者まにとっては、敵意や癖除の講象にも

な箏うる．しかし購時に共講体的簸魑規範を無概糠こ受容するのでははいゼ客観性善と縫

鶴を獲得している嚇ゆえに、場合によっては優位なポジシ暮ンを獲得することもある。

よそ者の本質についてジンメルはこのように簸潔に遠べる、

ゼ集露の成員としてよそ者は、近いと瞬時に遠い存在である．」（窓．管劔

難．よそ者としての議嬉

　ジンメルのよそ看護1にみられる以上のような特機を基礎擾角としな解ら、改めて紹趣替

の繊麗紛置かれた状混を彼女たちの自己認知を遷して縷説してみたい、

　以下は慧鎗壌年嚢月に行ったわれわれのインタど難聴からの抜粋である。

嚢Yさん

8．鷺さん

慧．灘さん

窪．Yさん

灘．慧さん

慧、鷺さん

齢
歳
歳
歳
歳
磯
蟻

年
§
茎
3
2
3
3

　
2
3
2
2

戯身離

埼玉集溝秘市

福島集中遺糞

福島県福島市

薄濁県岡部叢

千葉県鑑倉霧

長麟集

第蝶籍生

第＄難生

第§難生

第騒擾生

　第§擬生

第騒擾生

　親の反講解あっても．応募したしと墾うような議を受けて茎

驚皆さん精神的に強い人撚多いのですか？義解反対しても行くというような。親に教えてもらった

という人もいるようですぶ．それもただでさえ知らない±地に一人でいくのですから。

＜鷺Yさん〉

強いというよ鯵．要するにその土懸の水に合うか合わないか、そ勢・うことだと悪います．人翼聡係

も麹然環境も水解合わないとダメなんむやないかな。どっちか解合わなかったらかな馨蟻なところに

なるんじゃないかな？今残っている人たちは．水解合わないところ解そんなになかったんだと思い

ますね。

諺



幾．特に轟身地が連繋人なんかは考える材料が十分になくて、村に関する事前の精鞭麟少ない

のでは？先ほどの話だと、事前に棄られたのはお二人だけで、残夢の方は面接の時にいきな警村

へいらっし塵つたのですか？

＜麓．鍼さん＞

私なんかはあこがれ解強くて、でも生活しているとすこしずつ変わってきました。

嫁変わってきたというのはどんな感じですか？

＜簸．灘さん＞

生活についていろ恥ろ．たとえば雛嚢韓時頃帰ってきたとかぶ近勝の人にわかるので．それを普

通に酢鐸韓時まで起きていたね」なんて疑われるのに驚きました・アパート暮らしとかでは全くな

かったことだったので．繕の人にとっては普通のことで、今は慣れてきたのかな．窮めは嫌だった

な。壌一曲一一崎①

幾．村の人たちは織姪さんに闘心癖あるのですか？それとも村中麟お互いそ為解普選なのです

か？

＜嚢Yさん〉

　番群動婁，だと思いますね．誰かの家で輯食べたものの中身が、昼までには茶のみ議としてみん

なに広まるくら継だから．一一““②

〈s．鷺さん＞

飼えば、隣の家のおばあさんがどこどこにいっていついつまで帰ってこない、ということをたぶん

還瞬の飽のおばあさんはみんなわかっていると思います．

外からきて縷れないところに来たというイメージをもたられているので．織姫が長く帰ると穐う矯っ

てこないんむ粋ないか圭などと遍麟に反応されます。織姫と隣のばあさん熱いなくなるのとは誕近勝

の受け産め方は萎違います．

騨つ総見もれて鋳るような醸臨　・一…一③

＜麓．鍵さん〉

材の人の気持ちもわかるし、わかるんだけど．あ磐解たいと思う反面気分藩落ち込んでいる時は

“年中

S

像織姫さんを受け入れようというよ馨．特鶏擬している領海潜強いのですか？

＜慧．鷺さん〉

替の人はどうしても織姫に難して少し特購擬していると思います。しかし鎗年前の星Yさんの時代

に地べたら、村の人も肩の力購鼓けてきて蟹れてきていると思います．

幾．鼠yさんは都会暮らしをしていたんですよね。どんな慮りでした？

器



＜撃．Yさん〉

埼玉の浦麹にいたんですよ。高校生の填は毎晩新宿にいってました。暮年くらいいたんで，蟻なと

ころもいっぱいみたので。

癖．こっちに来てみてどんな感じでしたか？

＜罫、￥さん〉

　ここの自然の風景は舞本昔話にでてきそうな感りで、いままで作られた色の中で暮らしていた

から．自然の色落こんなにきれいだとは知らなかったです。　一……㊥

趣．擁会暮らしへ戻警たいと思いますか？

＜野．￥さん〉

　めんどくさ赫からいいです・こっちでは材の人はみんな知っていて、車に乗ってでもあいさつす

る癖淋つ継ているんで、むこうにいっても罹りことしち争うと思うから疲れてしまう（笑〉．

Q、この麟度解始まって織媛さん潜来るようになってから．餐の人たちの変化ってあ警ますか？

＜ぎ．￥さん〉

来た頃は受け入蕊態勢が全く整っていなくて．宇憲人を昆愚ような舞で見られていまし

た窃　一軸一一ゆ⑤

縫．宇宙人を見るような欝って？

＜欝．翌さん＞

小石壷謬っ驚ようなことでも．馨会の大纛締魅．ちょっと違うぞって纏うふ襲こ、梅をやっても都

会から来た人っていう感鴛で。一年露まそういう区舞鯵で終わってしまいました。一・一一⑥

嚢．鯵年もしてやつぱ警変わってきたなっていうのはあ鯵竄すか？

〈欝．サさん＞

　大分違います、以離は家を貸してくれる人もいなくて、残鯵たいといっても．隔れ捷書われた修

していたけど、家を貸してくれる入もでできて、その辺はできてきたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸≠
嚢．最撫は借磐ら蕊なかったということは、．、『さんたちはどうしたのですか？

＜欝．量さん＞

　私も含めて残った人は二人で、村の役場の職員さんの持ち家麟空いていたので蘇意で貸して

いただきました。

騒



＜S．狂さん〉

　最初は村の人たちは、私たち織姫が梅をしに来ている人か、どう擾っていいのかもわからなかっ

たと思うんです．でも最透は．からむし織をや瞬こここへきて．皇，2年くらい醗修生として過ごすん

だ、とやっていること潜見えてきた、認識してきたと思います。だから暮らしぶ鯵が分かつてきたので

家を貸してくれる人も増えてきました．懸で育った人とは違うけれど、爵意的に接してくれます．

〈夢．Yさん＞

　私は最近は織磐姫とは呼ばれず．どこどこの嫁．になっている。私の場合は結婚してやっと認め

てもらい、子どもを産んで初めて嫁にな警、それでやっと織蓼姫というのが外れました．段幣を踏ん

でいますね．飾……藩⑦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（懇さ取鯵資料終わ鱗

　濠ず最襖に綾女ら解織うの生油において最初に戸惑ったの都ムラ人たちの馨§心の高さ．ある

いは精神的距離感の近さである。そもそも夢ムラの生活までは．成員縮互が濃密な関心のまなざし

を持っていること解毒幾なのである．ゼ誰かの家で報食べたものの中身解、昼までには茶のみ議と

してみんなに広まるくら勢だから達⑨という言葉がそれを表現している．であるからムラ人は、ギ都会

から新しくやってきたよそ者まに蝦しても、いやよそ者である解ゆえにかえって、蔑密牲の表現とし

て、緋鱗雍時まで起きていたねなんていわれる茎①といった形の声解けを為したものと考えられる。

しかし揮会くらしに潰れた織嬉にとってそうした声毒葺けは．親密性の表現というよ警もギいつも見ら

轟て躰蒼ような感惣③といった（監観のまなざし〉の息苦しさを与えてしまった。その結果、ヂから

むし織馨鉢験事業矯灘まった平成§年ごろは織筋と鉢験生との心理雑な灘懸潜かな鯵深まったと

考えられる。その結果、ギ小石をけりたよう癒ことでも．馨会の人意藻華．ちょっと違うぞって恥う

ふうに、梅をやっても灘会から来た人っていう感じで垂⑥．影宇憲人老見るよう懸麟で見られてい

ました糞⑤という疎外感を感導てしまう．

　しかしこうした露離感は、行政のサぷ一｝や織蜷事業の金懸の遠続牲によって徐々に解溝され

て継ったようである．たとえば、最擁は農家への住み込みの形式で受け入れた状態から村内の休

羅施設を灘放してそこを織姫の宿泊施設として利罵させるといった形で村民と織姫との瞳度な距

離ρ模索暴勇を奏する形で、織姫は村民の嚢常生活に溶け込んでいった。

　しかしそのこと解ただちにゼよそ者」という認知を払拭したわけではない．

　ジンメルがまさに規定したように．ゼ今縫来て覇韓去って行く放浪者（＝蕪人）圭ではな

く．「今舞来て瞬舞とどまる入．いわば潜在的放浪者」としてのギよそ者圭として、織姫は

赫民たちから受け入れられたのである。

　では織嬉たちがゼよそ者」からrムラ入墨となることは璽能なのであろうか？からむし

織警の織警手として締年住むことを重ねてもおそらく彼女は蓼よそ者まとしての定住者と

しての灘葎を鉱拭できない。ジンメル的饒点からすれば．よそ者でなくなる条件は、ただ

鋳



一つ、ゼ土地所有者達になることである．しかしそれは晦質的な意瞭でのみ理解される誰

必要はないのだ。実諜に±題を翫有する、しないという．実俸的な位撫で理解するよ瞬ま、

舞えば〈この地域分先糧嚢棄の±地を継承している〉といった〈共構捧釣窺鐘性〉に埋め

込まれた形で規定される生活様式を受け入れるといったことを意蝶する（本稿第3簸参照〉。

　若い女桂である織姫にとってそれは．村内の若者と結婚してr嫁圭になること、そして

（家の後纒ぎとなる〉子どもを産むことによってはじめて欝龍になる．

　そのことが．く藍Yさん＞の次の言葉、「私は最近は織警姫とは呼ばれず、どこどこの嫁．になっ

ている。私の場合は結婚してやっと認めてもらい．子どもを産んで秘めて嫁にな鯵、それでやっと

織弩嬉というの麟外れました．段購を踏んでいますね．蚕⑦という書葉に濃縮されて表現されてい

る．

終わ鞍に

　蓼からむし織離体験生・醗修生圭としての蓄織嬢葺まジンメルの定義するギよそ者まの特質を内包し

て塾ると考えられる。本稿では詳しく検討する余籍臆なかった解、鞍らは村内に生まれ育った講年

齢の女性だったら当然負わされるであろう様々な共岡津的役割からボ嚢欝肇な立場から．嚢分たち

解葺きで選んだゼ織鞠の妓籍の習得に専念できる生活を送っている。そして鞍女から饑き取滲から

了解されることは、躍灘材の生活を少し離れた地点からギ客観的」にとらえていることである。やは警

村内の定住者ではとらえきれないゼムラの生活まの特織を浮き彫警にしているのである．

　最後に濃ミ講ニケーシ欝ン譲約文賑において、今後の課題として考えられることを指摘したい．そ

れは、〈普通のムラ人〉から織筋淋どう見えているのか？といった聡き取箸である。織嬉の位置付け

についてのボムラ人まからの椿鞭は．本事業を蓬当する昭融村役場金藤諜からの難き取箸と、鰻ら

れた苧麟生産者・織捲導者からの難き取箸に銀定されている．今後の醗究においては．〈ごく普選

のおむいち率ん、おばあち亭ん〉からみたゼ織姫さんまたちのイメージをも懇さ取ってみたいと考え

る。

参考文献

慰撫醗夏，（養．，欝麗（鐙盤》，＆緩蜘蜘嘉施齢欝欝錘灘騨盤窪鮎欝曲誌雌鐙難

　鹿野驚禦舘伽蝕露瑠〈磁鰐3麹灘ノ蝕躍藷晦慶触，鍵葺，慧灘藪鐡夢＞

・臨欝欝，鷺雛難詰，慧．，蓋辮，（語鱒ゼ＄麺鶴野§c磁離鱒奮麟蜜撫鐙慧盤縫曙縫錘盛夏職艶艶縫雛讐継

。轡灘籔嘘麟融艶醗畿鍵　鑛磁鐡灘鍵癒飯鋤嚢簸拶岬く登誌騰鐡欝欝，蓋叢鞭難勧謝

。騰搬鞍懸麟擁《鍵㏄蓋麟鮮

麗



資料篇

欝



藍資料蝿富吉島織り手生活史
く⇔離年齢億載鵬る場離．漏鵯購点．聴き髄魏縦年瞬編年鰺焦顯序は

年齢圃

蓬蓬璽鷺さん
　欝聡紹撫露》年生まれ。誕平良市3喬毒最鐵身。父蔑の顔は知らない。かぞえで欝才（満

雄才〉から織に鍵事．鑑母は藍染に、母は織鱗こ従事していた。中学校黛年生のときに母

渉亡くな穆、残された嚢分解．祖母と弟の暮らしを支える必要麟あった。当時。周雛で織

に従事する人のなかには、下顎恵康氏の工跨に通う人もいた」工房にいってくるねまとい

うの解、よくある挨拶だった。衰分よ警§歳年上の。平良清子さんξ現縫合講翻もそう。

しかし、自分は．地域の人々に．織の妓籍を教わった。織のつけ方や瀬のつけ方に至るま

で、綴かな約言・捲導をしてくれる人々解周霧にいた。

　母親が小学校巻～§年生の頃から，織勃に触らせてくれていた。鎌で織篭目を直す仕事

など、機から下ろしたあとの仕事鐙手伝いをしていた。いつも機のそばにいたので。まっ

たく知らないで「織に入った唾のではない。

　　一家の薮入は自分の織だけだったので、i反を馨糞で織滲上げたこともある。i灘中

機にのっていた．あの壌は女の人の駿入としてはよかった。駿入としては安心したものだ

った．下準騰を終えたあと、織馨鐵してからは．乾燥しているかしめっているかで、遠さ

淋異なってくる。

　復帰の年（確報禦年〉、鱒歳のとき結婚。夫は講年齢。醗婚で残夢者どおしの結婚だっ

た。姑も緯繕上康を織っていたので．結婚後は、機を鍾べて織っていた。嫁に棄てからは、

半年くらいでi反仕上げていた．長男解紹趣醤年に生まれ、次男解憩紙長女瀞紹私

灘年に生まれた。

　結婚によって、生瀬を気にしないで織嚇叢できるようになった。夫麟　いていること解

大饗。草本染なら懸だが特に、繕耕土姦は織琴上が穆藪でに時聞解かかる。今の醗鯵生の

中には．豊年かけてもi反織れな赫人もいると闘いている解そ幾では播一

　欝経年．馨才のと蓉から．草木染の上葎を織る。購年。宮古島で醗縫された韓本民藝

協会蔓擬学校で櫛税孝氏｛東京女子美大学長。櫛家税氏の甥の講演を聡いたこと解大き

な契機となった．鱗十字籍染めの宮古上旛が売れなくなっていた時幾で．織掬ぶ好きで纒

続したいと考えていた嚢分にとっては．新たな方講牲ではないかと思われた。この夏幾学

校で、鐡さん旺後翻と知警合い．それ以前から箪本染の上姦を織っていた破女に教わ

櫨．とはい澱襯、喜んで草繰を織融灘加たわ毒賛1ま無㌔紛の母は灘
母は藍染、母は織鱗こ従事してお警、そういった育ちもあって、草本染は上葎としては認

めたくないという思い淋あった。しかし、織鞠を伝承するうえでは、草本染も必要なので

誌



はないかと考えた．以降欝年間、草木染を織弩続ける．

　繭の縫合長撃辞めたξ平成縫凱笠襲捻年強ときに、織麹纏合の縫合員にならないかと声

ぶかかった。その後、幹事を雪年．理事を騒年勤めた．講診時類に保持毯捧の会員にもな

った。前縫合長の時代には．草木染を織っている人は、認められなかった。縫合の鐵資金

は一襲のみ（・蓋万饗）。

　縫合に入った頃から．このままでは十字鱗の織馨手薄叢いなくなってしまうということで．

藍染十字繕の上布跨織を再離するよう、縫合から求められた．自分と瞬むように織をはじ

めた繕糧代の人も、その後、次々と織蓼をやめていった。人によ雛ラ瞬だ賦侮ヶ月もか

かって蓋反を織るという人もいる。そうなると、生計を維持するのぶむつかしい・飽の仕

事のほう潜よいということになる．また、結婚してしまうと、時闘的余欝がなくなるとい

うこともあるのだろう．そもそも露分たちの縫代はヂ金の玉子遷といわれた時代で。本土

に就職する入溝多かった．残った人解織鱗こ鑓事したので、それ以譲と箆べるとそもそも

織蓼に往事する者ぶ多くはなかった。

　丁籔さんたち、下地恵康氏や砂鱗玄短氏の工携の卒業生で、母親も織麹をおっていたと

いうような環境にいた人たちは．織警を継続した．箋時、下鱗さんや砂桝さんの工房では、

白綾、白上姦も織っていた．色上姦も下端さんぶ捺染をしていた・

　男性の織蓼手はめずらしい。τGさんという方力艦いた。いいものをつくる方だった薫

一群年、なくなった、

　十字繕の織彗を再離するときには、欝数年離れていたので」難儀だなμまた苦しい思

いをするのか壌と思った。工程を覚えているかどうかも不安だった。しかし妓籍を身俸が

覚えていた．費分は．十字鱗で生計を立てていたので、その妓籍を守らなければならない。

　苧麻糸の講達について1自分は仕事をはじめて長いので．手に入る。しかし、糸はだん

だん太くなっている．そうなると反鞠解だんだん厚くなる．さきほどみせた聾算の着尺

　ξのサンプル董は、侮年か糸をあつめて織ったもの．ひとまとめには、細い糸は手に入ら

ない．今．藍保持羅韓ま解糸績みを搭導している．若藩人（薦代〉も講習会には参撫して

いる。しかし．夜の饑いた時闘や織の片手鷺に績んでいるのでなかなか進まない。〔糸の極

格、高懸なものはひとよみで黛，蹴翻そのくらいだろう。だ麟、蓋反分の糸を績む覇〉に

騒～壌ヶ欝かかる．年寄蓼で手闘賃を考え　．　きだから　できること。暇つぶしになると

いうことと縷本的には無きだということ藩あって、はじめてで選る。やれば。侮かをして

いるという達成感越えられる．売るのは．豊本？．慕搬、iカセ姫島聲単位．勝算で隻灰分．

　今後は、十字縛の上旛を織滲たいという人を訪雛して、蟹人で、織を教えてみたい。自

分は工房をもっておらず．農宅で織っているので、工房での醗鯵はできない。訪聡．して教

えるというかたちで、伝承に協力したい．一機、縫み立てていない機を、自分の指導を希

望する人矯に、耀意している。
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　十字緋は、最初の織琴だし燐むつかしい．最初の驚饒盤くらい織ってから渡せば、織聾

すすめられる。もし鏡立してはじめたい人がいれば協力すると、嚢～3年前から、声をかけ

ている。独立する準鰭をしている人藩ひと舞いる、

　今は、十字緋を織ってくれる人形なかなかいない。むつかしいということで、皆臆病に

なっていて独立できないのではないか。しかし、むつかしいむつかしいと遷げていたら、

継承する人があらわれない。協力する者オ重いれば．独立してもいいと思う若い人もあらわ

れるのではないか．私解できる織勃への思返しはこれくらいしかない。子どもも大きくな

ったし．これまで織警をしてきたことへの責任として．

　保持羅俸の伝承事業では、農分も織馨の指導をしている。草本染の懸さん解生徒で、馨

年連続し、年にi反ずつ手抵警の十字鱗の士籍を織るというもの。糸を洗うところがらは

むまって、糸をのべた警、かす馨のために糸の瀬番を整えるところも。抵む糸をほどく、

そのほどき方も。

　自分の場合、製品の売弩先は絶崖さん．S翼さんの紹介で．維上露についても購崖さん。

縫合と灘わるのは、糸の工面と験査。検査を依頼するのは、溝費者にとって、安心だと思

える葎として．溝費考にとっての欝馨として（自分のラベルはつけない〉．維綾上藤につい

ては．麟案と砧打ちは縫合に蟹頼。韓土姦の1蔽う解分業解きつい。

叢畷餓さん

　露盤（羅灘麟年生まれ。城辺簿鐵身。学卒後．馨年鷺、薄薄航空（現トランスオーシ

ャン）のスチ謙ワーデス（フライトアテンダント）を嚢めたのち．灘歳のときに、下嬉恵

康氏の工房に入る．現在は夫の実家である上野麟の実家に工房を購えている．夫（高稜の

瞬綴生〉は土建業の会教員〈難年退職〉兼農業（肉牛とさとうきび）。

　織警を鰭めるまで、こういうものξ鶯宮古圭二姦諺解あるとは知らなかった．宮古のこと

を難らなかった。下縫恵康さんの工房を訪ねたさいに．事あなたにできるわけ麟ない」とい

われ、ゼじ率あや雛震す賭いったの解弟子入蓉の匙つかけ。思い返せば、子どもの頃、欝鳶、

橿舞撃糸績みをしていたのを見ていた藩、それ購姦になるとは知らなかった。後から患え

ば、小さい頃、祖母ぷ家の裏で、縁続通しらしきことをやっていた。

　素晴らし疑衛なのに．なぜ誰も知らないのか、知られていな魅のならば．アピールしょ

うと思った．

　霞分はボー講というイメージを掩疑ていた。それにたいして伝統的

慰籍上葎は．鰭一色で、厳し駆イメージ購あった．しかし、平良敏子紳縄本島における

芭蕉薦復興の第一人者董さんたちによると．人頭税羨の資料をみるかぎ警、綾上窟は宮古

鎗



の本来のスタイルではないということらしい。革木染の伝統があることを教えられた．私

はそ蕊ぶや警たかった．南羅のおおらかな織勅が私の織滲たかったもの。そこで下地恵穣

さんの工房を飛び鐵すことになった．あの業界はいったん入ると泳久職場達というのが

嶺擁で、その縷擁からすれば異擁なことだったろう．下地先生（嚢とむかってはぜお¢さ

ん」と縛んでいたのだ越）には、『昔の上露は．実は・・噂という議は通じなかった。ド梅

解不満なのか圭といわれた。不満なのではなく、農分な瞬こや滲たいことがあったという

こと．臆歳で入警、暮年蒙ヶ耀いた。麗、？歳になっていた。

　ギ宮古の海ぶ織弩たいまとずっと考えていた．会桂を辞めたときには、予定では豊年聡、

費本全国を渡蓼歩いて、自分にあった織警を見つけそれを学ぶという予定だった解．結局、

見て璽つたのは銀内〈八重海上姦など〉で、そのなかで、故鰹の宮古上姦に決めた。

　工房では織穆子だけしかやっておらず、その前の工程を知らなかった。だ麟、選鐘盛塞

かった．舞舞越かつて経験してお蓼、灘ナば教えてもらうこと解できた．実に様々な工程

解あ弩、糸には糸の道藩ある．新巻き込み圭工程で．どうにもならなくなった経験もある．

侮も知らないというのは（今考えると〉スゴイことだった。

　島全体解そうきさまざまな経験解蓄積されている）．藍染にしても知っているおばあさ

ん解無たむ．特定の緬ではなく、券んな淋先生。自分の場合は．入ったの麟たまたま下縫

先生の工房だったということ。村の人々解やってきたこと．それならば欝分もできると考

えた．

　かつての髪人頭税以繭の達伝統をやることをめざしてや鱗まじめたのだ淋、当時は、外

で、噺癬でいいねまという評極をうけた。草木染は窪宅でやっていた．そのうち．どんど

ん反麹麟た蜜っていく。当時は糸も安かった．今は糸不足だ麟、昔は違う．糸績みのば一

ち塵んだち購、バスや徒歩で糸売瞬こ歩いていた．売れなかった糸をもって戻っていく光

景を下鱗先鑑の工房時機に見ていた。大変癒苦労だと思った．そこで、自分撃壌舞立ちし

たときには、こういうふうにξ売れない漁を掩えたまま窪宅に）戻らせまいと思った．ゼ島

の素樗を生かす壌こと解必要だと思っていた．

　瞬舎に引っ込んだら〔鶯工擁を鐵て裁遷町の霞宅で織警を始めたら）、ばあちゃんたち解

糸をもってくるようになった．実家は職辺剛砂鱗（うるか〉で横糸の産難。麩

糸に後押しされた。つま警．たくさん糸を買ったらその分たくさん織らなくては壕らない

ということ。ぱあち率んだちから　接糸を買うと　じかに鷹ミ葺ニケーシ彗ン解できる．

今でも街串では楽瀞ないないといわ細る解、実際には年1こ梅十反分もでている．

　俸晶展示会の雛羅（嚢蟹簸年よ鯵年i度．自宅にて雛僧．見学自由〉について：糸の績

み手解年々高齢鑑している．そんななかで．町の人々藻うちのお得意さんをひつぱ警だし

た。この透の人は、簸の知轡合いとか．あるいは尋ねてこられて頼まれた警というと噺れ

ない。鎗年構のつきあいも豊饒で構える．はかないものだ。だ購．それだけみんな〔織膠

嚢



を3頑張るようになってきたということであ讐、またξうちのお得意さんをとるなと〕ケ

ンカもできない．そこで、Fつばをつけなければ圭と考えた。

　また、ずっと糸　みをしている人も布を見たこと溝ないということがほとんど。郎の

績んだ糸で難られた霧を見れば、励みになるのではないかと考えた。

　嚢響蕎からは、ただ塵っているのではなく、糸緩みのできる場所も設けた。若い人も集

まれる、今風の善葉でいうとワークシ蓑ップ。

　離蕊たところがら、お嫁さん瀞糸をもってくる入がいる。畷近早くなった遷と言ったと

ころ．お嫁さん辮ギ実は自分も手伝っている達という．そういったケースもある。

　総代以上は、糸績みの経験潜ある《磐代．騰代は轟くだけで。績む経験はない〉。上

の糧嚢の糸績みを見て育った縫代であ蓼、すぐにものになる。また、昔の人は働きものな

ので、嬢、舞雇いなどの仕事をずっとこなしてきている。手を動かすことを繧わない。壁

代の潜在的なカを瞬き墨せば．あと鎗年は糸は大丈夫だろ貌

　露蟹露年の蓼苧麻績み保存会墨設立によ弩，幾分のところでも苧麻績みの講習会をやろう

一かということになった．予算解ついてはずみ潜ついた．驚月から醗始。講額にちょっとし

た手当てがだせる。若い人たちにも捧験して饗しいと考えた。

　麗在、遷鷲羅（火曜饗、±曜印、鋳銭～驚代のおばあち塵んだち溝集まる。麗役では

なく．塑養盛．鐙名くらい趨象に馨年隠
　夫は、緯年、蕊歳で．保持羅韓の手鱈弩醗修に参撫した。土本業のサラ婆一マンを努め、

誌歳をむかえた。前々から露分の織警の手伝いをしていた戴いい機会だということで。

嚢めをやめた．北嶺全俸の生産量蕃減ると、分業麟な蓼たたなくなる。この塞までは先ぶ

みえている．また、前婦も内で一貫生産できる俸麟をつく競いとい稀勤偽った・

うち騨ダ上姦の最後の生産懸になるという党籍でいる。夫は鱈弩だけでなく織蓼をも擾

当。牛とさとうきぎの農業もi続けている．息子（欝歳、長男〉も砧打ち暴修を希望してい

る藩．遠異形ないという（現在、砧打ち職人は島全体で童名しかいない》。麗在、家の産

掬ぶつまっている麟打ち潜懇に合わず鐵蕎できない3状態にある。だ煎砧打ち1よ職

業化淋むつかしい。耳などやられる．後纒着潜あらわれない。夫だけではなく寳分の兄弟

にも．定彗三になったら手伝ってもらおうと患っている。遷壌ぐるみでの生産へ。嚢宅展も

そのうち、地裁まつ蓼までもっていきたいくかつて豊年祭警のさいに藻評会をやっていた〉。

　　鱈人の仕事という意識はない。縫わっている地域の人々の仕事。それを広く知ってほ

しいと思う。

　草木染あ．ゼあだんの会達について：獲重したさいに。親には」あんな年寄撃の内職を圭

といわれ、かちんときた．自分はライフワークのつも翫そう憾むだしていた。職業にし

たい藍業にしたい．嬉したら．　にしたい、という懸嚇あった・砺灘立して

聡



から、草本染めを始めた。店にもっていっても売れないといわれた解、瞬渥さんは新癬だ

ということで飛びついた。だが、島内では反発があった。ヂこれは上布ではないまといわれ

た．しかし．工房の若い仲驚も、甕分解独警立ちしたあと．締年かあとで．麟立し．草本

染を始めるようになった。

　縫屋さんは作っても集る．作っても来ると、引きを燐らない栽態だった。織勃総合も車上

霧ではないまといいながら、縷査はしていた．検査に出すのは、私の襲いだった、しかし、

旺島内で売られるわけではないので塞島の人の翼には触れない状態解続いた。

　韓本民芸編会の夏擬学校解欝鍵年墨月に擁かれた（？韓翻。榊税孝先生ぶ講麟．島の

いろいろな人々ぶ集まった。榔先生にかつての歴史を見直してはどうかといわれた。島袴

着勃嬉きな人からも、あなたの着勅をつけたいと言わ轟た。

　この夏季学校が終わって、解散するの瀞治しいということで、会をつくろうということ

でできたの解ゼあだんの会雲。講麟を招いて草本染講習会を行った蓼．瞬年麓鐸に、櫨

古の色と、糸．織濃墨を難いた参した。ゼあだんの全通のメンバーは．織っている人だけで

はなく、織っていないファン、応援醗も含む。蛋》嚢活動を行ったむ

　弱年に、不在となった砧打ち職人の養成を、蓼あだんの会墨として毒に要請した。鰹人

名で要望をだすよ灘毯俸名のほう解よいと考えたため。当時は．織った薦ぶ．砧打ちぶで

き癒いため灘荷できず、衰分で工芸老ンターに逓って打ちを始轟ていた．

　、愚子は、福緯にでていた．一眸年．島に帰る．嚢分は、櫨吉に矯るということは織馨を

するということだ薦と言った．畔年は、役場の葬常嚢職員。ゼすぐに織馨をするつも蓼で

はな疑墨とのことだった．無常難職員は賃金麟安いので男娃のな鯵手ぶいない．今年から、

工房での織畷こかかわる．織鱗こ射しては家族でも手縫賃を払う、小作にだしていた分の

きび嬢も，懸子がやるといいだしている。

　嚢分はラミー〔諜機械紡績の糸）をつかうの購いや．髪羅綾に鰻窪しはしない解、経緯苧

麻糸にはこだわるということ董

　醇の生活にゆと警のある人で、趣糠で織る人辮いる．そのばあい、年蓋反も耽けぱいい

ほう．畿は趣味ではだ誇．みな越業としてやっていこう、頑張ろうと恥い続けていた

藩　今は．そういう人もξいわば、裾野として璽　えればよいというふうに考えるように

なった．　解趣味ではダメだ解．趣駿の人解いてもいい。そのうえで．私のような専業麟

いるという体離麟あってもいい．
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護磯S麓さん

　欝欝（紹秘驚〉年、平良市生蜜糺講親は公務員。羅母解蟻辺町箸磯で糸紡ぎをして

いた．曽愚母は．ブーンミャで織をしていたと難く．現在、講親と馨人で織居。

　沖縄短難大学で商業経済を学ぶ。学生時代に、沖縄学生文化協会舞藝襲に入っていた。

いろいろな織勃の本を読み、学園祭の醗究登表では、久米島継を見に行き、その結果を発

表した。宮吉上姦を選んだ理轟は．上姦に織ってみたい構溺あったから。擁藤諦三のゼ生

き毒婁い適について書かれた本を読み、瞭分の生き壽豊いっていったいなんだろう」と考えた。

卒業後i年闘、漂庁の臨時職員〈事務員）をつとめ、鷺歳のときに、下雛恵康さんの工携

に入った。蓋ヶ月裏海に、懸鷺さん解工房に入っていた．§年雛、手手緋の上姦を織った．最

撫は縫合の醗修生に寧し込んだのだ解．募集時難をはずれているということで採矯されな

かった、自分としては、有名な下地さんの工虜にはいきたくないと思っていたのだ解。聡

歳のときξ欝欝年）に、嚢本民藝館にある擁税孝氏の作品をみた紛が革木染硲上嶺を織る

きっかけとなった。下驚工房時代に大域志津子氏ぶ．工房を訪れ慧濃していった。そのと

きに舞轡合いにな警．工房で§年つとあたあと〔盤才茎、窪無縫、大妓氏のもと首里で染

めなどを学んだ。修業の長さは気にならなかった．自分は事務仕事などは癖かないという

こと解よくわかっていたので．これしかないと思っていた．（飽の仕事というと事務仕事し

か思恥浮かばなかった〉。鐡歳のときに穣立雛露歳で織蓼をはむめて馨年たって、この

正嘉を建てた．それ以前は．欝宅で．麹宣してやれるという実感越できたのは．鱒才くら

いから．鐵機にだしたとき．

　染料は、藍を蝦で農家栽培し化成ソーダではなく灰鋒で発酵させている。灰汁はかつお

ぶし工霧浄らもらってきている。驫木などは．その辺からもらってくる。台風で麟解って

饗られた本などからももらった。紅花も染料としてつかう。多様な染料を工夫している．

　工房では、これ震で醗修生は受け入れたごと解ない。現在の室名解始めて。そのほか、

下堀工房経験者露名に、鐵機をお願いして替る。今．鱒代から驚代の方々。織賃は、帯

は鷺本で壌万難手縫、着尺は㌘万黛千欝。

　講義といっしょに暮らしているので．現時点では、生活費の心醗はない。糸代は．月驚

万霧から鋤万霧はか熱っている．糸をかっている糸績みのおばあさんたちは、下地町に馨

～壕名，平良市に騒名．城辺町にi名、計？一§名。

嚢



駿董総さん

宮古島生まれ．夫は会桂員．さとうきびを栽培する兼業農家でもある。欝代の次男、長女

が翼居．

　欝欝（繧灘議〉年生まれ。輪心ついたころ、祖母撚糸績みをしていた。母の勧めで、

韓もしないよ鱗まということで始めたようだ。瀧ケ鋳造と．なんらかの楽しみになればと

いうことで．それで、欝分も小さい莚露ま、糸績みをしたこと溺ある。けれども、小さい蟹

見ていたといはいえ、その糸が梅につかわれるのかわからず、興蕪はなかった。今にして

おもえば、橿母は韓がよく見えないのによく績んでいたものだ脅これ，はちょうど、糧母が

齢歳くらい．籍分解小学校3、漿年生くらいのときの議．

　建年前．縫合で織蓼を麗始．宮吉に織勃淋あることをずっと知らなかった。子供が小さ

い頃、東京に住んで籍た（高校まで宮古。若い頃、結婚繭に、大藪．横謀にも住んだこと

淋ある．結婚後、長男がi歳半のとき夫の仕事で東京へ〉。長男が小学鞍諺年生のときに

宮古に渓ってきた．そのときは主婦で、短い擬闘．食堂に銚めていた。病気で手簿をして

療養していたときに、たまた窯母の知む合いの懇合に嚢めている人と知撃合って、織を進

められたのがきっかけだった。

　最初は暴修生として．募集時擬をはずれていた解、入轟てもらえた．当時はわ弩と白蜜

に入れた。や鱗まじめてゼはまった感．最初に手漆箋けた宮古織だけではなく．獣には上姦を

織警た恥と思った。宮古織．苧麻をつかった織蓼、上窩へと進む。醗修を終えたあとは、

継合で織鯵子として機いた．

　当時、染めをやっていた先輩に．駿人前」になるには欝年かかるとセ唱われた。豊艶蓬登

った今でも、孜々に羅、麟生ずる．妓籍に完成ということは永久にないのかもし蕊ない。

　醗修を含誇て（当時はどこまで溝騎修撰縫なのかはっき鬱していない部分もあったオ糞）

7年欝縁合にいた溺、その後．一人で露宅で織っていた（懸人で淫女を受けて販売〉．その

後、友人といっしょに、市の施設（歎労青少年ホーム）で織離の講習会を聡いた．講習生

は灘人くらい．＄～雲台位の機を調達し．i台の機に最大壌名。この講習会は鷺年闘続

けた．醜く蓼つかけは、織警をしたくとも縫合に入れな碁髪鶯縫合の醗修に参簾でき設い）

人形いることに気づいたため。縫合の醗修は§：鐙から懇：鎗までで、嚢中に仕事をしてい

る人は通えない．　最撫の半年だけ、露から講麟料麟でた蕃．打ち饗雛とな鯵．その後は．

儀人で講麟料を集誇た．場療は鰐き続き整ってよいということだった．

　上窟については、鶏量さんをみつけて自分で販売をはじあた。それぷできるようになる

と一人では．漫文に応ずること解できない　潅文に織麟闘に合わない．織蓼子さん潜必要

となる　これがそのオ　自分の工房で後　者育成を行うようになった理露。

縫合で上旛を織るばあいには、構もすべて決められている。麟案は緋括警のひと解決め

る。縫合は織代として．i反につき、当時で鴛～慧万湾支払っていた．

難



　昔の文藏を見ると．富吉上布に草木染もあったことぷわかる。緯緋だけではなく草本染

めもや馨たかったという点も、縫合を鐵ることに決めた理露の一つ．

　分業韓舗そ砂ものぶ悪いということではない。一。ζデザイン、染種のス

タイルについての農由度溺聡題き

　騒案については、当時は．本土にいた下地達雄さんが擾当していた。一時簸、機編めと

洗濯の職人瀞不在だった。

　懇合の穣査では、伝統工芸品のラペルはあっても重要文化財（手猛蓼が要件）のラベル

解ないの麟開題．手播離の技衛養成撃課題だと思う。結城織の暴修では、手抵善と十字繕

魑緩み込まれている．重文の大饗な、燕解官吉上姦の醗修からは薮けている．結機織のひと

になぜやらないの？といわれたこと撃ある。縫合の先生にいうと、ゼ手で捲っているところ

麟あるからいいでしよ墨という。

　綾蟻織はすべて手播警．その上で、高機で織った伝統工芸品と地機で織った重要文化財

とを分けている。

　工房での醗修の受け入れについて：鐵た瞬入った警解ある．本土から来て、豊年で帰っ

た人もいる。ごれまでで合誕鴛～慧名。織れるようになったら織馨子さんとしてつかっ

て恥く．織箏たいという人は数ある解、織警たいというだけでとどまる人形多い。そう多

くは育てられない。織診たい人は体験で終わるので、現在は、鉢験矯の機をひとつ置いて

いる．そのばあい．材料費だけもらう。

　以前、夏休みにきて体験した中学校笠年生の女の子撃その後、幾と一緒にお顯いにきた。

それほど縫心潜あるならばということで敬謙後に、織警だけではなく下準騰にと警くむよ

う指導している．擁えぱ．糸を巻いて整系、綜続通しなど。中学生だからといって．いい

ところだけ見せるのではなく．

　乗る入は．知人を通して、ということ解多い。作品は雅量さんを適して売られていくの

で　一般に醸こ触れること麟ない。趨元のゼ産業まつ瞬には轟展する撃．皆溝見るわけ

で億ない．本に載ったこと潜あるので．本土から、簿醤か体験したいという人ぶ来たこと

もある．そのひとは、嚢総から鰺：韓まできっち警織っていった。受け入れば誰でも可。

しかし、そこ解経営としてはむつかしい．嚢分のところで盛事する織鬱乎さんを育てたい。

　現在は6名。それぞれのキャ婆アは、織警磨は長い（鱒年）解ブランクのある人もいれ

ば．難年くらいの人もいる．古．ヒ姦は織れな恥ぶ、生成弩や帯、宮古織ならば織れるとい

う人もいる。

　糸の調達について1緯は本土のものを買っている。苧麻糸は、おばあちゃんたちから買

っている．現在．甥捧ある砺難名．餐髄掛けの強弱、長短など、直接ア騨ヴァイス解

できる．ギあなたに売る孟といってくれるおばあちゃんもいる．鐵棄上潜った葬晶を見せた

雛．直接薄議できるのも．おばあち庫んから直接買うことの無点．

蕪



　緯合は糸の在庫は多い越、糸を選べないのが難点。最近は、糸が太くなっている。十字

繕に襲えそうな糸解なくなった．そういう捲導をきちんとしないと、績む灘も聯合は買

い上げてくれるからいいや圭という態度になるのではないか。いい糸を手に入れる1こはお

ばあちゃんの指導解必要．

　以繭は、いい糸には高い髄段をつけていた．今はグラム単位で買い取っている。

　縫合のなかでとまってしまうのではなく、皆で．宮古上姦について話し合う必要越ある。

縫合は、前理事長（すでにやめている〉の影響をなかなか変えられない．縫合員は昔は駿

靉靆震圭。前選事長は半分くらいの株をもっていた．そのため影響力があった。その後．再

建するさいに．株の麟度をやめて．入会金を支払って新規参入できる仕懇みに変えた。こ

れから縫合を変えていかなければならない。

　上姦の懸格について：糸集誇．機締め．染めなどの下準備をし．織るのに早くて窪ヶ月。

準備に鎗万欝かかって、蓋舗万で売れたとしても．3ヶ月の労賃としてはどうだろうか。

翼渥さんから縫屋さんへわたると、鎗万で黙重げられたも鋤董、講万になった離す

る．嚢分の搾った帯解インターネットで騎万で売られていたのをみたこともある。

　継合は販売は聡渥まかせにしている。鰻合で麹熱こ売ろうとして売れないとお金瀦まい

らず覆るといいうこと。ともあれ、買い躍かれるのはつらい．かといって、癈人販売に走

ると、鷺渥解離れていってしまう．

　　S鷺さん．暮懸さん．醸は．自分で工房のラベルをつくって藪売している．鷺屋とし

てはそれでもよい。工房については．身内で霞めている大藩多い．＄鷺さんも家族羅営．

露分のところも娘さんがや警た疑といっている．今後どうなるかはわからない蕃．実家の

母も糸績みを始めた。

　縫合の醗修について：自分鱈人としては．いろいろな灘一ス解あってよいと思う．宮古

織の券で終わる雛一スも、上姦叢で進む慧一スもあってよい。宮古麻織〔経糸にラミー整

麟は、縫合の新しい試み。産業として仕方解ないのか、あるいは宮古上姦の本来のあ等

方から離れるものなのか．評無縫分かれるかもしれない．ともあれ．きちっとラベルをつ

くって区僻していくべき．今後はますます、いろいろな晶質のものが轟懸っていくだろう

から、区慰すること解大｛餓こなる。

薮



鑑纏醗さん
　欝欝（昭藤鍛〉年生。石櫃島鐵身．講義は宮古島出身で．婦解宮吉で結婚。舞年前に

再幾も宮古島へ移住．鐙歳で結贈。夫は公務員．義母と雲人の子どもと屈居。

　蔀覇・南風原の漂の工芸披講指導辮で半年聞の講習を受けた。その後、藻覇の工房で露

年弱、絹で着尺と帯を織る。公募展講にタペスト夢一．暖簾なども作成した。独立する場

訴としては、八重海か宮古かと考えてはいた解、宮吉を選んだ。そう深くは考えていない。

爾親藩宮古鐵身で魏麟宮古に嫁ぐという縁があ弩．たまたま姉湛鐵産の時簗で手伝いに来

てくれ乏いう話淋あった．宮古上姦も魅力的だった。先輩に、肇翼さん．S鷺さん、灘さ

んなど解いた、

　窪分は、織警の技衛磯基礎はできていた。しかし沖縄は絹、宮古は苧麻と素材は異なる。

苧麻は掻恥解大変．今は、工房でお弟子さんをとるところもある解、当時は縫合で醗修す

るか撰人では篭めるかしかなかった．苧麻を擾う方法購わからず、習得に苦労した。先輩

たちにも動けてもらった。とくに鍍さんとは考え方瀞鱗ている．先輩で影響を受けたと

いうこともある藩話す機会も多い．購¢ような緬纏観の持ち主の先輩なので．教えてもら

うこと麟多い．今後も、経緯とも苧麻に罎足していく。苧麻を大事にしたい．その点では

皆共選。しかし、それぞれ舞み藩異なる．

　宮古にきてしばらくは苧麻撃手に入らなかった　辮ぶどこにあって誰藩つくっているの

かもわからなかった．フ夢一で藍嵩特定の織警手に売っておらず3縫合に納めている人な

ど、蓋軒裏軒たずねてまわった。

　最擁はタペスト夢一などを悸って騨た．宮古には纏織織鯵の鼓衛はなかった潜自分は学

んだことを生かして、緯織織雛を導入した．展示会で纏少し売れた解、しかし縫渥がつか

なかった。購屋は着尺を愈めてくる。しかし、着尺をこなすには糸解足らなかった。

　そうこうしているうちに工芸野きのお金持ちからタペスト婆一の涯文解きた警した。島

内の病醗経営者藩．病院でつかう暖簾を魂～碁種渡文してくれた．さらには嚢棄したから

タペス穆一解欲しいなどの濡文潜あった。輿さん淋島外鐵身者で工芸欝きの人だった。

　簸秘は、侮を織るか慰んだ．当時、まわ雛は養尺を織っていた。それ以外の、たとえば

帯はあま鯵やっていなかった。また、小掬も面露そうだと考えた．しかし小掬は単無形安

く、仕事の羅転を遠くしなくてはならない。忙しいわ鱗こ安い。また．素読を苧麻にする

と、小駒としては、殖段解高くなってしまう．そ為ならやは撃着尺だと考えた。嚢ヶ月か

かる麟、集中して織れるし、また織警な解ら欧の作暴につ雛て考えていける。殖段もそれ

な弩でゆとむをもって生緩できるのではないか。趣蝶ではなく、生活をするとい馳こ之。

これ藩大饗なこと．織っていくうちに太い糸解たまるので、それ億帯にしていった。シ欝

一ルや暖簾、風呂敷など．いろいろ註文があった．東京の展示会矯に鐵品の骸頬もあった。

辮、これらはみな．漸っている．着尺に落ち着いたのは姥鮫的皐い時幾から。生活をして

娼



いくためにそういう選採となった．

　多くの女性は基本的には織鱗こ閣心麟ある．しかし織筋は特殊な童舞。綾合で韓ヶ月か

の欝鯵解ある藩、やれること解鰻られている．苧購までいくのが舞標だ解、撫綴でとまっ

てしまう。醗修み終了段踏では、苧麻までいけない。上姦までいかないと意瞭解ない。そ

れだと、なんのための欝修かと疑縫購残るのではないだろうか。以繭．いっしょに正餐で

織ってくれる人を紹介してほしいと縫合に依頼した蓬、そのままになってしまった．　御

緩で終わった人を工房に紹介する仕緩みなどあるとよい．

　縫合の方針は理事会で決める．指導内容なども・指導者はキャ夢アが長い解、縫合のな

かで十字繕を織ってきた人。十字綾は．完全な分業．しかし　全工程をやらないと、穣立

できない．穣立できるまでの工程を教えないと意味麟ないのではないか．

　工房での育成渥年前にこの工虜に瞬っ越してきてから受け入れた。それまでは窪宅で。

ここは．老夫婦が住んでいた家だった．ちょうど、忙しくな警つつある時擬でもあった．

これまで受け入れた暴修生は、墨機の亙名をAめて．計縷名　墨身は．茨　　（蓋年半〉、東

京総年弱〉．兵庫鵜年弱）。ある本麟きっかけで、いろいろな取韓を受けてきた．馨年く

らい繭、窪おとなの学校醤の織特集で紹介された。けっこうな紙数で。それを見た人から、

電話、ファックス、手紙などで縫い合わせ麟あった．今でもときどき縫い合わせ溝ある．

ときどき男性の人も訪欝した。墨機を除く霧名率．慧名は本をみてやってきた。最近入っ

たi名は、芸大卒で、藻覇の有名な工房に露年いた。灘戦力となった．そみ飽．途中でや

めていった入港叢薄人かいる。

　着尺は、人の手が各人違い、打ち糸の本数も変わるので、途中で織撃手解代わることは

ない．帯は窯～3本掛けて．そ轟ぞれに織警手を変えることはあ謬うる．私の工房は仕事

場であ穆．ξたんに鉢験するという跨ではなく妻仕事という感恩で来てくださいといってい

る．月輪翻ではない一人ひと警．手の遠さ麟違うので一越、織賃を支鉱っている．窪韓

一蓋？：総解縫事時聡だ藩、皆熱心で、鰺：総頃までとか．あるいは土曜の午後や韓曜もで

てくること解ある。

　黛人嚢のひとは梅毒者だった。しかし、手紙にやる気を慰むて受け入れた、ふつう、木

緯などはやらない解、撫めてなので、経糸を綿で半囁の帯を織ってもらった．これだと進

みも皐いので．達成感ぶある．楽しんでもらおうという趣讐。隻本繋は本人にあげた。ふ

つう馨分で織ったものを露分の手元におくということはあま馨ない。壕本立てにして．鷺

本§は私がもらい．警本§はもう一人の人に織ってもらった。そして、夏の浴衣を皆でそ

の帯をしめて祭蓼にでかけた．

　今までは　育てるという感覚はなかった。だ溝・糸　みをする人も少なくなってきたの

で育てること麟懸要になってきた今ならまだ母親解やっていたという人たち解いる．

素晴らしいものをつくっても、若い人形育っていくのかどうか・岳・
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醗修蟻溝について1慧年は結購長い。私の工房でも、訂最低、3年居てくださいまといって

いる。穫れたところで卒業というのは震る。だ瀞独立を考えると暮年麟燐夢解よい．私と

しては壕年でもいてほしいところ。とはいえ．購の±地からやってきているので　ここだ

けの給料だけではやっていけない。夜バイトすることにな蓉．偉力的にも精神的にもきつ

い。私も藻覇で講じことをやってきたから、そのきっさは良くわかる。みんなの大変さ溝

わかる。

　進驚は本人に窯かせる。ただ、織蓼それ嚢捧はどこででも続けていけるので．どこにい

っても続けていってほしいと思う．宮吉の後纒者育成を考えると．これではいけない考え

なのかもしれない解・一。織雛の基本はどこでも瞬｛》。私の織るもの藩難きでここに来

たのであれば、それを学んで生かしていってほしい。苧麻で織ったことは、甥の素材をつ

かうばあいでも、プラスになると思う．

　醗修生は．欝人いたら聖人残るか残らないか、そういった数だと思う．人数は〔工房に

ある垂機の数と瞬鷺．手に入る糸の量も考えて、このくらいの人数毒これから暮年雑竿

先垂こは．糸の確保購ます蜜す課題となる．徐々に、新しい織警手解増えているし．年巻取

った人の糸は太くなっていく（そういう糸は帯にまわす〉。

　響き合いのある糸の鐸む手は、欝～焉．塵人。新しい人を増やすとその人の知警合いも

ついてくる。　毎縫やる人も．農聚幾だけやる人もいる。舞も糸をつくっている．母は石

垣で苧麻績みをやっていた。禮母解亡くなったとき1こ母もは¢めた。〈麹分は宮古では障め

て知った〉。養垣では宮古よ警ずっと太い糸を綾っていたために、母のつくる糸は最舞は太

かった．纏い糸を作る人のところへ見学にいった滲、撰警掛けの仕事を習った馨した．今

もきヶ舞に一度．つくった糸をもってきている．糸の太さに違恥辮あるのは、石垣1こは海

も幽もあ警生活が楽なのに薄し．宮古は幽ぶなく．そ跨分、生活がきついことと、宮古の

人構牲解ある鈴ではないか．負けず嫌い購多い．宮吉でも舞舎の嶽うと町のほうでは違う．

欝舎のほうは髄くことに薄して意欲的．簿の方は．定年となるとサークルやゲート承一ル．

周鱗こ糸を績む鼓擬解ない．伝統的に平良市内は織馨解中心。

　糸績みを薦めると鳶に．プライ欝を持ってやってもらうように、鍵界的にも有名であ警．

行政にも認誇ら轟補勘解でて継る鼓徳だということをいっている。

　昔はお金のた誇今は．お金だけではなく．楽しみ、生き麟いの部分麟ある。私が糸を

買っている人は、一人　らしのおばあさんが　い．若い人とのつな辮警麟嬉しいよ馳だ。

　申には、生活の支えにしている人も替る．鶉歳で〔年金以外に〕駿入のある人は、普通

いない．宮吉に来て簸鱗の頃から買っている人で、弱歳近くの入溝疑る解．驚．3ヶ月に

露万難千霧、豊年で懇万露分の糸を緩む人形いる．今は講緩している娘さん麟いっしょに

やっている．農驚蟻に．若い人は皐恥、

　饑歳で結婚。織馨の人は結婚解遅いこと撚多い。騒年現在、長男　申3　長女　中2
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次男　小鷺。欧男が生まれた頃から仕事藩軌道に乗ってきた．馨人目が生まれたのと、鶴

居していた義母解髪んだのとほぽ講じ時擬．それまで、外にでる機会があま警なかった．

主入／公務員〉が協力的なこともあって、外にも墨られるようになった。上の子ども露人

のときまでは、爾義解宮古にいなかった。瞬緩していたおばあちゃんが年。結婚したとき

雛歳だった．崖産・育児で織れないときも．機をおき、いつも機に髪糸が3乗っているよ

うにし、主人の欝金をくずして糸は買い惹けたいつも貿っているおばあちゃんとの灘孫

堂撞鐘鯉。また、纏い糸は一度には手に入らないので．ためておいてから硬う．経

費とならない部分が現麹で残る．現在、糸代は月に鎗万霞台にのぼる．

　本に載るとき、沖縄のものは、俸晶。宮古のものはまず歴斐から。遍酷な織鞠、希少懸

魑．醸定生産．幻の織勃といったトーンでの紹介される、そういう繧介をされるのはあま

馨蘇巻ではない。作品で評無してほし恥．

　藍染・十字綾は好きだ撃、自分は灘覇のいろ鋳ろな織勃を習ってきた．習ってきた捜衛

を養うのは甕た穆麟のこと。しかし宮古島ではなかなか受け入れられない。

　鰹合からラベルはもらっていない．露分のラベルで簸発している。素材は苧購だけ。そ

の上で、轟分で好きなものを作っていく。

　今は、縫合に緯糸は買替にいった聾する．以前は賢いに行きにくい場蔚ではあった．共

講簸売の話もでている淋、反数辮確保できない．窪分の場合、流通はできているので、そ

の点ではメ婆ットはない。だ潜i反．黛反ならば鬱してもよい。ただし、支払い方法など

未定で．議し合いの段贈。

　織鯵をやっている人はよくぎ楽しいからやっている圭と言う．それについては．生活は？

と思う、楽しいだけではダ仕事をしているまとはいえないのではないか．仕事として套立

してやっていけるかどうか溝縫題．

　現養．経営者たるか．織警手たるかという穰み漢ある．多く織るには人手麟必要．それ

ならば、人を雇って衰分は経営者になればいいかというと、自分の最携の理想は自分で織

ること．この点、どうすべきか．むつかしい。工房を雑持する費霧も馬鹿にならない。家

賃や永遠代．電気代、電議代など経費潜かかる。ただし．工房を購えていると、仕事に身

爵叢はいる。期譲付きのものは土嚢でも工携に来て織ること解できる．夜遅くでも仕事蓬で

きる。
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藍資料2肇　宮古島　醗修生

（（　〉海年齢は《濾年警月時点〉

麟麩さん（鍵才〉　羅合醗修生

　長鶴鐵身（東京生まれ。蓋歳から長麟）　専門学校卒業後、千葉在住．羅本館空の子会

硅に嚢務し、成露空港で運行業務に往事した・ジャン壌の重量に応むた燃料計算などの仕

事。鎗歳で　事も一段落したとき．欧の段　になにをしようかと考えた。キャ夢アの先．

つま瞬「この仕事でやれること溝見えた」た誇。以繭から．年に違～碁醒、沖縄の島々を

訪饗していた．いろいろな人に会った。おばあち率んだち解元気なことに驚いた．その元

気なおばあち庵んだちは、手仕事に従事していた、高齢になってもできる仕事というのは、

それ嶽どない。そこで、伝統工芸にあこ解れた。晦芸は．大学から専門にやっている人な

ど麟多い。漆塗瞬まかぶれやすいのでダメ。織物溝糞分にとっては魅力的だった．

　慧年鐸羅ほど．簾付しな麟ら各幾の織勃をみてまわった。躍隷村の鉢験生募集の件も知っ

ていた．宮古上姦は、縫の織勃と姥ぺて藍染の暗さ、墨一潜羅を撰いた。八

重幽ミンサーは、糸解太く「見た感じがごつい遷．やれるなら豪ず宮古、次の躾補として八

重麹と考えた．喜麹嘉の芭蕉姦は．燐撃ないとだめだと縫いだし、縛縄本島の南部には．

盤の工芸捲導癒に入った人形多い．指導齎は、賑内鐵身音溝優先されるので自分は入れな

いと考えた．

　認年壌月に宮吉に遊びに棄て、前理事長に話を闘いた．藩修生として受け入れても．らえ

ると秘うことで．帰って職場に辞表を書き．＄月から織をはOめた．最鵜は歪式の凝修生

としてではなく．難の醗修生として、次の年の？月から鬱鬱を受ける。

　簸携の半年（歪式の羅修生になる蒲〉の闘に、経木纏×緯ラミーで2反、ラミー×ラミ

ーで蓋反、麻Xラミーで蓋反．ラミー×苧麻と織っていった．その後．ラ戴一×ラミー、

本籍×ラミーなど．懲反ぐらい織った．ちょうど、濡文解多く来ていた時蟻だった．購難

〔撮高校卒業後．線金の羅修生となった粉さん（長野嵐身〉達と露人で．ポ工場のように

織っていた墨。翌年から、ラミー×苧麻　苧麻×苧麻などさまざま．翌年からは、経緯苧麻

の手箱警の十字鱗も織った。

　縫合の醗修には．特に定窯つた力墾キュラムのようなものはない．購擬の難》さんは．

自分よ警壌年くらい前から縫合にいた．その後、羅の工芸指導謬蕃に翌年縫通い（縫合にお

騒籍して縫合からの推薦で〉、現在は、琉球綾を織っている．

　堤在は．静岡から移住しマンゴーを栽培している人と業縁生活をしてお琴．農業の手伝

いをしな瀞ら．十膨でアルバイトをしている．綴合は、§：総から欝：総まで雛継て疑る．

驚さんは．宮古島にいるときに姦ま．窪韓からi肇総まで縫合で織馨、蓋蓼雛》から難：雛》

まで、レストランでアルバイトをしていた．ある程度のもの旺濫生活　金肇をもってこな
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いときつい。嚢分は．働いていたときの貯金瀞あった。貯金と雇驚保験。

私の繭に、仕事をしないで蓄えなく来ていた人解いたぶ、お金と棒がつづかなくなって

本土に矯つた　夜の欝時．慧時まで仕事をしてしまうと、俸ぶ続かない。上露を織るの

には搬をつめる必要がある。とくに最初は．覚えることが訳出ある。なかでも下準備、機

に載せるまで越大変．どこでも織はそうではないだろうか。

　喜魏嘉（芭蕉姦｝では、会縫綴織をつくっていると聡く。TTさんの息子さんのお嫁さ

ん（海趨鐵身の人〉解や雛手で．販鋒をひらいているときいている。

　講冠しているパートナーは、マンゴーをつくっている．現在盤歳、静霧繊身．海難の

入溝でマンゴーをつくっているのはうちだけ。Uターンして、つくっている人はいる淋．

マンゴーの叡穫は、§月のおわ箏から暮擁のはじ轟まで．その時幾になると自分も手縫う

ので．総合の織を休む．鐵荷を手伝う。

　宮古の住宅は広い．馨登×驚＋蕊§畳で、縷～誉万轡で、内地からすると安い。来島時は、

平良毒のペンシ讐ンに灘濠って住居を探し，織辺町のi軒羅を借繋ることにした。近勝に．

ギいついつ撰っ越しますからまと挨拶したところ、まわ警近辮の人擦家の擁蘇をしてくれ

ていた．ζあなたは．電気や永遠や役場などでの手続きの仕事をしなさい達ということで。

とても暖かく違えてくれた．家賃は巻千講。事解あれば、それな瞬こ離れていても大丈夫

だと考えた。でかけるとき家はあけておいていいよといわれた（霧めると夏は熱気藩こも

るので）。帰ると透誘のおばあちゃんが申に入って．留守番していてくれた鬱する．プライ

バシーぶ気になる人は．気になるのかもしれない。今は新織に住んでいる．

　縫合の羅修では、ペーパーベースの教樗のようなもの淋まったくない。そのため震った

ことは言葉。今でも見ようみまねで学ぶこと溝多い．舞えぱ講麟の先塗には設嚇童ある人

もお滲．聡き取れないこともある．宮古の言葉紅は、たとえばぎす遷に○解つくような音

溝ある．すとぶの羅の音．醗修生は、織の経験や知識のある人と億かぎらな碁．以羨．東

京灘身で．美大卒業後、京都の織の專轡学校で学び、織の鍵界へ入ったというひと青鷺いる．

今は湯海原1こいる．括の披講を整い、素材は絹でところどころ苧麻を篤いている．

　織馨子は笠反いくらの織賃をうけとる．暮年半たつ撃、なかなか一人羨になれない、年

の織賃は窪分のばあい懸想驚万聾程度。　この鷺～き年で、十字緯を年に蓋反ずつ露分

でおっていきた籍。

　苧轟糸について1灘さん瀞苧麻爆をつくっている．鰭は自分の家のまわ馨でちょこち

ょことつくっている．ただし、全鉢としての状態僻みえてこない．これ慧宮古の特鍛では

ないか。懇合に．会社1にっとめた経験のある人ぶいない。纏織の開題解ある．A離合長は。

覇役をや誇ても縫合長を纏縫している．あとを纒ぐ人蔘いない。

　宮古上篇では、男性の担当するパートは、偉くく警と洗濯擁轡。盤産反数解織っている

ため、職業として成警立つのは大変。鰹合で砧打ちをしているG薮さん〈難歳〉は．マン
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ゴー、ゴーヤ、きびを栽培し、おみやげものも売っている．ただし、これは、上布に鰻つ

たことではなく．宮古ではふつうの仕事でも、かけもちが多い。たとえば．自分のパート

ナー潜．仕事はr農業」というと、重ねて聴は韓をしているの？まと尋ねられる．うち

はマンゴーだけ。本当は．砧打ちは大饗な工程なので、毒の臨時職くらいにしてくれると

うれしい。

　今後は．島の織鞠を鱈強し、いるうちにできるだけ鰻敬して、つないでいけたらと患う。

いずれ〔縫合翻鐵なくてはならない．縫合のなかでつづけていくのはむつかしい。どう

してもよそ者。丁年翼でも、やは彗脅分はよそ者．難元の人と縁葛とはみなされない。ま

た、機の数麟鰻ら轟ているので．誰か瀞でていかないと新しい人形入れない．地元の人優

先というの解原則．年購．器名くらい入ってくる。島の若い人形中心になって、つないで

いってくれればと，懸う。

　堤在．機は二つ入手している．ひとつには十字緋を．もう一つには帯をのせている．十

字鱗については、工程を全部修得したい．あと茎～露反織れば大丈夫？そろそろ？

　しかし飽方で、〔鰹合を墜鑽るの潜むつかしい。でてしまうとそれっき警。ξ織警手をサ

選一罫するという）役割潜簸侍しにくい．醗鯵靉靆であ雅な麟ら．エン｝評レスに続いてい

る．

襲鷺さん〈灘才〉懇合醗修生．

　大駈轟身．中学校は福緯　就職は東京で。事務系や簸売の仕事に鰺数年従事。宮古島

に来て．去年の§擁でまる黛年．棄てから豊年後に織をは膿める．宮古島にずっと住むと

して．続けている仕事は韓かと考えた．染織には興味鱒あった．鞭入の点では気になる解、

気暴こしていたらき警ぶない。

　覆繕者育成事業は．海蜷の人にはきびしいときいていたので．だめもとで癒募．最舞は．

糸綾巻の醗修をうけた．その後、機撃塞いてつかえるようになったということで織をはじ．

誇る．織蓼始轟て豊年．宮古島に住もうと患ったのは環箋毒重いいから。甕分はダイビング

などはしない。町の規模解ちょうどいい．生活に最小鰻必要なものぷある．なさすぎても

鑓る。あ離すぎても疲れる。来る羨にお金をた誇ていた．しかし、そろそろ金銭面では

不安になってきたので髄くことも考えなくてはならない．だが、今は．織離に専念したい．

　将棄は．生活できて織蓼に専念できるとよい解．蜜だ妓籍解そういった段鰭ではない．

十字綾を織ることを．当座の舞標にしている．今まで織ったのは、鶴×ラミー、ラミーX

ラミー．苧麻×苧麻．
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謬聡さん（籔才）靉靆氏の工罵の羅修生

　大学（家教科）時代、織をかじった、その後、黛年半．青年海外協力隊で瀧ツワナヘ、

現地でタペスト夢一などを織った．宮吉に棄て驚年半。最初は継合の講修生にな撃たいと

思った（十字繕ぶ織蓼たかった〉解、募集靉靆をはずれていた．宮古上姦の魅力は、工程

ごとにみせる姿が違うこと．ち解った光警かたをする。飽の麻勧とは表縫解違う。

　朝から織をして．夕方からウェイトレスのアルバイト．この　らし解おそらくは長いこ

と続くと党籍はできている。

　簿麓さんの工湧では、まず最撫、男ものの帯緑色の作品茎を染からはじめた．染を含

めて．糸を買ってから後の工程すべてを教わっている．糸が認れたさいの直しなども手伝

っている。まだ見習いなので、鑓来高綴ではなく月給講（月騒万碁子霧〉。

懸醸さん《機才〉欝氏の工房の醗修生

　聴琢大学教育学部美徳工芸科卒．絵露、陶芸．機織．染織などを学ぶ。東灘の芸術大学

大学號を修了後、紙縫孫の会縫に欝年欝歎める。経年き月に宮吉島に矯ってきた．これ

まで葬った作島は．染紡織鯵、絵露．草本染の紙作品．こ轟までいろいろなものを見てき

た解．中でも姦を見るのは凄く無きだった．轟　の生まれたところの織を、いっかは嚢

でもやってみたいと思っていた。紙作轟をも続けな蓬ら．苧麻を縫った紙をつくるのに跳

戦しな蓬ら．上蕊を織るというの潜希望．

騒



腰資料3運　石壌島　織鯵手　生活史

藪蓋茎ASさん

　欝婆駅昭趣蟹》〉年．疎露先の熊本で生まれる。高卒後．雛元、石垣島の新聞社、蔀覇の±

建会琶《地質験査〉．保険会縫紅嚢務（計暮年半〉．自分は長女で．末の妹解高校を卒業し

たので、や鯵たいこと解できるようになったため、欝欝年に、沖縄漂捲導蔑の前身．匿工

業試験場藩の染色科にi年通う．大械先生の工房に入警たかった溺希望者勝多く．入れる

のを待っていられなかったので．

　自分で手を嚢かしてものを馨るの潜　きだった。小さい頃、属郷こ勤めている人は少な

かった。漁業、農業、職人といった職潜多かった。職人は、くれ籠．ござ、木製の水準鰻

鏡、かご、などをつくっていた．年寄難解留守〔番3をしな解ら手仕事に縫事していた。

子どもたち解そのまわ警で遊びな溝ら、といった光景潜みら齢た．湯飲みと士籍を準備し

て、雛けっ敵しの家で．おばあさんたち解糸を績んでいるといった様子．燈母も糸績みを

していた。そういった環境で育ったこともあって、締か手仕事をしたいという思い解あっ

た。

　当襖は焼き輪にも興蝶形あった。壷鑿さんや窯元の人とも知弩合った麟、弩ちでは雄

藍鐘塾塾塗銭奎圭だといわれた．大織先生の住まいの近くに染め崖さんぶあ甑糸から染

ある深さを知づた．また大塘先生の人糖の深さをも知った．先生にはサンプルをみせてい

ただいた。そういった経過があって、織雛をめざし、漂の搭導謬蓄に入った。

　その後も大綾先生には工房をみせてもらった蓼アドヴァイスをもらった零した．先生と

しては、それだけ、〔石麺鐵身の自分を茎手駒けしてあげたいということだったのだろう。

先生の工房にいた人にはr友人のようにつきあえていいね達といわれた。

　それまでの難語先には縁月にはやあたいまと伝えた．欝鴛年のことで、復帰の年．勧

奨退職鍵度解あって、退職金藩でたのは運解よかった。豊年、醗修誘にいて．石垣島に戻

った瞥

　戻った当時、属堰では捺染染色撃主流だった。董鷺先生のもとに入った撃霧ヶ肩位でや

めた．捺染が好きになれなかった。小繕のものはよいのだ溝大横のものは、プ夢ントした

ような馨象をうけた（今でも小編のものについては無きである〉．島は纏鞠染料解豊富なの

に、それを縫わないのはもったいないとも考えた．岡本大郷さんの沖縄文化譲解ある。そ

の中に、騨縄の人は．人頭税麟大変だったというぶ、その後は擁をしてきたのか？圭とい

うくだ馨解ある。それを談んで、ゼえっ」と思った。石櫃は古文書麟多く残されていた難域。

この簸域の人の特性といえるかもしれない。家々に．麟たような文書淋残さ轟ている。島

から年鬱鬱、人頭撹を納めに本島に行く．帰馨の風待ちのさ恥にいろいろな見麗、鐘強し

たことを記録に残していたようだ．それで文書解残る。懇舎なので中央にあこ解れるとい

麗



う気騰もあったのだろう。本島解戦場とな馨、文書も多く溝失したなか、石垣には記録藩

残っている．

　上布を織警始めたのは復帰後。当時は黛藻辮の工募（各墨～碁名）で捺染染色を行って

いた。当時は、パイナップルの全盛擬で、大型工場が峨～蓉．そのほか中型の工場も多く

あった。本島、宮古島、台湾からも鐵稼ぎに来てお離．工場では寮をお継ていた。機織讐

をする人は少なかった．衰分は紹隷飯釜年生まれだが、一にあ
たる．産業復興の縫代。欝分は、家の橿母に育てられた．一。橿母の

縫代には、鞍ぐ鼓衛を纒承していた．織弩をしていたのは自分ともうひと撃、襲名だけ。

もうひと警の人は織元の娘さんで上の盛代、灘代。

　欝鰹年に沖展に初星緩した。括鱗ま霞分で講究した．綴じる蕪分解多いので、ビニール

のテープを巻きつけて糸で綴じても上手くいかなかった、米沢で整われるゴムのひものテ

ープも、染めているとは鴛けてしまった．考えたのは、ビニールの袋を窮ってアイ賛ンで

織豊るや琴かた．熱を越えるとちぢむので．手の皮ぶむけづらい。サイズとしてはおし緩

むのど二一ルもあった麟、厚いので．熱を簾えると染料毒婁はいってしまう．考案したのは、

慧～窪年たってから．昔は、芭蕉の外皮をつかっていた。クールを焚きだして煮ぞめ（さら

に昔は藍染〈冷染め〉も行っていた）。

　島の伝統を学ぶたあに、資本民藝館藪蔑の上窩を見せてもらい．魑強した．綴鵯上旛と

われるもの。鵡というのは縞．っ蜜滲産地を撰す意瞭の島ではなく構ぜんたいの意味。吉

文書の羅究会も饑く．靉靆し韓語訳したもの解だされたので読めるようになって験た．捺

染は今も雰鶴といわれている．人頭税廃壼後も整われてきた言葉。納務鰻には、藍の栽培

の方法解書いてある．藍．苧麻、鶴のそれぞれについて．纏えるべき坪数藩定められてい

た。瞬治蟻の新露にも、中上．緩上．宮吉、八重海での琉球藍の栽培潜記されている、識

も管理されていた．福本．幽鍵形どの晦に梅本纏えられているか．出機の皮を縛斤とると

どのくらいの染料解とれるか．といった誌録解ある。蕎竣島は熱帯染料植物の生青鷺限

クールを蔓韓匁．久米島に送る、苗を送って栽培する麟育たずといった記録淋ある。こ跨

よう紅．藍もあ警　そのほかの議々捻染料もあるのに　どうしてクールの　染だけかとい

う疑闘をもった。

　緯上露の麗鞠は属堰の簿勃館にもない．民藝館に、維地にくくられた維（鰭鵯一と；葡藩

あった。染料は海難。織警鐵して窯年§でこの復元にと撃くむ．後編罷念事業として。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
　当時、地元の産業祭撃壌どに鐵贔していた．先輩たち解賞をあらそうなかで、撰警で注

目を集めた．しかし、ギ縄のものをまねしている　といわれた．織警をやっている人です

ら簿らないくらいに、揺警の妓籍1は引蓉纒溺れなかった．

　紹秘鋳年ごろ、県簿覧会で民芸館のものを全額もってきて展示した。騨縄の美まとい

うテーマ．これで、漫芸館で貸し鐵しをしていること潜わかった．八重織簿勃館麟登録欝

欝



勃館になって懇年羅（県の博勅館につぐ）にあた穆、復元事業解議会で承認された．高

度経済成長期には、どこの博鞠館も、飽と違う企麟をたてることに熱心だった。

　ポ八重幾の染色：馨本疑藝館繭展（紹秘穣年霧〉。これはi点いくらという支撚いで．

民藝館から借琴た。市民の反響麟大きく．現鞠の復元の話し解もちあがった．まず．糸撚

ない（というところからはじま穆．飼年も遅れた〉．そこで．復元にかぎ馨ということで宮

吉の友人に糸を思通してもらった．その後、紡ぎ手解韓人かでてきた．しかし、民芸館で

は復元のばあい．驚点つく讐豊点を民芸館に寄贈というきま瞬こなっていた（予算を倦警

賃で纏んでいた）。そのため．俸業潜大きく遅れることとなった．

　括鯵に注聾してきた理由は．捺染とは異な琴、括警だとさまざまな色淋だせるため。そ

のことによって着る穰辮広解る．またひと警の入溝韓教も買ってくれる可能性潜でる。捺

染でで巻るのは小糖なもの。

　かつて、括蓼と捺染のいずれ潜先かという開題もあった。ある暴発者解、捺染ぶ先だと

いう内容の論文を書いた．バ夢島の道具と継ているというの解その論縫だった．しかし、

道具潜おのずと轡てくるのは当然．盃事している者にとって．　集解さきだとは思えなか

2叢。

　羅簿での、染料の展示を行った．青鳩上衛は、クールだけではなく、ひるぎ（ひるぎを

焚きだして煮ぞめ〉も篤いられていた．クールについては絹絵鱒年の資料に・騒をかき

ろおし、しぼ撃て、染料とす」という記載潜ある．高機の考案も懸銭瞬治鱒年ごろ．雛

機では捺染はできない島

　もともと宮古と八重幽ま講む糸を繕いていた、廃藩置銀後、宮吉は縫屋の好みに合わせ

て、蚊解す瞬こかえてきた。見絵舞にした解ってデザイン。《この見絵露によって琉球解す

警麟全俸に普及したと考えられる〉。宮古は氷解ない解、蕎堰は水淋豊富であ蓼．聴して染

める妓籍解普浸した．

　　らしと　警の方晦姓とは密　な　係がある．八重幽は、南に雛かれのんび脅している．

八重緯．なかでもとくに、石垣、登野城はのんび警して商売ベタといわれる解．八重出は、

出撃あ諺鱗形あ滲（それゆえ紙すき麟あ警、書家もおおく生まれている）、茶もさかん。い

も文化と来文禽との接点．沖縄県で一番米解とれるところ．祭警での綱引きや籏鞍藩、字、

藻落ごとに縫承されている．石櫃の男の人の爵みは淡い承色．空色．r八重出庫色圭といわ

細る．地方で宮古は、来瀞とれず．承解なく（今は雛下水｝という釈況宮古では．強い

愈藩爵まれる、すべてξ生活面で1きつかったんだろうと患う。与藤撰も綴ているところ

溝ある。糸の面でいえば．宮古は最後まで残る鱗域だろう．糸は宮古解一番よい。それ紅

鱒して、蕎堰では．デザイン．色の工夫辮必要だと、縫合ではいっている．また．，それ撃

賢い手にそれ淋受け人熱られているとも思う．

　廃藩羅漢綜瞬絵慧年。人頭税は瞬治欝年蜜で。瞬治鍛年に尚家潜経営に乗軽鐵す（マ

鵠



ルイチ商店）。そこで、捺染が一大産業となる。男性の織への参撫も進む。石垣では指輪大

工が多く、高機発祥の鰭．その後、改良を重ね、大釜§年に品評会で受賞している．織蓼

元ぶ緩案を難いて女娃に織らせて、そ劇を販売する．懸屋さんの繭身瀞織元という事例潜

みられる、

　麟修生の受け入れについて1現在、工房での蘇修生鮮3名（崖身地は東京．福岡．地元〉

と鐵機蓋名がいる。醗修生はこれまで韓名くらい。§～7年位前から受け入れている。地

元に帰って絹をやっている人もいる．

　縫府察鐵身の人には、ゼどうして地元のものを織らないの勤とたずねている．地元の伝

統の擁蓼趨こしをすると．＋衡からの轟発になる。こちらにくると、マイナスからの鐵発

とならざるをえない。また．経済的にもアパートも借蓼なければならない。こういつた点

からす編美本質的には．醗修生の受け入れには溝極的。さらに、上姦は、轟分のために

糸をつくってくれる人をみつけなけ轟ぱならないという点溝大変。その点でも、上姦は詩

聖塾ギやった人は．なんでもできる塞といわれるが．．＿＿地元に帰ると，織を続ける

にしても、絹などを養うことにならざるをえない．それでも醗修生を受け入れてきたのは．

沖縄というところを発繕してほしいから．競の反鰐を押し燐ってきた、お見合い鐙話をも

ってこられた．等々．蝶々な人窪いる．

　髪講習会について璽括警染め講習では、自分撰学んだときのように．全都できるように指

導している。そうすれば、総合の　事であ警な麟ら作　的な仕上が滲となる。ひとつひと

つ違う．翻牲がある点が翼星からは詳報解よい．

　かつて紅島起こし交流会議墨に、ある産地の役翫の誤長解墨腐した。前総、縫合の工芸

館を見学賦績の工程をみて．ダこんな原始的なや警方をしているのかまといった。飽鈴綾

を綻えるのにひとつひとつ作業をしているのを見てのことだった．翌馨、詞人が絹のこと

を議すなかで鞍総年繭のものを見直そう」との発書した．離欝の発言と矛盾していると

思った。かつて。擁撹孝先生には．晦れ毒すれぱ．看たち溝先頭匪といわれたことがある。

今、そのこと越．証聡されたような気解する。

　沖縄は、通産省と文化庁の撰定潜重複している。そこ藩買い手には魅力だろう．量産し

ない、工業乾しないということ。ある織物の展示会をみて．色の｝一ン解一緒で．あ細っ？

と思ったこと麟ある．不思議だった。その後．染めば親合で一手に行っているらしいとわ

かった。そうなるとぜひとつの顔しかみえないま．石垣では縫合は鐵蕎にのみかかわる．い

いできのものもあれば．そうでないものもある。そうでなくても面白い。その人な瞬の瞭

がある。

欝



藪雛0麓さん

　　　　　　　　　　　ゑびら　欝欝（躍融驚〉年生　羅平鑓身。縁瞬こ織をしている人はいなかった。ほとんど農業

かパイン工場で麟いていた。自分も中学生の頃からパイン工場でアルバイトをしていた。

検査解くると隠れていた．宮吉島からも台湾からも女工さんぶ働きに来ていた。母解機を

だしている麟を見たことはあったが、機織の仕方も八重織上布についても知らなかった．

高鞍卒業後．識ザの看護学絞一今は藻覇の看護学校と統合して大学になっている一へ馨年

間通い、看護士となる。八重海病院で雑務．連番羅の希望だった。第茎希望は郷覇にだし

た。奨学金の義務解あった。そこに§年間歎務．

　贈灘騒年に縫合の藩修を修了（き難生〉．織警解できて．家族のもの溝織れたらという

の解動機だった。夫は小渓島島身（住まいは石垣齢で．島では豊年祭欝、？月塞、盆、結

騒祭1罎絹壊（蓬懸の瞬一鶏蜷局．歪擁など、儀式のときに，母解．夫、娘、息子のため

に着鞠を織る。小湊ではいまでも続いている。米躍嚇婁終わってすぐ織鯵始ある。嫁のた

め．孫のため，夫のも㊧解古くなったからその分も、息子は汗かきだからもう蓋枚．とい

う具合に．嚢分解嫁いだとき（躍魂盛年〉、すでに豊年祭は終わっていた．翌年参触でき

ることになった．参撫するには、長老による審査淋ある．

　聡趣磐年．母から黛反、着鞠を受け取った．デザイン、色、昔からのもので．ぬくも

夢解あった。　族み一　．蕩蕩の一員として認轟てもらえた垂び撃あった．いろいろな愁

い解交錯して．感動した。そういった経験から、家族のものを織むたいと思った．そこで．

縫合の織の講習に簿募した。昭瀦灘年、仕事をやめた．新聞で募集を簿蓼、履歴書を書

くのももどかしくって．先着類かなと思ったたああわてた。現在の講習は、董韓き詩経半

（嚢時から建時辛）だ麟、当時は．羅警時聡で§ケ月鍵であ馨、ノルマもあった。

　捺染染色を習って、醗修後．ひとまわ警家族のものはみな織った、練習の意味で、行事

麟あると母にかわって皆の分を織った．瞬時に．できのよいも窪〉は売った。蓋反巻万巻千

誇と安かった．撫任絵解縷万饗だったそういった時代．家謙の足しになればよ疑と思った．

夫にも、娘分の仕事は機織だ邊といっていた．

　暴鬱鬱了後、役辮の人爵葺織ってますか蓬とまわってきた．湊離反では生落できないの

で嚢反織警なさいといわれた。主婦だと頑張っても蓋反半。

　小漢の人は来躍麟おわってから織る。自分のばあい．晦嚢淋日曜麹といわれるのはい

やだった．実績をみせなければいけない、．そのうち．鮫人を得るようになった．しかし、

認めてくれなかった．簸撫は麟警込み1捺雑なので．鷺反まとめて織っていた。夜染めて巻

いて畳に織るという墾ズム・月に蓋反半のペースだった・捺染は合理化のために生み鐵さ

れた窃手指警の書蟹う青鷺時舞舞青鷺漆為オ湿る。

　捺染から猛むへ移るのは、巻年を欝麺と考えていた麟、＄年くらいかかった．耀秘鍵年

に半麿にな讐．翌年から猛蓼一籔になった。繕穆の講習はあった藩受けなかった．人のを
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みた警本をみた鬱して横緋から始めた。綿の短い帯でずらしがひとつのものから始め、横

縦．縦緋と進んでいった。今はどうにか織れるようになって猛撃一鰯。

　捺染のばあい、東舞干しして海醸しをするときに．失敵したことがある。竹をきって衣

紋掛に堪るしたのだ解、竹が割れて水がたまった鯵、鳥に糞をかけられた馨。ねずみやご

きぶ鱗こ、慰す繭にかじられた移したこともある。捺染も白黒の慰むで好きだが．色に魅

かれて抵善をやるようになった。

　平成警年よ警一人暮らし。もう§年になる。現在は、月蔓反のペース。しかし、準備作

業解ある。生活がかかっているので、デザインのたびに揺るのではなく、窯～3反分。まと

めて括る、年、鰺～簸反。豊反に灘本の糸なので諺灰分だと蓋灘本括る、デザインは欝

分で、販売は縫合を通して。才能ぶないので苦しい．飽の入はどうか分からない風私は

織るのは苦しい．鶴解明をむしって織っている感讐というイメージがよく分かる。素潜よ

ければ…　　　糸の綾のあわせ、糸の太さ濃さ解大燐．次からくる繕購ちょっとそれてい

るの潜みえるし．ともかく、神経を縫う　でも喜び麟先に待っている．しかし，なかなか

蘇きとおおっぴらにはいえない。

　自然の出、海、土解好き。家を海のそばに建てて嚢給自足、自然の暮らし麟夢。そうい

うのが蕪き．いろいろなもの藩結びついている。かごなど、手鐸弩のもの藩好き．自然、

手作滲．しかし．ス饗一ライフというのは現実にはむつかしい．夫婦だとできたかも。一

人だとまずは生活．家賃やいろいろな支払いがあ警、か瞬こ空気だけ食べていても鶴～縫

万欝はかかる。新縫、年金、家賃、光熱費など．佳事々々の毎韓．飽のことをしていても

仕事をしていないと不安になる。繭は観葉植勅溝蘇きだった．将来の生活設謙など心醒し

ていなかった。

　夏は慧：齢から§：欝、？1艇》．まで、冬は6：講ごろまで織警、夜は糸巻き。これまで。土

舞という観念も懸かった．今年やっと．±舞を意識するようになった．しかし、機織から

全く離れることはできない。全く離れると不安．休みは実家に行くときなど。

　私はス饗一テン潔．夜ぐっす鯵畿る．擾をつめると嚢～窪繋縫集中し、人の倍織ること

をめざす．家をでてすぐは、機で盤活できるか不安だった．半年くらい、朝から鏡まで綴

議めて。いったい｛擁のために衰分は機織を？とゆ羅標のない織警はむなしかった。襲んで

いる矢先に．AS先生が、お茶のみにこない？と誘ってくれた。量闘議をしな潜ら、先生

のファイルをみせていただいた．人を感動させる製最を織ろうと思ったむあれから気持ち

解すう一つと弱るくなった．いい友人もいた．織警をしている友達で、家にとじこもって

いるとよくないと、いろいろな人に会わせた鯵．お茶にさそってくれた警。くるしい擬闘

はその友人のおかげで乗撃越えること解できた。

　人に　んでもらい　プラス　彰解満足購いくものをつくろうと思った．デザインは、

溢文ぷあった場合には購だ潜、購むものを二度織らない．

磁



　括警には昔．芭蕉の皮をつかった。その後、繕鱗まとだえていた。染色は霞宅でやって

いる人もいる、捺染を修了したばか警の人妻冀いて、今、抵滲の講習を演ナている．捺染は

後絶し。括警をしたら、捺染に戻る気1こはならない。色の縫い方に魅かれる。縫合麟申請

して、市有縫について榛道をつくるときや、ひるぎを濁して防波堤をつくるときなど、木

をもらってくる．ふくぎは魑々人の屋敷内。家をつくるときに隣るときけば、何人かでと

瞬こいく。クールやしいの木などと鱗こいく。

　苧麻嬢は鴛月i繋に鱒む取箸。自分たちでブー量苧麻茎をつくる．ごれまで纏縫かくじけ

た．今響は、深灘で、必死でやっていかないと．

駿3璽認さん

　i驚叙昭灘露》年生．中学纏嬉元。轟校は郷覇の工業高校（デザイン科）。ものづく瞬こ

縫心麟あった．卒業後、京都の会縫で洋騒の柄のデザイン鈴仕事に鍵事した．染色会桂に

デザインを販売していた．このときには障めて石璽の織勤に注羅するようになった。鰹

鑓ては難あて、嚢分の故郷でできること麟見えてきた。やれること薄髭いっぱい見えてきた。

当時のデザインの仕事は、今では濃ンピ講一タを綾飛するようにな警、瞬時擬にデザイン

を撞当していた人はみな懸の仕事に鍵事している．i牛後．石垣にいったん帰島してから、

首里で紅型の仕事に鍵事．たまたま新難で、麟案の求人をみた．藤欝玲子先生の捲導を受

ける。先生欝醒案の案をみせ、指示をし、それをうけてトレーシングペーパーに麟案を下

書きする仕事にi年闘鍵事した。当時は欝歳でいい撫減だったと思う。先生からは仕事

の厳しさを教わった．この翌年鷺で．縛縄の工芸を見直し、また、故鄭に帰って自分にや

ること1騨あるということ1鑓わかったむ

　その後、帰島し、南役辮に驚び込み織讐醗修の構報を求めた．近隣のおばさんの約言で、

どうせやるならミンサーではなく上布をということで上布の講習に応募する。鱒歳のとき

で．講習の3幾生となった。魑の人々は、子育てを終わって家のなかでできることを。家

族のために簿か織れれば、という嚢機で参撫していた、自分は．糞分の仕事として織の鼓

術を身につけたかった．瞬む3難生で、縫合に残っているのは．露分を含めて窯名。まる

つき警残っていない類もある。蓋難生襲名．窯類生はゼ饗．壌、讐簸生生もゼ縫。講習を

受けて織を続けて興るのは全俸をみると2～諺麟だろうか。上篇にかぎらずタペスト夢一

などを縫合にだす人も駆る。縫合員申、生産しているのは鶴名．約半数麟稼動していて

いる織警手．ただし、ミンサー織鯵も含む．

鞭馨について騒蟹叙醗秘獣》年に後繕者育成事業雛始．難名ほど．織に幾わっていた人々

《グン溝一．ミンサーを含めて）解集まった．奥さん解織をやっていた理事長やその鰹
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農協退職者、毒役辮の退職者なども．最密は空き家を闘借馨し、そこで講習を行った（黛

年間）。その後、露盤〈昭灘灘〉年に工芸館の建勃ができる．毒が纏合に管運委託。

　その露年繭（欝欝年）、織元である石垣英富籤（無形文亀財技能保持者）のもとで慕名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》ほど黛年購、技龍醗修を受けた。ただし．分業棒麟を前提にし、織だけすればいいといっ

捲導だったので．それに不溝をもった人が、弟さんの石櫃英訟氏よ駄指導を受けること

になった．英松氏は家族で継ぐ人もいないということで、露分の道具を提供してくれた。

　蔓擬は半年コース（極心者対象）と豊年葺一ス（グンボー（庶民的な織鞠〉麟織れる入

解大蓬でかす蓼ぞめの上姦〉。計欝名越鱈象となった。黛幾は欝名全員潜初心者。自分

は警幾生。上姦を織ったことはなかった。舞擬の講習は、着尺で染めば捺染染色のみ。皐

蟻の講習．魂～藝幾に融手として講習の捲導に関わる。講麟は石垣英松先生。当時鰺歳く

らいで．役場にもう講麟は引退したいといっていた。蓼あとみてね遷と露分に言い残してゲ

ートボールなどにでかけていらっし摩った．

　§簸よ終講麟として講習にかかわる．捺染染色．そのころ．AS先生解島に矯ってきた。

そこで、上綴誰一ス（犠離染め〉燐ま諺震る。§～暮擬まとめて。

　平成元年度に伝統工芸品捲定。ミンサーの講習もやらなければならなくなる。そこでミ

ンサー巻名．上姦暴名の講習．上姦については携心者は捺染、上縁は捺染染色。こちらは

窪年に～度．度ンサー講習の講麟1は自分、上姦翰墨綴の講1羅は董S先生。

　上姦を織っている人形ミンサーもやってみるかということで、蔓擬の講習生は上姦経験

者も。葛難生の講習生を獣類の講麟とし、その後、ミンサー講習の講麟については履名く

らい交代している．自分は、講錬等は款の人にゆず警たい解、穐う年だからまとはいえな

い立場。私だけいつもゼおかれている露．今年痩から上姦について．講懸交代。嚢分よ磐§

歳年上の方でミン号一織弩の講鰯を黛年務め、綾査員の経験もある。

　警年前から理事長．前理事長ぶ設立欝年で引逸縫合員卜織警手璽のなかから鐵したい

ということになった．蓬事長の仕事は、縫屋との闘係や殺勝との器孫など。侮かしら、蕪

に墨される．わからないままに押し鐵されて　そのなかで育てら蕊ていった。地方では。

理事の仕事で 瞬こむかえないとき．やればできるのにできな雛ということであせる。

　1講習生について董独身で講習に入っても、結婚、鐵産などで疑れる。そういったケース

．解多い中．や雛続ける人は確か．どれだけ　瞬こたいする思い瀞あるのか、ただ、やって

みたかっただけなのか。

　登分は「できること瀞こんなにあるのにまと歯形ゆい。出産のときもその韓まで織って

いたし．産後退院してまたすぐ織っていた．AS先生にギ梅をあせるっているの」とおこ

ら蜘た．盤歳で結婚．驚歳で鑓産（長女．現雛歳〉．その後長男（鎗歳のとき。高絞窪

年生）．次男〈諺歳のとき、欝歳〉．ゼすべて手に入れたい」という思い麟あった。夫はサ

ラ夢一マン。衰宅を立てたのは謎歳のとき．その繭はアパ一嘗住まい。壼分のや警たい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古
こと燐みえる、方向牲潜みえる。露分中心に考えている．子ども部渥もいずれでていった

ら自分の薬屋にとねらっている（笑）。しかし子ども自身は、いっか戻ってくるならずっと

家にいてもいいと言い墨している．夫は、「や箏たいことがあるのはうらやましい」と慈撰

してくれているので、とても有難く感謝している。

　上布は、暮～欝年かけてみたときに継続してやれているかどうかぶ課題だろう。ミンサ

ー．あるいは織警だけ　鰹の仕事というように様々な選採鮫溝あるの解現状。織雛だけで

いいという人も駆る．逆に、分業のなかで、一貫捧麟にあこ潜れて。醗修に来る人もいる。

縫合として．修了者のめんどうをみるのは当然．自分溝教えた人をほおっておくわ1ナには

いかない．縫合に残ることによっていろいろと学ぶことができる。鰹合費は。年暮千黙

　絡宅での醗鯵生について茎現在置名。§～㌘年になる。自分でや弩足雅ない分をやっても

らっている。麗在、蕊歳　大皺鐵身で．懇合での教え子。沖縄解蘇きで籔行してお敷石

堰で結婚。縫合の講習に参触．その後、離婚した淋、織警麟や警たいということで、ふた

たび石錘島にやってきた。賃金は鐵来高懸．そのほか、選一園。嚢万響程度のアルバイ塾

をしている。アパートも友人とシエアしている．年i羅、実家に帰っている。露分で作る

ことをしたいという．はっき鬱した翼繰形あれば続く。

麗合嫡について蚕纏合の苧麻爆は鱒年逝く繭から。しかし続けられなかった。今の爆は§

椥？年前から。薗穣は謁蝉．年屡～碁繧．酸穫できる。搾業は鰹合員と縫合のスタッフで。

掻づま鬱する鈴で．誉～§年に蔓羅．縫え替えをする。今年みはりめに植え替えをした。牛

み堆肥を入婦．畜産が盛んなので、無始嚇もわけて紡う・原麻磯合で覧て糸

を績む人もいる、原麻だけ紐合にもってくる人もいる。

　縫合員以外で上旛を織弩たいという人は、中国産の糸を綾っていると聡く。

置糸づく縫糸雑修養成は．鱒年くらいになる。雲～壕年繭から。白保。大浜。絹平でも実施。

これらは、縫合貴翰鐵身鑓。簿台後半から．足形弱くなって身動きできなくなってもでき

る仕事として受け入れられている。地元の婦人会、老人会に声をかけて始めた・白保の場

合1磁馳ン外で選遍午離離．ここはお翻ちゃん硫ま鵬・いまお年寄紛

集まる纂誘はデイケアといわれている麟、そこしかないのか？とも思う。

　どこから来ているのかわからない原料ではなく、植勧解見えるところがらつくっていく。

それを確実に伝えたい。今、経糸は手に入らな墾．緯糸よ麟も丈夫につくらなければなら

ない．かろうりて茎～襲名いた麟．年齢醜にむつかしい。

　白保の糸作警手から電話形来ると縫合にそれをもっていく（嚢分解串縫している〉

糸の　み手縁　きもの．ある蕊歳くらいのおばあさんは。冬場は海にでてアーサー藍あお

さ茎を採彗．天気がよければ嬢にでる．いつも韓か仕事をしている。i賛中海にでて替ると

愚穣ど、匿いつ．糸を績むの？」と不思議に思うくらい。おしゃぺ鬱しな解らも糸を績んで

いる。
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　嬢の仕事は、きび．牛、パインーパイン工場は最近なくなった。最近は生鐵荷。3～墨

年前になくなった（魂軒＋製罐黛縫あったのだ溺一。パイン工場解あるときには、女の人

の仕事があるので、機織がなくなっていた〉．

　今が大変な時擬なのだろう。パイン工場にとられて糸作嚇叢いない年齢屡、驚～齢歳台

の人は、小さいときに見ていない．
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経料4董

　年欧

露弱年頃

欝？壌年蟹

総弱〈懸盤年）

露驚（欝欝〉

露盤（縫§〉

鰺賢愚欝

欝搬総灘〉

鐙魯薮驚継

欝縫く鍵鐙

瓦盤蟹難撰露騒茎〉

亙働（戴〉

茎弱蟹欝〉

蓋弱蟹欝〉

蓋弱叙爵〉

蓋弱餐欝浮

rからむしと織筋の里

縦駅磁裏》

鷺蟹顕蔓欝〉

鑛療離婚

業主

嚢麗墨継欝》

靉靆村　　ゼからむし織露闘遵年譜

　　　　事項

　　　野尻郷で，苧麻栽培始まる．

　　　会津に縮姦の製造解広まる

　　苧麻生産量欝麺，畿（韓鎗貫匁）を記録

　五十嵐善作・ハツ夫妻が，ロシアに渡琴苧購の栽培技衛の指導

戦争によ瞬生産衰退

　農協，罫からむし生産額会達癸足

　農協工芸諜新設

　　「青苧栽培からむし織弩技徳操存会圭

村内有志の欝主麟作験露ギからむしと駒完成

　　ギ生活文化暴究会まによるからむし羅究雛始｛欝韓年、鞍告書欝行〉

　〈昭灘からむし織警〉麟福島集の重要無形文化財に指定

　　保持覆体は，ゼからむし織警保存会遷

　　昭灘からむし生産技術保存協会ま発足．

　く麟らむし栽培妓籍〉解揺島県の選定保存鼓徳に指定．

　　古代苧麻紙の醗究試難麟まりまる

　　『からむし（苧麻）生産・苧引き墨形醤の選定保存術に認定

　　保持掻体は，『からむし生産妓籍保存協会蓬

　　罫からむし織の里ま織姫体験生（織姫）事業雛始

　　潔境庁豊韓選頃本の音風景まにからむし織の機音撚選ばれる

　　ゼ（株）奥会津醸藤材振興公極発足．

　からむし織の製品販売等の業務をボ農蜘から公桂へ移管

　　　　昭麹ま解，遍疎堪域活性化優良事舞として，醗±庁長富賞受賞

　　「塁矯蓼講習会圭事業《熱・単年度事業〉

　からむし織蓼緯験生麟度購，舞舞・難方塞治大賞董奨励賞

　　ゼからむし工芸簿勅館凄ボ織筋交流館ま落成※

　　蓼アジア苧麻会議墨饑饉〈宮古、八重緯、韓藩からの参簾者〉

　　「郷土食伝承館（苧麻癒擁落成※

　　　　　　　　※翼土庁ゼ多織蒙主簿の参糠と連欝による活力ある麩竣づく粧｝デル事

丁からむし生き生き暴発会ま結成（会員盛名1

壷鐙籔年度よ鯵晦馨新縫祇ま主権による．

誌



髪資料纏

蔓笠難生茎

靉靆（叢嚇

隠幾生董

豊鋳駅欝〉

鯵幾生茎

i鍵醸灘璽〉

終幾生蓋

露鍵亙嬢麟

躍秘村　体験生・羅鯵生事業の推移

・3年溝の企麟として灘始．

・からむし織鯵と毒村生活に興瞭のある鱗蕪以上鬱気難を対象

・住民票を紹撫付に移すの潜条件

・§月～蟹》擁までの蟹》ヶ月

・経費全額，村で負擾．

・蜷昌万謬の報奨金（生活費援髄〉

・ホームステイ

・ホームスティ→　餐の施設（籔営躰署宿舎〉寿の共遜生活．

　　　　　　　　　　光熱費は濤蠹魚撞

・譲奨金を毎舞＄万鍔に塔額（～欝繋（叢憩1年度瓢五幾生まで〉

・年齢麟撮を黒蓋蕪墜よ1とする．

・財政的な理嶽から，生活費援助を打ち隣る．

・ただし，以後も，体験に懸要な経費については村で負鑑（修了時に

　は，機を無盤で譲渡〉

畔羅修生誰麟痩／棒験生終了後，豊年闘〉鈴翻設．

　　　毎月馨万響生活費援豹（鴛月～窪月までは碁子跨趨算）

　露綴織灘捻》よ警羅修生麟度を黛年闘に延長．

・ギ里帰蓉講習会墨事業（漂補助・単年度〉

・からむし織警棒験生《織筋・彦星）事業と懸る（男性の受け入れ〉．

・稔幾生あた鯵から」，醗修靉靆を姦月掛らの雛ヶ月に延長．

　　生産部嚢を最密く嵩噸焼きβから俸験してもらうたあ．

欝



藍資料磯　　躍灘醤　韓験生・藩鯵生

《｛　）爽鐸齢は．体験事業への参簾鋳嶽〉

雛登Yさん（鱒）亙難生

　羅鯵終了後、結嬉し．村内在住。麗在、「織姪交流勤雑務．埼玉漂浦藤霧鐵身．醗撫講での

暮らしは，麟年で欝年目．子ども麟3太いる（小学校茎年生，5歳，鷺歳》．結婚縮手とは友

人の紹介で知誓合った．隻年§には，菱そんなやつ漢いるということさえ知らなかった髭

　俸験生に応募した理爽は，ギ夏鞠の養鞠撃つくれるのだったら肇ということで．募集は，新灘

で知った・嘲羅新勤をみた母i親に趣められた．蕩校卒業後．老人黙一ムに歎務して恥た藩．

ちょうど，身離を壊して，母の実家の部幽で療養しているときだった．父幾の轟綾時代の文遜

根手解醸撫付にいたので，抵航感はなかった．嚢難生ということで，いろいろハードル，瞳害

潜あったのでは？董材の人の嶽う麟乗蓼越えてきているので慧な継かと思う．俸験生は躰蟹

人のようなもの．途中で，ゼこういうところに来ても墾いのかな圭と思ったこともある撚，今で

は，蓼替の人も私たち麟恐かったのだな圭ということ溝わかった．生活もまるごとひっくるめて

楽しもうと思った．

　豊難生は憲一ムステイをしていたので，籍ろいろと購をされた警大変だった．異姓と話して

いると，かならず，購される（ゼまた，懸跨男の子をひっかけて壌，等々〉．ともかく，替の人々

との灘で感覚は　ギず轟っぱなし圭だった、　村としては宣転の役翻を難持して継る．それ解織

で，いっさ魅，マス灘ミ等の取韓1こは慈じ1ない，と華う簿験生もいた．

　現在は，織雄交漉鐘に嚢誇ている．選鉢窯舞だ解，土嚢に休めるわけではない，鉢露まばら

ばら．蓋難生麟募集された段驚では，醗修生の舗度はなかった．欝分を含めて2名瀞，残らせ

て，と要望して，醗鯵生麟度解できた．

灘鑛1さん《鱒）馨難生

　　縛善年現在．会津振興公義曝託職鋤福島漂石し辮欝鐵身．桑海欝身なので，からむし織に

つ麸ては，もともと知って籍た．鐸験生の欝度については，インタネッ塾で講べた．応募葎1に

雛を一度訪鱒した．東京で誉年半，建築事霧謬奮に繋縛て銚た．讃談の仕事。月に残業購董韓時

騰を超えることもあった。事業をきれ華にまとめる面白さはあった溺、鰻人の露ラーはだせな

躰．一盛，ずっと続ける仕事越したかったぶ，その仕事は，ずっと続けるものとは思わなかっ

た．簒奪もやると　見極めもついた．嚢分の　事をみつけたかった．からむし織は，やってみ

て気に入っている．ただし，食べていく鐙静むつかしそう．村のなかに鍵き場癬潜ないので，

なんらかの鮫人を得懸いと。棒験生に癖募するさ鮎悔には，職業として成警立つかどうかについ

盤



ては，イメージ麟できていなかく〉た．その点では，替いといえぱ嘗かった（笑〉．

　応募は『タイミングまの購題ではな墾か。仕事に先をみてしまったとか．年齢的な先を見て

しまったとか、ある程度若い時難に試してみたいとか．思い隣れるというのはやは蓼タイミン

グの簡題。

　材での暮らしは，これ濠でやってきて気に入っている．趨分は石「撰町の出の中で育ったので，

霧舎暮らしのイメージはできていた．悪くいうと，肇一．た
だし，雪の量には，本寒に驚いた、

癒募については，たまたまもっている憐報麟こ綴紹秘材のからむし織1で，結購，そ麟で来

たという大越多いのではないか．

　仕事は，いってみれば嚢分硲ゼ存在意義釜．喰分を写してくれる鏡のようなものま、たぶん主

峰だって，それぷあるから，だから，舞舞やっていけるのだろうと思う．

　地元の予は，からむし織をやっていない．村の人達と，私たちとは，やは撃ち藩う．

　孜の職業解決襲っているわ酵ではない．村も織麺事業は行っている麟，捧験生，醗修生を職

業としてどう綻麗づけるかについては，方欝熱立っていない・残る手段としては，結婚解一番

よいと思う．でも，結嬉したからといって，露分解織瞬こ集中できる暗闘潜像証されるとは縷

らな駈、．

　織嬉事業は縦の事業としては董鰺年縫いている．でも，捧験生にとっては一時の遜思懸点・

韓験生の後書彗は，替の宣伝・それ解類待さ轟る．また，ばあちゃんたちは交流して楽し継のか

も知れない．赫を離れた人形たまに訪ねてくると秘うこともある麟，緯験生を終わった後，お

互墾に交蕊瀞あるというのは，あま警ないのではな疑か．

雛＄Yさん（驚嚢〉　＄幾生

　　静岡県欝部欝欝身．テレビの算数一ス蒋集（二講一ス23〉で簿験生募集を知った．染め，

織瞬こ興殊溝あった．染癒は，短大（鞍膿科〉の家政学で捧験済み．昭藤村での暮らしにも縷

れた．冬はどこにもでられない（笑〉．下見に来て懸盤舞のような葎象をうけた。時欝撚ゆつく

離で空気の流れ解違う．遠を歩いていると知らない人も挨拶をする。こんなところもあるんだ

と、馨った．

縷羅さん（1露〉警幾生

　住倉潔繕身．友人に福島集鐵身者がいて，教わった．着麹や古いものに興瞭溝あった．遠い

ので親は心翫した解，だんだんとわかってくれていると思う．織ったものを送った警、雑誌を

みせた讐しているので少しは理解してくれているので隷ないかむ老人ホームに歎務していた溝．

邊織して応募した。生きていくなかで、織か残せたら恥い癒．と思って．そんな大げさ診やな

い気もするんです解。

弱



　以麟老人ホームで働いていたとき、認知痘のおばあさん潜いた。いつもはボーつとしている

が、嬢さん藩いらしたときに、しゃつき離して、若い壊に露分潜つくった蒼麹を最後に着せて

ほしいといっていて、そのとき着鞠っていいなと思って．濃霧業もやってみたいと思っていた．

からむしも蝦給仕事解あるし、家の裏で燈をつくっている．大家さんの燐の一睡を繕馨ている。

　すごく馨舎のイメージをもってここにやってきた．そこで生活していくなかで、甦分解今ま

で生きてきたなかではない．ぴっく鬱するようなこともあった。でも、縁の方に本当に悪意麟

あるわけで1まないこと解だんだんわかってきたひ饑えば罫織嬉さんまというとすごく羅立つの

で、蓼電気毒連舞時までついていたね圭というようなことを言われた蓼。それはまあ心蔑してくれ

ているというか．黙こ悪意麟あるわけではないと患う溝、言われた方は、罫えっ、なんでそんな

ことをいうのまと思う。最擁はそういうの解鎌だったけれど．まあ心醒してくれているのかな。

と思うようになった。先輩の話を聡くと、替に着替入溝少ないので、あの人はここ』に擁しに、

鋳できたんだろうというような羅でよく見られていたようだ。ただ村を歩いているだけ砂とき

も．車を運転しな解らじ辱つとみられた鯵。私たち潜きたときには．多少はあった鼠そこま

ではなかった．薪あ．織姫さんね釜と．からむしの難強をしに来ているひとたちなんだなという

ふうに分かってく轟ている．

欝鷺さん〈灘義〉警難生

　会津若松霧鐵身．テレビで知った．機をやってみた継というぼんや警とした思恥潜あった

鰹の場齎では，1できあ潜った楽調機にあ潜った献態から始めるぷ，糸の生産から始めるのは

ここだけだったので．薬る繭は，東京で鬱葱として鶴いていた．それな鱗こ長魅あいだ（笑〉．

からむし織を実際にやってみて，とても楽しい．豊年の錘験生だけだと，各工程を至掻ずつだ

けしか捧験できrないので，講修生を志望した．将来につ籍ては，頃々変わる患い．ずっと続

けたいと思う　面　　けるための手段を発つ雑るの淋羅難．縫分解ここで麹宣して生きるたあ

に　どんな手段越あるのか．、悪い潜舞々変わる．

灘慧麓さん（黛鶉　警難塗

　橿鳥毒謹1身．姦蓬交のときに，難域の文嚢二を醗：発して発表するという授業藩あった．購江クラ

スの予鈴レ潔一トで，鰭灘材のからむし織鱒紹介された．それ藻では自分は知らなかった。織

鞠イ灘一ル東灘，というイメージ解あったので，「綾購，選いところにあるんだな墨と思った．

それで，捧験生に応募した．とはいっても，購に福島でなければということではなく，チャン

ス藩あ擬ぱ，海外でもどこでも恥い．でも，からむし磯蟻はここしかな軌基盤はここにしか

璽．

1からむし鐙茎生産から織鞠震で一連め工程溝ある．そ轟に応りたライフスタイル潜勢るの購

い華．夏になって苧蓼1巻をして，糸をつくって一塾　季簾ごとに織鞠の工程麟変わっていっ

韓



て，この時擬だからこの難業というものぶある、毎年，ずっと繰穆返されてきた工程淋ある．

この織鞠でなくては絶麟にだめ，というわけではない解，私のばあい，この生活瀞あっている．

普から受け纒解れてきたものをそのまま伝えていきたい。

　豊年鐸の捧験生のときは、やは箏「織簸さん圭という捷い。今とは違う。今でもお客さん搬

いをされるこ：と鐸：あるのだがむ

靉靆Yさん穣馨擁§儒生

　水戸市轡身．神戸の大学でテキスタイル．工芸デザインを専褒．卒業暴究では、融紙で糸を

つくって．それで食分で霧を織った、自分で葉替からつくって．織鞠をするということ潜蘇き

なのかもしれない．いっかは織鞠の生活をしたがった、就職購狭まらなかったら慈募しょうと

思っていた．カラーデ夢インの仕事で就職藩法まむ、神奈燐で饑いていたが、やは蓼、や瞬た

い織穆をはじあたくて臨募馨難〉した潜、採穏されず、驚度轟鐙臨募で偉験生に、馨難は、

臨難鰺で紹介されて癒募麟多かった年。

　最近墾：の準の警レンドとして、ス羅一ライフとか農樗生活損いわれている。それは景遜始ま

ったものではなく．ずっと麟から実はあって、だんだん縫心をもつ入溝培えてきたということ

だと思う。その増えてきた申に私たち購いるのではないか．私は、自分の手で織った弩、人の

手でつくられるもの麟いいと思い．それ解たまたま生活と密着しているものだった．そういう

ものを東めて恥くと、農然に欝舎の生活をしないとというか、していくんだなと考えるように

なった．灘会の暮らしに靉靆をもっている入溝増えているように患う．それで．や蓉たいこと

とかや雛たい生活を求めると、こういう風なかたちになっていくのだと思う、

　人それぞれ患秘の強さ解あると思うし髄人差もあると思う。露分露身．一生ここで生活して

いこうというように辮：に銘じているわけではないので大それたことはいえない．感覚的にはシ

翼一ト》夢ップと変わらないかもしれない．

　ひとつのことに集中できるチャンスはあまむないので、できるかぎ蓼集中してやっていきた

いと思う。しかし．からむしだけでは食べていけないので、纏の仕事を探さなくてはならず、

しかし藍こはあま蓼　事淋ないという事熔解ある　葛　麟ある。なに慧からむしは糸をつくる

のにとても時縫溝かかるので、維彗たい痒r品麟あっても韓　後にできるのか見甕溝つかな墾む

綻わ翻るものの美しさ瓢覇の美」を追求して恥きたいと患うし．舞義アートなどにも慈霧で

きるとも患う溝一再方やると、農分解二人とか三人懸要に懸る。あと轄．大鑑燕讃しいとい

う思いになる．

　慧年嚢以降藍灘誌験盤憂鬱了し．鬱鬱生になってか鑓は．露分で嬢を探して．からむしを手に

入れる手立てを考えなくては駆けなかったので．必然的に、替の人とふれる機会麟増えた．そ

うなると豊年鐸では鉢験しきれなかった村の行事などにも入れてもらえることになって、そう

いった怠では藪年を重ねるごとに襲いつまでも新鮮．韓のしきた滲とか、馨会では無惨えなかっ

？蓋



たことも知ること麟できる。豊年麟の捧験生のなかには抵銃のある人もいる麟、そういった人

とも鐵会えるから新灘。

新しい入溝外からやってくることに繁しては、村では捻彗三もたっている。晦村は闘鎖的と

いわれる瀞、みんな少しずつ縷れてきている、慧年繋からは一人で家を馨撃て住んでいる魁

近翫の入溝「雰飯炊いたから食べに来いまといってくれた馨、そんな感Oで暮らしている。後

は、ものづく轡をしている人に館品を見慧てとかいっているうちに。仲良くなった馨とか。建

弊村で暮らした菱織難解いる騨、その人とすごく仲良くなったおばあちゃん潜いて、i遷闘

にi羅、その人の声を灘かないと寂しくてしょう藩ないという。それくらい替の人と仲良くな

れる織錘もいる。

　韓かもらったときにお返しをするのも、蓼織嬉壌ぶお金解ないことは知って継るし、遜乗繋こな

ってもいや潜られるし．韓かもらうつも轡であげていないし、その透渉難しい。だから、お茶

のみにいって議を露恥た蓉して疑る．お年寄鱗ま、やは弩、お議麟いっぱい騒要だし、私もそ

こから繕か欝られる。

1今後について垂紹離村は蘇巻である。ただ残るた誇には繰かなければならないし、それは難し

いし．やは警手馨轡というの溝蘇きなので．紹撫付はそれぶ奇勝に逐い駿態で残っていると思

うので。轟ンビニ等軽い鴛事をしな鱒ら織警を盤渚の一蔀としてやっていくことはできると思

う解、役場とかそういうところで餓疑てしまうと、露分はそれだけになってしまう。それだっ

たら昭離村にいなくってもい墾という話になってしまうし。

懸慧蕪さん〈欝畿〉鰺難生

　会津高饗霧懲身、小千谷の十欝欝で機織と染織の麹強を黛年、職業議練校にi年。農分の手

で作るもの、露分でできるもの、そういった鼓徳を身につけたいと思っていた。全覆的に有名

な織鞠なので、会津の人購として棒験しておき1たいと思った．樗で磯生活は。隣町なので。趣

元と疑り感覚。

灘翼Yさん《雛〉舞難生

　草無事織身。費政の広鞭で知った。鑛ってからここに乗る震では驚ヶ月弱。織警だけではな

く材の盤活を鉢験しな潜らという点に麩かれた．農葬勃を畜てることにも興練溝あった。一度

にふたつも霞分の希望淋畦うということで旛暮した．思ったらすぐ行動したいたち。以繭・東

京で饑いていて．欝牛後くらいには舞舎暮らしをしたいと思っていた。野菜にしても、どうい

うふうに俸られているのか、露分で知っておきたいという患い購あった。おおげさかもしれ癒

勧解　馨会の生懸に癒機感をもって継る．

　欝の構報から、かな鯵遜醸の韓なんだろうなとイメージしてはした薫懇豫以墨二に・画確ト

ト醗の縫舞というか、本業に懸絶葬だった。ギマン薄暮本普請のテ凝ップ藩渡れてくるよう

鷺



な騰景勝、毎欝霞分の頭の申に競れているような．

懇醜さん愚鷺〉　藍馨i購生

　長醗布鐵身。幕末の歴史解聾きで、長緯藩の海合繕之購に興稼潜あったところ．只見町に

　記念館解あるということで、会津に縫心をもった。東京でアパレル縫藤の仕事をしていて、

　　もともと旛には興蝶形あった。織善もやってみたいと思っていた．轟分の手で糸をつく磐、

　それを織ること麟できるという点溝懸力．

　父親解毒溺好きで海菜とかきのこをとってきていた。嚢分はそれを食べるばか吟で、講蓬

　法など知らなかった瑠ここ蕃こきて　調蓬法や　どういうふうに養三えているのかなど知るこ

と淋できた．むかしからそう疑う搬奉的なことを加撃たいなという思いはあった．

　懇繰以上に人韓き合い麟濃雛。東京などでは、隣の無量に撰っ越してきても挨拶もしな

いでその襲ま暮らしているけれども、替では隣近誘に挨拶をして．そして暴鯵携で修業を

して皆で帰ってきたら玄露光に山菜解毒のように積まれていること藩あった．隣の営秣署

の入溝もってきてくださったらし華．そうするとその嚢菜をどう講達するかなど証ミ講ニ

ケーシ葺ン溝生まれる。そのほかにも、ゼき硲こ解とれたから取嚇ここ転蒐書と電話潜かかっ

てきた警。最透は穫れた解やは撃ちょっとストレスに感ごることもあった。

縷慧響さん穣麟登難生

　　神奈鱒銀鑞身．織琴をや蓼たいと書っていたら、たまた叢ラジオを聴いていた友達麟教え

てくれた．たまた露髄事も辞めていた。石匙島をも考えていた解、醸藤替も原料解織む苧轟だ

ということで．決めたきっかけは、ギ勢い圭、蟹さんと瞬慧、思ったらすぐ実行というタイプ。

織滲もや蓉た麸溝爆仕事もしてみたかった．東京に住んでいたときに窪年くらい轟然食品の薩

でアルバイトをしたこと麟あ琴、農業にも縫心麟あった。鬱金暮らしは霧めての経験．

　紳奈鯛こ戻ったときに．こっちではみんなお籍に入るときに挨拶した箏するので、胸こうで

灘ンビニに入るときに患わず、蓼こんにちは～まとか言いそうになった鬱する．あとは、人形多

すぎて、馨線にも罹る．帰参たいと患うことはなも㌔こちらの生活にも穫れてくるめで。こち

らにはこちらの時溝溝あるし．晦こうには海こうの時難解あって楽しいのだ淋韓

藍今後について董将廉は全然一・。や聾たいこととか興駿のあることとか結購あるので、織蓼

なのかはわからないけれど．侮かものづく警をしていたいっていうのはある．

懸鐡さん《鐙代〉駿幾生

　塩釜欝緯身。§年聡．老人橿祇施設に雑務していた解．人の死に麗わるのに疲れて．も

のづく滲をしてみたいと思った．栽培から欝分藩闘わって自分溺織った布で膿をつくって

みたいと愚って。
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　応募は新開誌事をみて．最初驚いたのは、除雪車の音で莚こされたこと。零露いをつく

ったのだけれど、朝起きたらそこまで積もっていた．あとは、ヂ織姫魏という爆をつくら

せていただいている撰．野菜の鞍穫をするたびにうれしくって。き麟う雛．トマト．ピー

マン、なす．ジャガイモ、大糧、ししとう、ゴーヤ、オクラ、インゲン、あとは葉勅を侮

種類か縫えた溺．葉勅は全滅してしまった。苦労したのは．最初、鍬麟使えなかったこと。

故鰹にいるときよ警、天候を気にするようになった。

　織瞬こはかかわっていきたい。カラムシは本粥ではここだけ。ものづく瞬こは間わって

いきたい．

灘簸饗さん艘磐　捻幾生

　撰越市鐵身。乗る繭は学生で、卒業と瞬時に来た．就職活麟もした瀞、ずっと前からか

らむし織をしたがった．とにかく手仕事解したかった．雑誌などをみているうちに、染色

や著効といった舞本文化にほれ込んで．そのうちある雑誌でからむし織のことを知った．

趨父母解喜多方に住んでいるので、子どもの填から磐梯麹や猪苗代湖に憧れというか親し

みをもっていて、遊びに来ると、埼玉に帰るの癬叢いつも寂しかった．瞬む会津に住めると

いうことで。燐めて昭撫械こ来てインパクト解あったのは、暮月になっても雪があったこ

と。一方では棲ぶ咲いていて、埼玉で花見をしてから来たのだけれど、まだ咲いていたの

で、窯騒お花見をするという体験をした。あとはウサギの肉をたべたとき。すごく美瞭し

かった。

　琳欝の遍ごし方塞±欝ま老人ホームで欝直のアルバイトをすること解多い溝、それ潜入

らないとき垂こは若松に遊びにいった離島

　藍今後について蚕できれば残警たいと思う。織鱗こ露しては．職業としてではなくても、

生活の一額として一生纏わっていきた騨と思う．

覆Y鷺さんく盤》　鴛蟻生

　弘前市懲身。街の嶽うに住んでいた潜、講親壽懲んご農家なので．趨にいった鬱してい

たので．景色とかはここに近いもの麟ある．青森県の工芸の小麟灘を趣瞭でずっとやって

いた．麟す霧に、昔．からむし織離を綻っていたと知って．それでなんだろう？と講ぺて

みたら羅藤村で体験生灘痩ぶあるのを知った．学習塾に歎めていた潜、そのときは無月に

募集で婆月に面接という舞程で、賛しい時擬にやめるタイミング溝なくて見送った。緯年

は絵鰻鱗簸月に募集解あって鴛月に面接だったので．応募できた．学校などで織筋に

ついて習ったことはない。最赫の栽　から全体を俸験できることに惹かれた．

　最褥にここに来て思ったのは、単純にゼああ空気購うまいなあ」って。秘めて裏たとき

にはバスで来たのだ潜、運転手さん解繋の人に挨拶しているの解面白いなあって．あたた

麗



かいなあって。

　1今後について1まだ考えている。醗修生として残れれば残診たい．織鱗こついては、生

活の一蔀として関わっていきたいと思っている．気持ちは残警たいというの騨ある。実際

にどうするかは、どうしますかって闘かれたその時の気持ち次第で返事すると思う．

灘U鷺さん（鎗〉捻期生

　茨妓娯筑蓉斎畿身。機械ではなく手でものを生み思すのはすごいと思っていて、そのな

かでもからむし織鱗こは惹かれていた．実藤に当分の鐸で見たいと村に果たときに、暮ら

しとか轟然の環境のあ警み濠まの零露気解すごく蘇きになってしまった。東京で．チーズ

等の海外の食品を鞭入する会縫に歎めていた．内こうの現地の人たち解．地元のものに誇

滲を持ってつくって継るのにふれて、自分もやは箏韓本のものを大事にしたいと思った。

蔚の会縫も大好きだったぶ、こちらを選んだ．

　学生のときに雛本の手仕事毒という本を謹んだ．やは穆背景の見えるものが大野きで、

チーズにもそれで慧かれた．その本でからむしの存在を知って、そのときからむしってな

んだろうと引っかかっていたもの溝急に気になって仕方なくて。興練をもったきっかけは

三島町で、そこに行ったときにからむしを思い欝して、見るうちに惹かれていって。

　誕東京での暮らしにな¢んだ上で来たことについて〕変な表現だ麟、自分の申でふたつ

の時鶴に分かれていて、むこうにいるときにはむこうの時翼で楽しんだ蓉櫓いた離できる．

でも、その中にいると、逆にこういつた甦然の．昔ながらの時麗の遠い部分に居たくもな

って…　東京で生活しようとは患わない。楽しみにいくなら墾いと思う麟．

　最携に棄て驚いたのは．紡メムシ欝欝勇鍛曳離論叢あったこと．おばあち率んに縫い

たら雪の多い年はカメムシ解多いということだった．それから、いただいた由菜の駿解強

烈だった．今まで食べていたもの瀞購ものみたいに、とても新鮮だった．

髪今後について肇私も残響たいと思う。布や織離については麗わ警続けていきたいと思う。

驚



藍資料蝶

　　昭趣耕　生産者．体験・醗鰺事業の織搬導者からの縫きと軽　（鱒鋳年欝月7購

・蔓Y氏（生産者〉：躍秘露（欝認〉年生。からむし生産妓籍保存協会劉会長。農協工芸

諜の御代課長〔工芸諜の新設は昭藤弱（欝鋤年）。昭趣磐年から定年まで農協紅艷務．

・欝丁氏（織捲導者〉1大死嬉（欝欝）年生

・Y　S氏（瞬上）1大死露（欝窯劔年生

・s氏：韓握当者

・生産農家数と鼓癒保存協会の会員数は瞬じと考えてよいでしょうか？

亙Y氏：植替えした年は趨荷しないので、前者の方解少なくなる。今年はいっしょか。

・一ﾋあた蓼の平均栽培癒積は？

璽Y氏：一戸平均iアール程度．平均年齢は、箆歳くらい．

・鼓癒保存協会の活動は？

董Y氏：平成蓼年に羅の選定保存披講に指定され．年働五爵の補助をうけ、講習会、醗

修会などを行っている、鉢験生にたいしても、毎年、嬢づく諺（糧の掘墾返し〉．苧難き．

結束などの講習会をおこなっている。巻月の連鉢瞬けに、草むし警からはじめる。今年は、

綴の植替えを行った。

・替海の織警手は？

鍵で・Y　S氏：村で撰定した鼓衛者の名簿に織警手として載っている人解織撃手というご

とになる溝、高齢になって従事していない方もいる。

S氏：糸作鯵解鴛名、平均年齢編歳、織鯵事誤塞名、講欝歳．栽培陸産者茎難名、属

鷺歳となっている．

簸丁・Y　S氏：かつては鐵機もあったのでき京舞の綴織勅）、若い人を養成していた．そ

の縫代麟今は鎗～灘歳くらいになっている．

・いつごろから織警を？

継丁・YS氏：鱒歳繭から．母解織っていたので教わる。その頃は麻を織っていた。から

むしの織鱗ま本椿的峯こは昭融勢年ごろからは¢まった．麻で、作業着や毅引や蚊緩など

壷織っていた。冬のあいだの仕事で、春の彼岸の蟹までを羅麺に．嫁入馨前に．麻織箏を

ひととお弩覚えるの解習濃だった。糸作警の仕事から、おばあさんと母親に教わった．こ

のあた警は霞は平均誉～§反。（S氏：農矯解敵前は難主解いた講．冬仕事なのだ解．冬

の仕事は機織だけではなかった．わらじ作警などもあった．また、今のように畳瀞ないの

で．むしろをも織った。瞬董擁からはりめる．縄ないもあった．少しの畷でも手を嚢かし

ていた．今と違ってテレビもないので．饑くこと解中心だった．

夏Y氏：からむし栽培農家は、米農家解多い、花とからむしは難業時難解重複するので爾

聡



立しない。からむしの忙しいのは長くてiヶ月．お盆前までの時擬．からむしと1米に超え

て1野菜をつくっている人はいる。からむしだけでは生活できないのが縫題。

　生産者は平成越年の鐡名から平成欝年の襲名と欝人以上増えた．子育て終わった

若い人で栽培をはむめた人もある．これは、体験生ぶきっかけだろう．外から注羅された

ことで開心をもつ入が墨てきた。からむしの栽培は高齢化してもできる。苧引きは年をと

るときつい．そこを、体験生・醗修生溝手伝ってくれる．

S氏：俸験生・醗修生は魑入としては村を離れていっても、定簸的に受け入れているので、

いつも癖人か村内にいることになる。鰹人ではなく．麟度が後継者の役割を果たしている．

・捧験生を受け入れて当初はどうでしたか？その後の変化などは？

董S氏：若い女の子麟来て祥購活気づいたのではないか。

羅丁・Y　S氏：体験事業麟始まるということで、織馨の搭導員を依頼された辮、都会から

裏た人の縮手はできない、気疲れするということで、最密はお漸静をした。しかし、はじ

めてみると皆一生懸命で、心醗はいもなかった。ゼ先生まとよばれるのがいやで、ギTぱあま、

総ばあ遷と呼んでもらっている。鉢験生たち解そう呼ぶので、村の人も．そのように呼

ぶようになった．

　俸験生は嬢焼きからは鴛める麟．燐焼きは最御はやっていなかった。き擬生のあた警か

らか鰺擬から？窪

・俸験生が保存協会の人の燐を手伝うようになったのは．いつごろから？

継丁・Y　S氏1もう簿年にもなる。

蔓丁氏：うちも豹けら蕊ている．平成捻年に植替えの時幾になって、もう蟻をやめよう

と思った．家内をなくし．愚子夫婦も会津若松に鑓ているので．そのとき、黛難生のGち

ゃん漢、娘分茄縫ぐから墨ということで、嬢を手伝ってくれることになった．蟻焼きから

露分といっしょに搾業をした．鉾年．Gちゃんに子どもさん淋できて蟻麟できないと蓉に

は．7難生解苧瞬きを手伝ってくれた．有難いことだ．

　苧引きは女の仕事。カの入れ具合などが女性むきだということか．翼1轡取鯵から皮はぎ

までは．男の仕事．た潔．女性一人で栽培し嚢分でメ1影取むをしている人もいる．男手の

ない御宅ではそう。

　俸験生・醗修生のおかげで、引繕ぎ瀞できる．多あそこ麟大変だから融解手伝う」といっ

てくれる．保存協会でも韓軒か手伝ってもらって駆る．こちらぶ教えるだけではなく、麟

けてもらっている面癖ある。

S氏：平成蜷年の資料では、繰存協会嚇名のうち、露名蓬、作業の一部、あるいは全部

を、総名の醗鯵生や元醗修生に豹酵てもらっている。これは．売弩緩し量の懇鵯に相当

する貢献となっている。

・体験生に伝えたて籍きたいことは？
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鍵丁・Y　S氏：工程を藍建に覚えていってほしい。糸つく琴解すべての基本。簸月まで経

糸つく穆の講習。合聞合闘に、季藻ごとの野菜づく警。碁月にじ亭ぶいもを植え、お盆あ

た瞬こ駿穫する。ほかにもなすやきゅう蓉などさまざま。大穣を植えれば、露月終警まで

食べられる．漬勅のつけかたも教える。寒くなると大振ぶ大きくなる。よくできたときに

は実家にも送っているようだ。

S氏1昭趣の人蔘まけっこう難語焼きなので、嬢仕事についてもいろいろ教えている。

　糸馨警については．以繭、体験生を違えてのオ墾エンテーションのときに紅糸搾噂だけ

ではなくいろいろな経験をしてください」と話して、後で．おばあちゃんたちにゼ糸づく

弩解基本だ」と怒られたこと解あった．糸解大事だということは嚢をすっぱくしていって

いる。

錘丁・Y　S氏＝とな蓼のうちのおかあさんに、昔、ゼ〈隻反仕上げて、韓層かかった？＞と

擬く人はいないが、＜これは、誰麟織ったの？＞ときく人はいるまといわれた。丁寧に織警

なさいということ。

　機塗の縫長さんにも、ギ機織には気持ち解あらわれる遷といわれた。確かに、締か考え事

をしていた参すると、糸麟饗れた警する．織警あ解ったところに．気持ち麟あらわれる。

とくに蟻機だと．もろにあらわれる。その饗の気分によってよくで愚だ欝とできない嚢と

麟ある。糸作轡もそう。太い繋と細い舞解ある．1平らに率らにまといいきかせて糸を績む。

　織姫さんは、i難生からみている解、後に来る入線どな蜜か鼓徳がいい。今は。ぶんぶ

んξ鷹糸車）にかけても、糸解鼓ける人はいなくなった。

｛上に先輩として聾醗修生ぶいることも大きいのではないですか？

S氏1先輩たちの葬品などを券ているということもあるのではないか。

・栽培の年による違いは？

董Y氏＝ある程度、雨．水分淋ないと悪い。蟻を焼野た後に雨辮降ると轡集解良い。逆に。

焼いたあと．隻遜懇も鱒βも乾簸た天気だと．育ち購悪いようだ。ときどき∫風も吹か

な》のに傷解できる雲と嶺談される解、なぜかわからない解．焼いた後の水不足も縫保し

ているのではないかと思う。　較穫前に霧雨．天爵．風など麟あると撰伏してしまう。栽

培で気をつかう点は、酢年は紳びすぎたから今年は肥料を少なく邊等々といった点。あと

は特辮にはない．

　子どもの頃、瞭もつくっていた。麻爆捻家畜の舞i肥を入れ、麻をメ1轡取った後に。また

厩灘を入れて、大根や巻磯う弩をつくる．こうして　に慧醤罷料を入れた嬢でそのオで。

一．今は、ときどきダ失せる壌ピ雛擾ぷ腐る肇こと解ある。堆肥を入れ

ない蟻は欝承も悪くなる．昔はよい嬢にからむしを植えていた。昔は焼いたあとにも、馬

屋の肥やしを入れていた．

・これからのからむし生産について

鰺



夏Y氏：子どものころ、夢からむしだけは残してい1勇といわれていた．戦争申も残した家

形偲軒かある。今後の問題は、まあ、後繕者開題だな。高齢化の麗麗．選定保存技衛を残

していかなくてはならない。

S氏：蓋幾生はいろいろあったが、体験生は韓的意識毒茸はっき参していて、赫にもとけこ

みやすい。交流もできる。今となっては、なんの縫題もないといってよいだろう。

至Y氏二最褥は（碁難生まで〉、俸験生に醤から生活費を援助していた。今は豊年嚢［牒体

験生1にはお金をださない。それでもよいという人解くるわけで、人も変わってきたのでは

ないか。

S氏1毎年、3～峨名を受け入れてきた解、今年もすでに鴛名から縫い合わせ解きてい

る。選考は膿興麟策協議会墨（惣名1で行う。生産にたずさわる人と議員さんなど。生

産にたずさわる人形多いほうがよいと鵯断して．慧名増やして．計難名にした。

7警
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醗



あとぶき

　本韓告書は．平成総遷7年度科学醗究費補助金く基盤瞬発C一の「伝統工芸鼓術の伝

承をテーマとするギ地域活性化蓬事業に臠する縫会学的醗究まの砺究成果の報告書であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　本譲については、転読工芸技術の伝承と地域縫会一苧麻を素材とした織物生産の事

擁一遭（蓼福島大学地裁麟造遜第欝巻代盆号，鱒弱年驚月）をもとに簾筆し．表を追撫

した．あわせて、補論窪と資料篇とを付け簾えた．ギ櫨論鷺　ジンメル匿よそ者ま論か

らみた紹驍将「織嬉雄は、硯究分担者　菅野仁の執筆による。

　聴き取箏の時簸は、昭離村黛縫簒奪藝鐙欝欝、懸月驚縫、鱒鍵年欝タ騒騒、黛藤巻

年韓月？翼．小千谷・塩沢黛韓昔年簸月§ぞ縫．宮古島鱒経年§層雲遷i舞．鱒弱

年慧驚7懸絶、石垣轟轟蟹羅隼韮鍔驚警鱒翼である．懇さ取箏については、簾藤と菅

野溺共編して待った．貴重な暗闘を翻いてご教示くださった．昭麹村役場企錘諜．奥会

津振興公鮭．からむし保存会事務局．偉験生・醗修生の皆さん、平良市役辮観光豪ちづ

く参謀、教育委員会、宮古織筋事業協繕縫合．苧麻績み保存会、織警手・醗修生の皆さ

ん、養堰市織麹事業協織縫合、織警手の皆さん、小千谷織物事業協繕縫合　塩沢織麹事

業協総縫合、越後上姦・小千谷縮姦鼓衛保持覆捧．講修生の皆さんに．厚く無礼申し上

げたい、今羅うかがったお話やご提示いただいた資料を十分生かしきること潜できなか

ったが、その点については．次の機会にのぞみたい．

醗究代表者　撫藤眞義

　鱒綴平成欝〉年＄月


